




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　Contents







序章

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

終章




あとがき



































本文イラスト／薄葉カゲロー









[image: ]




　毛足の長い敷しき物ものの上、暖だん炉ろの前に置かれたソファで、老女が絵本を広げている。

　その膝ひざの間には、まだ五歳ほどの少女がおとなしく座っていた。

「そうね……これは太古の蛇へびがまどろむ前の時代よ。はじめは雨がつづいたの。雲は去らず、太陽が隠かくれるなか、大地は割れ、大波が土を吞のみこんだ。その危機に、偉い大だいなる魔ま術じゆつ師しウィッカは、七つの星を降ろした」

　老女はときおりかすれる声で、ゆっくりと話して聞かせる。

　少女はおとぎ話のようなその絵本を、ただ熱心にのぞいていた。

　青みがかった紫むらさきの瞳ひとみは瞬またたきすら忘れたように、絵本のページに注がれている。

　そこには好こう奇き心しんというより、どこか問とい詰つめるような強い光があった。

「その七つの星はどうなったの？」

「ウィッカは星に魔ま法ほうをかけて、七つのお守り『七聖守護物ザインタリスマン』をおつくりになった。それは空に『風の天窓』を生み出して、いまの七都市が守られたの。これまで争いや諍いさかいを起こしていた国の人々も、みんな空をあおいだわ。人々の命を護まもりの天窓がつないでくれたのよ。いまあなたがいるヘヴンリーパレスも『風の天窓』に守られているの」

　その言葉に、少女の金きん褐かつ色しよくのまつ毛がふるえた。

　口を開いて、自分を膝に抱だく女性をまっすぐみあげる。だが、自分を見つめる淡あわくやさしい青の瞳に、少女はそのまま言葉をのみこんだ。

「きっと、あなたは特別な子なのね」

　乾かわいた細い指がしなやかな金の髪かみをなでる。頭上でささやかれた言葉は、愛いとしむようなやさしさで少女の口を閉とざしてしまった。

　幼い胸に、小さな疑問だけがインク染じみのようににじんだ。

　──じゃあ、どうしてウィッカは、父さんや母さんを守ってくれなかったの？
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　石いし畳だたみを歩くアイリの足取りは心持ち力強い。

　これまで学生として暮らしてきた中央都市で、今日は入省式の式典が行われるのだ。

　ようやく自分も仕事について、この都市の正式な市民となれる。

　部屋をでてくる前には、真新しい制服に腕うでを通すのにも少し緊きん張ちようした。

　白地の制服は、襟えりやあわせの臙えん脂じ色いろの部分には金の縁ふち取どりがされ、焦こげ茶ちやのタイを留める飾かざりには、六ろく芒ぼう星せいを模かたどった紋もん章しようがある。

　焦げ茶のスカートの下には厚めのペチコート。そして焦げ茶の靴くつ下したと白い長靴ブーツをはけば、気分だけでも一人前になれた気がした。

　憧あこがれの制服を身につけられる日を目指してきたアイリは、まだ七星都立学院を卒業したばかりだった。

　石造りの橋のうえ、川面かわもを吹ふいてきた朝の風に金褐色の髪が舞まいあげられる。

　制服の制せい帽ぼうを飛ばされぬように、アイリは指でピンを確かく認にんしながら歩いた。

　日中になれば人通りも多い橋の向こうに、巨きよ大だいな建物の影かげが見えた。いつもは自由に出入りが許されない、壮そう麗れいな正門が開け放たれている。

　そこから先は、この大陸各都市の機能を司つかさどる、『七聖府ザイン』と呼ばれる省庁がおかれていた。

　門柱の左右それぞれに、六芒星をシンボルとした盾たてと剣けんを手にした騎き士しと、書物と杖つえを手にした魔術師の像がある。

　中へ踏ふみこめば、重々しく塗ぬられた複雑な蔦つた模様を描えがく鉄てつ柵さくや、芸術的なステンドグラスがはめこまれた高窓を持つ建築物が目をひく。

　なかでもひときわ高い尖せん塔とうを持つ、白い外がい壁へきの建物。

　壁へき面めんに巨大な仕し掛かけ時計をもつその場所には、かつてウィッカが施ほどこした護りのひとつ、七聖守護物ザインタリスマンがあると伝えられている。

　普ふ段だんは厳格な面おも立だちの衛兵が立ち、出入りも制限されている門前も、今日は制服をきた若い男女が百名近くも行きかいごったがえしていた。

　しかもなぜか、七聖府関係者以外の、新聞社や雑誌社の取材に訪おとずれたらしき人間の姿も見える。

「アイリ、講堂はこっちだって」

　なかば人ごみにのまれつつ、その仕掛け時計を見上げていたアイリは、友人のジョゼに腕うでを引かれて講堂へ連れていかれる。

「なんで、こんなに取材がきてるの？　毎年そうなんだっけ……」

　衛兵のぴりぴりした空気や、部外者が近づいてこようとする気配をふり切って、アイリたちも門の中へと入った。

　ここにいる同じ制服を身につけた男女はみな年も近く、その表情は活気にあふれている。

　エリート育成校と呼ばれる七星都立学院の卒業生や、士官学校を卒業した男女のなかから、入省試験を通過できた者だけが、七聖府ザインでの仕事につけるのだ。

　明るい鳶とび色いろの瞳を持つジョゼも七星都立学院出身だが、その優ゆう秀しゆうさを特別に評価された彼女は、軍部の研究室へ配属を決めていた。

　そしてアイリ自身も、寝しん食しよくを忘れて努力を重ね、外務省の都市調整局への配属を勝ち取れたのだ。

　少しだけ誇ほこらしい気持ちになりつつ、アイリはジョゼと連れ立って歩いたが、講堂へ向かう合間にも、自分に向けられる視線があることに気づく。

「ねー、あの子じゃない。ほら、幸運ラツキーちゃん」

「聞いたことある、なんかすごい棚たなぼたでツイてるって。ちょっとうさんくさいけどねぇ」

　ささやくような噂うわさ話ばなしというのは、妙みようにくっきりと耳が拾ってしまうものだ。

　連れ立って歩くジョゼの肩かたにぐっと力が入るのがわかって、今度はアイリがその手を引く。

「ジョゼ、行こう。受付混こんでるみたい」

「だって、アイリ……」

「別に、気にしてないから」

　周囲から寄せられる好こう奇きの視線などいまさらめずらしくもなく、アイリはさっさと受付を終えると講堂へ入って行く。

　あたりには七聖府の腕わん章しようを身につけた軍部の人間が多く、周囲から憧あこがれの視線を注がれていた。

　そのなかでも聖戦器フアランクスと呼ばれる特とく殊しゆな武器を手にしているのは、選別された精せい鋭えいであり、軍部においても多大な功績をあげていると聞く。

　講堂の内部は、いっそうざわめきが広がって聞こえた。複雑な曲線を組み合わせたアーチが支える天てん井じようは、声を反はん響きようしやすいのだろう。

　壁かべの一部にあしらわれたレリーフは、ウィッカによって降ろされた七つの星について描かれたものばかりだ。

　新たな七聖府入省者の席の両りよう端たんに並ぶのは、各省の責任者や上官たちだろう。

　それぞれが指示通りの席につくと、講堂の窓には紗しや幕まくが下ろされ薄うす暗ぐらくなった。

　最さい奥おうの壇だん上じようで、ぼっと炎ほのおが灯ともるような音がすると、六芒星の印に、七つの光が灯された円形の銘めい板ばんが明るさを投げかける。

　しん、と講堂内が静まり返ると、ひとりの男が軍人らしい足取りで中央へと歩み出てきた。

　一見柔にゆう和わそうな面おも持もちの、黒い髭ひげをたくわえた人物は、胸を張って朗々と声を上げた。

「ようこそ、七聖府ザインへ。諸君の入省を歓かん迎げいします」

　明るい力の漲みなぎるその声に、出席者側も盛大な拍はく手しゆでこたえる。

「中央都市セントパレス総そう督とくの、ヴィクトル・リインヴェルテです。今日ここにいる皆みなさんは、このアルステラ大陸にある六つの都市の要かなめとなる、中央都市の重要性を知っているからこそ、七聖府で使命を得ることを選んだのでしょう」

　アルステラ大陸では六つの都市が連合を誓ちかい、さらに中央都市を含ふくめる七聖連合が存在する。その機関を集約した省庁が『七聖府ザイン』なのだ。

　そして七聖連合が擁ようする連合議会において、各都市代表者から総督として選任された人物が、いま壇上にいるリインヴェルテ総督だった。彼は連合議会の議長を務め、七聖府ザインの総指揮とすべての都市にまつわる行政管理を任される重要な立場にある。

　その当人が臨席する式典とあれば、講堂周辺に配備された警備や記者の数も不思議はない。

「この大陸に暮らす者なら誰だれでもご存知でしょう。かつて偉い大だいなる指導者ウィッカの存在があったからこそ、我々はいまここに存在し、命を繫つないでいます。ウィッカが示された理想を目指し、人々が願い尽じん力りよくした結果が七聖府なのです。ここはすべての都市への干かん渉しよう権を持ちながらも、公平でありつづけるための機関であります」

　耳に心ここ地ちよい声が、この都市に住む者なら誰もが知っている昔話を語る。

「ウィッカによって授さずけられた『風の天窓』の下もとに暮らす以上、この地上の誰もが守護物タリスマンの影えい響きようを受け、その恩おん恵けいを享きよう受じゆしている。我々にはそれを護まもり、後世に残していく義務がある」

　講堂内の薄暗さに、アイリはほんの少し眠ねむ気けを誘さそわれた。

　かつて『お守り』や『魔ま除よけ』とも呼ばれた存在は、人の祈いのりや願いが具現化したものだったらしい。いわば暗示的な作用を持ったものだった。

　だが、このアルステラ大陸では、守護物タリスマンは人体や環かん境きように直接影響を与あたえる。

　医い療りように使われることもあれば、農作や天候にも関かかわっており、また純じゆん粋すいに人の運を左右することもあった。それらはすべて、ウィッカが過去に張り巡めぐらせたという『風の天窓』を通して因果を結ぶせいなのだ。

　だからこそ、守護物の管理は七聖府ザインに任されており、その所持や使用も守護物の影響力によって制限や規制が設けられていた。

　壇上の総督は、引きつづき七聖府の歴史や近年の功績をとうとうと語りつづける。しかし次の言葉で、瞬しゆん時じにアイリの頭のもやが晴れた。

「ここにいる皆さんは、誰もが『落日の礼拝』をご存じですね。あれは、十五年前。人の手によって引き起こされた大きな災さい厄やくでした」

　そう口にする総督自身、『落日の礼拝』の被ひ害がいを最小限に食い止めた功労者であり、英えい雄ゆうであることをこの場の誰もが思いおこした。

「あの日、『黒の七星旅団』を名乗る組織によって、七聖守護物ザインタリスマンのひとつが狙ねらわれ、北の都市ミッドパレスが半はん壊かいしました。多くの被ひ害がい者しやが生まれ、この七聖府の職員も少なからず犠ぎ牲せいになった。我々はもう二度と、あの日の悲劇を繰くり返させてはならないのです」

　アイリは無意識のうちに、拳こぶしを握にぎりこんでいた。

　──父さんも母さんも、七聖府にいた。人々の安全や交流調整のためにあちこちの都市を回って働いてたんだって……

　都市の半分が壊かい滅めつするほどの被害を受けた『落日の礼拝』は、仕事で居合わせたアイリの両親も巻き添ぞえにした。

　当時三歳だった自分には、そのときの記き憶おくがほとんど残っていない。

　ミッドパレスでなにがあったのか、自分はどうして助かったのかアイリはまるで覚えていなかった。

『落日の礼拝』を境に、人生を変えられてしまった人間は大勢いる。そして同じような気持ちをいだく者もまた、ここにはたくさんいるのだろう。

　壇上の総督は厳しい表情を崩くずさない。

「残念ながら、問題のすべてが解決したわけではない。さらに近年では『黒の七星旅団』につながるような犯罪も増え、その動きが心配されております。そこで七聖府では、今期新たな部署を創設することとなりました。七聖府の各局から選び抜ぬいた人員によって編成された、特別対策機関となる『七聖守護物ザインタリスマン対策室』です。こちらが責任者となる、ケネス・コーネル室長」

　壇上に新たな光が投げかけられると、総督の背後に控ひかえていた幾いく人かのうちから、細身の男性が前へと踏ふみ出した。

　居並ぶ関係者のなかでひときわ若そうな男性は、うっすら笑えみを浮うかべているようだ。その瞳ひとみはひらいているのか眠ねむっているのか、判別がつきづらい。

　ゆらっと上体を倒たおすように右手で左ひだり肩かたに二度触ふれ、正式の礼をとると、やや高いよく通る声が聞こえた。

「どうも、ご紹しよう介かいにあずかりました『七聖守護物ザインタリスマン対策室』室長を任されます、コーネルです。これまで七聖府では各局の連れん携けいによって、都市の安全管理を行ってきました。ですが、この対策室はその全すべてを統合、超ちよう越えつし、なおかつ各都市への介かい入にゆう権を有します」

　コーネルが語る新設の部署というのは、七聖府のあらゆる部署が持つ特権を許されるというのだろうか。

　まだ七聖府内部にうとい新人たちの間にも、対策室への関心と期待でざわめきが広がる。

　そこへ、コーネルの声がすっと切りこむように告げた。

「アルステラ大陸の護りの柱である七聖守護物は、二度と揺ゆるがされることがあってはならない。そのための特権と特命をいただいたチームです」

　ここにいる誰の胸にもある信念を口にされ、精鋭部隊への高まる期待に講堂が熱気で満ちた。

　アイリも胸を熱くしつつ、ちらりと講堂の入り口に目をやる。

　ひょっとすると、今回の取材の多さは総督の臨席に加えて、この新設部署について嗅かぎつけた記者たちが押しかけてきたのかもしれない。

　壇上ではまだ話がつづいていた。コーネルの口調は、どこか砕くだけてきたようだ。

「──で、ですねぇ、今期入省する諸君のなかからも、ひとり選せん抜ばつされた人員がおります。えーと、外務省都市調整局配属予定の、アイリ・イスフェルドさん」

　壇上で読みあげられたのはどこか聞き覚えのある名前だ。

「いませんかー、イスフェルドさん？」

「は…………っ、そっか。私か！……って、なんで!?」

　アイリは驚おどろきと不可解さに眉まゆ根ねを寄せつつ壇上をみあげると、とりあえず手をあげてみた。

「あ、よかったいましたね。貴方あなたの配属先は本日づけで『七聖守護物ザインタリスマン対策室』へと変へん更こうとなります。この式典が終わったら講堂前で待機してください。すぐに迎むかえがいきます」

「じゃあ、終わります」とあまりに簡単に締しめくくったコーネルが壇上から去っても、周囲のざわめきは増すばかりだ。

　だが騒そう々ぞうしさのなか、アイリは状じよう況きようがのみこめないまま茫ぼう然ぜんと立ちつくす。

　今日から自分は念願の外務省にいけるはずだった。だがしかし、いま目の前で特別対策室への配はい置ち換がえを告げられたような気がする。

　気づけば式典も終わりを告げ、入り口から順次人が出て行くところだった。皆みんなこれから自分たちの配属先へと向かうのだろう。

　人波に押されるように、アイリものろのろと外へ出る。

　だが、思わぬ発表を受けたアイリは時の人にされてしまい、なかば野や次じ馬うまに取り囲まれるような形になった。

　心配してくれたらしいジョゼが、近づいてこようとするのに気づいて「先にいって、遅おくれちゃうよ！」と身み振ぶりでせかして離はなれさせた。

　周囲からはおしつつまれるような視線が注がれる。それと同時に、揶や揄ゆするような言葉がそこここでささやかれた。

「やっぱ幸運ラツキーちゃんだろ」

「でも、各局から選び抜かれてるのに、なんで実績もない新人が対象になるわけ？」

「コネとかあるんじゃないの？　彼女ヘヴンリーパレス出身だって聞いてるけど」

「それに学校だって、もともと聖ソフィア女学院のお嬢じよう様さまだったんでしょう？　どうしてわざわざ奨しよう学がく金きん制度のある七星都立学院へ移ったりしてたわけ？」

　十五年前、災害で両親を失ったあと、里親に選ばれアイリを育ててくれたのは、年配の裕ゆう福ふくな夫ふう婦ふだった。

　彼らの住まいがあったヘヴンリーパレスは、爵しやく位い持ちの貴族や、富ふ裕ゆう層が暮らす贅ぜい沢たくな街だ。

　勝手な憶おく測そくはいろんなところからやってくる。やっかみと嫉しつ妬と、推測ばかりで語られる、実体のない噂うわさ。

　昔から、自分にそういったものがついてまわっていることは知っていた。もちろんいい気分がするはずもないが、恥はじ入るつもりもない。

「なんか妙みような守護物タリスマンでも持ってるんじゃない？　入省試験だって実力でうかったんだかどうだかね。教えて欲しいもんだわ」

　聞こえよがしに口にする声に、アイリはそこに立つ栗くり毛げの少女の前へ歩み寄った。

「な、なによ」

「いまのって、大きいひとりごと？　それとも私に聞いてるなら、なにを答えて欲しいの？」

　怒おこるでもなくひるむでもないアイリの問いに、少女はかっと頰ほおを赤くした。

「意味なんてわかるでしょう!?　七星都立学院で一いつ緒しよだった人間なら、あんたのことおかしいって誰だれでも知ってるわよ。いつも偶ぐう然ぜんと運に恵めぐまれてばっかで、今回だってなにこの大だい抜ばつ擢てき。普ふ通つうに考えたらありえないし変じゃない！」

　叩たたきつけられる声のかん高さに、アイリは思わず目を閉じて心をなだめる。

　──うーん、とくに怒ど鳴なりつけられる覚えはないけど……でも言ってることも一理あるかも。

「そりゃ、私だってさっきの『七聖守護物ザインタリスマン対策室』の話は意味がわからないし、理り屈くつに合わないって思ってる。ただ、幸運だけで七聖府の試験にうかると思う？　試験には厳しい身体チェックもあるし、守護物なんて持って入ったら即そく失格退場」

「わかってるわよ！」

「じゃあ、どうして私が試験に通ったと思うの？　ペンでも転がして、解答かけるような問題なんてほとんどないじゃない」

「だから、知ってるわよそんなことは。でもあんたは幸運ラツキーちゃんなんて呼ばれてるんでしょ!!」

　周囲にさらに人が増えていくなかで、少女も引っ込みがつかないのだろう。ますます声を荒あらげていく。アイリは内心ため息をついた。

　相手の頭に血がのぼっている以上、まともな会話は成立しそうもない。

「そう。じゃあ理屈も道理もわかってるけど、単に私がツイてたことにしときたいって、そういうこと？　本人がきちんと努力して勉強してたって、それも全部ツイてただけだってあなたはいうのね？」

　その言葉に少女はぐっと顎あごをひくと、「どうだっていいわ。ただ、あんたは皆にそう思われてるってことよ！」そういい残し、人ひと垣がきをかきわけて去っていく。

『偶然、幸運に恵まれただけ』。そこにアイリの努力があったかどうかなど、誰も知りたくはないのだ。

　それに『幸運ラッキーちゃん』などと呼ばれる原因が自分にもあることは、アイリ本人にも否定できない。

　実際のところを知れば、友人のジョゼが肩かたを落として言ったように「そんな幸運は……意味がないね」というはずなのだが。

　──だいたい、私のツイてるって、泳げないのに運河旅行が当たったり、橋の通行十万人目記念でつかまって、大事な試験を受けられなかったり。宝くじが当たったときには、すごい勢いで知らない親類縁えん者じやが増えたんだっけ……あと、嫌きらいなネジレ貝が一年分当選して腐くさって、悪あく臭しゆうで通報されたこともあったけど。皆そんなのがうらやましいのかな……

　アイリが自分の幸運説の由来についてぶつぶつ思い返していると、周囲の人垣が大きくざわついた。

「誰、あれ……すっげぇ聖戦器フアランクス持ってる」

「なんか、かっこよくない。背高いし、顔も綺き麗れい……ねぇ」

「やー、ちょっと名前聞きたい！」

　近づいてくる人ひと影かげは、人を圧あつ倒とうする気配を持つのか、人垣がわれて自然と道がつくられる。

　あらわれた背の高い青年は、さらにそれを上回る長なが柄えの槍やりを手にしていた。穂ほ先さきの部分に小型の斧おのと鉤かぎ爪づめがついた、槍斧ハルバートと呼ばれるタイプのものだ。

　聖戦器は七聖府が開発し、特定の職員にのみ使用が許可された特別な武器だ。

　使い手の力量によって、守護物や呪じゆ具ぐの影えい響きよう力を変化させ、自在に操あやつることができる。

　もちろんそれには、腕わん力りよくだけでなく精神的な素養も関係するらしい。青年の制服からして、彼は七聖府ここの職員なのだろう。

　背の高い相手の顔を見ようとアイリは顔をあげて、「あっ」と声を漏もらした。

　向こうもアイリの声に気づいたのか、目をすがめて見下ろすと、「お前は……昨日の」と表情を強こわ張ばらせた。

　アイリの脳のう裏りに、昨日起きたばかりの事件がよみがえる。




　入省式の前日。アイリは友人のジョゼと一緒に、新生活に備えて買い物に出かけていた。

　中央都市は南北に大きな運河が走っており、橋が多い風ふ情ぜいあるつくりだ。

　街路沿いのやや角ばった建物には、優美な曲線の装そう飾しよくがほどこされている。

　運河の東側にあたるこの一帯は新市街と呼ばれ、綺麗に塗ぬりなおされた壁かべや、こまめに修復の手が入れられた落ち着いたたたずまいだ。

　だがその西側に目をやれば、いまだ瓦が礫れきや荒あれた廃はい屋おくが残る旧市街が広がっている。

　そこは市民権を得られぬ不法滞たい在ざい者が隠かくれ住む、なかなか整備の行き届かない地区だ。

　まず足を踏ふみいれることのない、くすんだ建物群を横目で眺ながめつつ橋を渡わたるアイリに、ジョゼが明るい鳶とび色いろの瞳ひとみをむけたかと思うとひたと足を止める。

「ちょっとアイリ。『凶きよう黒こく百貨店』で買った袋ふくろは？」

「へ？」

　アイリは自分の空っぽの両手を見下ろした。
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「は……ない！　さっきのカフェに置いてきちゃったかも」

「もー、とってきなよ。待っててあげるから」

　わりと抜ぬけたところのあるアイリをよく知るジョゼは、苦く笑しようしながらも声はやさしい。

「ごめんね。先に広場にいってて、すぐ戻もどるから」

　幸いそれほど離れていなかったカフェで、買かい物もの袋ぶくろは保管されており、無事受け取ることができた。

　ジョゼを待たせている広場へ急ごうと、アイリは再び石段が複雑に組み合わさった小路を駆かける。アーチ状の階段の下には、ネレル運河の支流となる流れがあった。

　石段を急いで下りる足もとに影かげが見えて、アイリは空をあおいだ。

　目の前を、巨きよ大だいな赤ん坊ぼうが宙を泳ぐように移動していく。

　そのあとを七面鳥や牛、ブタに羊と動物たちが連なって揺ゆれている。それらは特とく殊しゆな気体を詰つめた気球で、大人三人ほどの大きさだ。

〈ミートパイは『青空オーブン』で!!〉

　垂れ幕には陽気な書き文字で広告が銘めい打うたれ、空を舞まう生き物たちはそれを引きずるようにして行進をつづけていた。感謝祭が近づいているいま、街には買い物客も多い。

「いつも思うんだけど、なんでパイの宣伝に人の赤ちゃん……」

　どうやら店のマスコットのようだが、ぎょろりとひらかれた目はどこか焦しよう点てんがあっていない。

　無表情な口もとは本物に似せすぎたせいか、愛らしいをとおり越こして、もはや恐こわい。

　おむつの後ろ姿を見送って、アイリが進もうとした道の先から、人の叫さけび声や悲鳴のような音が聞こえた。

「？　なんだろ……」

　耳を澄すますと、大勢の足音が響ひびいてくるのと一緒に、思わぬ単語が飛び交かっているようだ。

「ドーナツ!!　ドーナツが──っ!!」

「避よけろ、横道に……逃にげろーっ！」

　足を止めたアイリは、人々が駆けてくるその先に目を凝こらす。

「ドー……ナツ？」

　やがて、道の向こうに小さな影があらわれた。それはみるまに巨大な黒い影となると、ゴォン、ゴォンとこもった鐘かねの音のような騒そう音おんを立てている。

　輪りん郭かくを大きくしてこちらにやってくるのは、人々を追うように石いし畳だたみを走る、車輪に似た物体だった。

　よく見れば、ピンク色の苺いちごのクリームがかかった美味おいしそうなドーナツだとわかる。だが、その大きさは見た目の可愛かわいらしさにそぐわず、建物の二階をゆうに超こえていた。

　その看板にはアイリも見覚えがある。

「あれ、『巨人の指輪ビツグ・リング』の看板よね」

　大きさが自じ慢まんのドーナツ屋は、種類の豊富さや味の良さで、とても人気がある店だ。

　普ふ段だんから目立つ巨大なピンク色の看板は、店の屋根に高々と掲かかげられ、待ち合わせの目印にも使われていた。

　その見慣れた巨大ドーナツの看板が、いまは逃げる人々を追い立てるように、下り坂を逆走し転がってくる。

「ちょっと、そんなたくさんここに詰めかけてきたら」

　アイリが立っているのは石で造られた狭せまい橋だ。ここへ駆けてくる人々と巨大ドーナツが到とう達たつすれば、なぎ倒たおされてしまうだろう。

　だが戻ろうにも、橋の反対側には集まってきた野や次じ馬うまの姿が見える。どちらにせよ大混乱は避さけられない。

　少し高さがあったが、アイリは自分が立つ橋の下、川の流れに沿って敷しかれた歩道をのぞきこむ。

「よし、飛ぶっ……うぎゃわっ!!」

　なかば転がり落ちるようにして川沿いの小道に飛びおりたものの、足がじんじん痛んで息を詰める。アイリはなんとか橋きよう脚きやくの下に入ると壁へき面めんに身を寄せた。

　まさにその頭上を、ごろんごろんと重たげな音が近づいてくる。人々の叫び声に、『守護物タリスマン』『暴発』という単語が聞こえて、少しだけ事態がのみこめた。

「守護物の暴発って……」

　どうやらあの巨大なドーナツには守護物の力が異常に働いているらしい。

　特にこの中央都市では、守護物や呪じゆ物ぶつを利用した犯罪が多発しており、刃にん傷じよう沙ざ汰たから誘ゆう拐かい、強ごう盗とう、脅きよう迫はくと例をあげればキリがないのだ。

　人でにぎわう場所でのこうした事件や事故は、新聞をひらけば毎日お目にかかることができる。

　──そっか。だからここ上り坂なのに、ドーナツが駆け上がってきてるんだ。事件か悪戯いたずらかわかんないけど、ほんっといい加減にしてほしい。

　しかしいくら腹を立てたところで、アイリの頭上の橋を転がるドーナツは止まらない。あたりに響く轟ごう音おんで、すぐに人々の悲鳴も聞こえなくなった。

　アイリは耳をふさぎ、橋の下に身を隠しやり過ごそうとする。だがその轟音が、ゴウゥン！　とひときわ大きな音を響かせ、一いつ瞬しゆんにして途と絶だえた。

「へ、なに？」

　思わず橋脚の外へ首を伸のばしてアイリは空をあおぐ。

　青空に映はえる、ストロベリードーナツ。

　空高く跳はね上がったドーナツの看板は、まっすぐこちらに向かって落下しようとしている。

「え、えぇぇぇええ!?」

　そのとき、体が硬こう直ちよくしてしまったアイリの目の前に、大きな影が舞いおりた。

「頭を抱かかえてろ！」

　突とつ然ぜん正面から抱だきかかえられ、そのまま橋の下へ押しこまれたかと思うと、壁に背をぶつけてしまった。人ひと影かげがアイリの上に覆おおいかぶさったかと思うと、体をぎゅっと抱だきこまれる。

　その直後、爆ばく風ふうが橋の下にも吹ふき荒れ、竜たつ巻まきのような風に息が継つげず混乱に襲おそわれた。

　ぎゅううっと目の前の影にしがみついて、アイリはその衝しよう撃げきに耐たえる。

「……うぇっ、ゴホ、ゲホン!!　な、なにごと!?」

「生きてるか？」

　爆風が運んできた砂すな埃ぼこりにむせたアイリは、顔をのぞきこまれ「ひゃい」と間ま抜ぬけな声をもらした。

「あなたは──」

　埃ほこりが目に入らないように瞬またたいて顔をあげたアイリは、言葉をなくした。

　ごく近い距きよ離りで見下ろしてくるのは、鋭するどい銀灰の瞳。

　影のなかにあっても、くっきりと輝かがやきを放つ銀の中心、漆しつ黒こくの瞳どう孔こうが感情らしきものを見せている。

　艶つやのある黒くろ髪かみや肌はだの色は北の人間のようだが、その面おも立だちはくっきりとしている。どこか人を寄せつけない厳しさと、大きな口もとがちぐはぐな印象でかえって目を惹ひいた。

　切れ長のまなじりは、瞳の色のせいか雪山に住まう銀ぎん褐かつ色しよくの狼おおかみを思わせる風ふう貌ぼうだ。

「災難だったな」

　立ち上がった男は背が高く、小こ柄がらなアイリより頭ひとつ半ほど視線が上にある。

　その姿を目で追うと、橋の下からでていこうとした男が、ひょこっと足を引くのがわかった。

「まさか……怪我けがしたんですか!?　いまの爆ばく発はつって……」

　だがアイリの声も届かないのか、日差しの下、肩かたを揺らして歩いていく男の足もとには、ピンク色のドーナツだった残ざん骸がいが、するどい破は片へんと化して散らばっている。

　埃にまみれた上着をはたいた男は、長靴ブーツに覆われた足もとをみると、刺ささっている破片を無造作に抜いて投げ捨てた。

「あの人って、七聖府ザインの都市保安部隊の……？」

　男が身につけている裾すその長い制服や、左ひだり腕うでにある腕わん章しようが目にとまり、彼が七聖府の人間であることはすぐにわかった。

　なかでも彼が所属するであろう都市保安部隊は、中央都市での騒さわぎや事件現場に急行し、騒そう動どうの鎮ちん圧あつを目的とした部隊だ。

　男は長なが柄えの穂ほ先さきが鉤かぎ爪づめのようになっている槍斧ハルバートを拾いあげると、そのまま歩き去ろうとする。

「ちょっと！　待って、待ってってば」

　とっさにその背中を追いかけて、アイリは制服の腕を取った。

「助けてもらって、ありがとうございます。でも、それ止血しないと……」

　無言の男にジロリと鋭い視線を向けられたが、アイリはひるむことなくその腕をぎゅっとつかまえると、ふたたび橋の下へと手を引いた。

「こっちへきてください。さっきちょうどお店で買ったものが──」

　さっきの爆発で手放してしまった自分の買かい物もの袋ぶくろを見つけ、アイリは拾いあげた。

「この布なら止血に使えるかも」

　取り出した黒いスカーフのような布を止血帯にして、靴くつの上からしばりあげる。

「……その布、なんか妙みような刺し繡しゆうが」

「あぁ、それは九百九十九の鬼き神しんの名前が刺繡されてるんです。ちゃんと使えば、相手にあらゆる不運を運び、吉きつ兆ちようを喰くらいつくして、転落人生をもたらすという名品ですよ」

　店でも大変稀き少しような品だと聞いてはいたが、ここで命の恩人相手の手当てもしなかったとあってはアイリも気がすまない。

「ちょっとまて。お前まさかその袋って『凶きよう黒こく百貨店』での買い物か？」

　男は足に巨きよ大だいな虫を押しつけられたように顔をしかめつつ、アイリの手もとにある紙袋をのぞいた。

「ヒトガタ、獣けものの角、逆さ箒ほうき、邪じや眼がんの数珠ロザリオ……お前、誰だれか呪のろい殺したいやつでもいるのか？」

　そう口にした男の瞳ひとみには、嫌けん悪お感かんが半分と、職しよく業ぎよう柄がら不ふ審しん人物を見定める視線と、なんだこいつ!?　という驚きよう愕がくとが入り混じっている。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。『凶黒百貨店』は政府で認にん可かされてる店ですし、観光本の『誰にもいえない秘密の隠かくれ家が』でも紹しよう介かいされてて、合法の呪じゆ具ぐしか扱あつかってないですから。これで誰か人を殺したりとかそんなことは…………できるんですか!?」

　男の顔色にアイリもつい声が大きくなる。

「そういうものを改造する輩やからが後を絶たないんでな。今日みたいな騒ぎにつながってるんだ」

「いまのも、もちろん事故ってわけじゃ……ないんですね」

「ドーナツ屋の向かいにある銀行に押し込んだやつらが、逃とう走そう路を確保するのに呪物を仕し掛かけていったんだ。この騒ぎと怪我人のおかげで、保安部の職員もかなり迂う回かいするはめになってる。罪状は強盗と傷害、器物損そん壊かいってところだが、持ってる呪具によっちゃ……いや、いい。忘れてくれ」

　関係者でもない人間に喋しやべりすぎたと思ったのか、青年は口をつぐむとやや疲つかれたように眼めを伏ふせた。

　いま中央都市セントパレスでは悪意を持って守護物や呪物が使われる犯罪も多く、違い法ほうな効力を持つ品が闇やみ取とり引ひきされているのが現状だ。都市保安部隊の忙いそがしさも並なみ大たい抵ていではないだろう。

　そんな事実を目の前にして、アイリは急に自分が悪事を働いたような気にもなったが、紙袋をぎゅっと抱えるときっぱりと口にした。

「これは、全部自分に使うんです。いまあなたの傷をしばってるのも、呪じゆ詛そとして使うならこんなやり方じゃありませんから」

「自分に……不幸の呪具を使う？　お前、変態か？」

「へっ!?　変態じゃありません！　変人はよくいわれるけど」

　誤解をまねくようなことをいわないで欲しいとアイリがぶつぶつもらすと、男はさらに不可解そうに口もとをゆがめる。

　だが頭上でさらに爆ばく音おんと人の悲鳴があがるのが聞こえ、男は橋の下から歩み出ると空をふりあおいだ。

「まずいな、今度は気球か」

　そのとき、頭上でみしり、と鉄の軋きしむ音がはっきりと聞こえた。

「危ない！」

　アイリが叫さけぶのと同時に、橋の欄らん干かんに使われていた鉄の飾かざり柵さくが、まるで狙ねらい定めたように男の足もとに突つき刺さる。

　男はとっさに腕を頭上で交差させ頭部を保護していたが、落下してきた鉄柵はねじ曲がり、その体を囲いこむ檻おりのように変形していた。

　明らかに、なにか意思のようなものを感じさせる異様な光景だ。

　しかし男はやや意外そうな面おも持もちで鉄柵から抜ぬけ出ると、アイリが縛しばった黒い布をさっとほどいて投げて返した。

「呪のろわれてる俺がつけてちゃ、お前が犯罪者になっちまうからな」

　ため息とともにつぶやくと、今度はふいに上体をぐっと低くする。

　たわんだ背を反動のように伸ばすと、まっすぐに突き出された手から槍斧ハルバートが放たれた。

「弾はじけ!!」

　かけ声とともに、その穂先はあやまたず上空の気球を打ち破り爆発させた。徐じよ々じよに低空に迫せまっていた気球をすべて宙で破は壊かいしてしまうと、落ちてきた槍やりを片手で軽々と受けとめる。

「怪我してるなら、広場に救護班がきてるはずだ」

　それだけ言い残して、男は残った気球が流されるのを追って走っていく。

　アイリが橋の向こうへ目をこらすと、ドーナツが転がってきた方向に、都市保安部隊のものらしい飛空艇ていの影かげが見えた。

「いまの人、呪われてるって……どういうこと？」

　男の言葉が気にかかった。ねじくれて地面に突き立ったままの鉄柵を目の前にして、アイリはその意味を考える。

　意識の底には、間近でみつめた銀の瞳が残像のように強く焼きついていた。




　記き憶おくに鮮あざやかな銀灰の瞳に、昨日のことを思い出していたアイリは、はっとして顔をあげる。そして聖戦器を肩にあてて立つ相手を思わず指さしてしまった。

「昨日の……呪われてる人」

　瞬またたきも忘れて愕がく然ぜんとした表情の男は、すぐに眉まゆをつりあげた。右手でアイリの突き出した手を軽くはたくと見下ろしてくる。

「命の恩人と呼べ。俺は『七聖守護物ザインタリスマン対策室』に配属になる、エン・ハイヅカだ」

　どうやらこの人物が自分によこされた迎むかえらしい。しかもさっきの話が本当なら、自分の同どう僚りようにもなるのだろうか。

「お前が七聖府ザインの新人だったとはな。でもな『呪われてる』とかお前にはいわれたくないぞ、この呪じゆ物ぶつマニア！　なんだ、そのベルトにつけてる変な飾りは……」

　いぶかしむような表情にアイリは「あぁ」と気づいて、ベルトに下がった小物を手に取った。

　親指ほどの大きさのそれは、無表情な顔の女性がすっぽりとマントに包まれたコロンとした飾りだ。

「これ、『鉄の処女アイアン・メイデン』がモチーフなんですよ。みてください、これマントの中でちゃんと針が串くし刺ざしにかみ合うように細工されてて、精密なんです。しかも持ち主は代々失しつ踪そうして行方ゆくえ不明になるっていう、いわくつきの由ゆい緒しよあるものなんですよ。すごくないですか？」

「そんなものを身につけて、自じ慢まんげに語るお前がすごく変だ。やっぱりそれで呪いを」

　ハイヅカのおののくような視線に、アイリは仕方なく口をひらく。

「昨日もいいましたけど、違法のもんじゃないですって。つまりこれは、個人的な用よう途とを目的とした実用品みたいなもので、何なん人ぴとにも迷めい惑わくはかけていません！」

　人からみれば悪あく趣しゆ味みなこの行いも、アイリにとってはちゃんと意味のあることなのだ。

『幸運体質』などという、望まぬ事態に遭そう遇ぐうしてしまう確率を少しでもさげたくて、悪運、凶きよう事じに繫つながる呪物を集めはじめるうち、身につける習慣がついた。

　ただ、それをいちいち説明するのが面めん倒どうなあまり、こういう反応をされることは日常茶さ飯はん事じでもある。

「お前いってることわかってるか？　いままさに自分を変態だって認めてるぞ」

「だーかーら！　違ちがいます。そういう自分だって……ん、なんですかこれ？」

　アイリはめざとくハイヅカの着くずした制服の胸むなもとに気づいた。

「その銀の細工は三つ葉シヤムロツクですね。それに腰こしにウサギの足つけてるし。あ、こっちのって数珠ロザリオ？　ひょっとして、あなただって守護物タリスマン収しゆう集しゆう癖へきがあるんじゃ……」

　ふたりが繰くり広げる謎なぞの衣装チェックに、周囲の人ひと垣がきがこころなしか遠巻きになっていく。

　ハイヅカの制服をめくりあげる勢いでアイテムチェックをしていたアイリは、「もがっ！」とうめきをあげた。

　目の前の青年に口をふさがれたかと思うと、両りよう腕うでごと押さえこまれる形でハイヅカの肩かたに片かた腕うでで抱かかえあげられてしまったのだ。

「いい、もうこれ以上お前は口をひらくな。なにも聞くな話すな考えるな！　とにかくさっさと連行する」

「荷物じゃないんです！　持ち上げるのやめてください、スカートがっ」

　しかし制服のすそを押さえようにも、アイリの両腕は自由にならない。

「なんだ、髑髏どくろ模様のすっごい下着でもはいてんのか？」

「ちょっと、いまの発言は許せないです！　呪われろー!!」

　片手に聖戦器、片腕にアイリをかついだまま、ハイヅカはしっかりとした足取りで講堂を後にした。
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　その頃ころ、職員用の執しつ務む室では、一組の男女が書類を広げていた。

　ひとりは先ほど壇だん上じようで紹介された、ケネス・コーネルだ。すぐ隣となりに立つ、長身の女性に書類を手て渡わたし話しかける。

「まぁ、だいたい職員はこんなところでね。今後の対策室の運営はシアーズ女史の腕うでにかかってるといっても過言ではないわけ……ほんと助かったよ」

　シアーズと呼ばれた女性は、コーネルと背の高さもほとんど変わらない。

　華はなやいだ金茶の巻き髪がみを指先でなでつつ、手にした書類を眺ながめた。

　そこにあるのは七聖守護物ザインタリスマン対策室に配属予定の、四名の身上書だ。

　七聖守護物対策室は、コーネルが室長であり責任者ではあるが、現場で部下たちに指示を出し指揮をとるのは、この女性主任の予定となっている。

　その手もとで書類が乾かわいた音を立てた。




〈エン・ハイヅカ〉

　百六十四期採用職員。

　七聖防衛省。都市保安部隊所属。聖戦器フアランクス使用資格保持者。

　心技体とも申し分ないが、特異体質のため団体行動に不向き。




〈アダム・サイクス〉

　百六十二期採用職員。

　七聖防衛省。都市保安部隊所属。臨時使節警護要員。聖戦器使用資格保持者。




〈ダリウス・フロスト〉

　百六十四期採用職員。

　七聖防衛省。守護物タリスマン研究室所属。外部特別枠わく採用者。

　守護物解かい析せき・製作認にん可か保持者。




「うーん、確かに精せい鋭えいといえば精鋭。でも出っ張った杭くいばっかりあつめちゃったみたいな気がしないこともないですけどねぇ。まあ、いっそこれならでこぼこすぎて、そろえようがないってことなのかしら……」

　書類には書かれていない数々の実情を知っているらしいシアーズの言葉に、コーネルも苦く笑しようで答える。

「手厳しいなぁ。これでもなかなか引き抜ぬきかけるの苦労したんだけどねぇ？　まぁ、良くも悪くも使い勝手のある面子メンツばっかりだからさ」

「ま、アレとなんとかは使いようですわね。でもこのダリウス・フロスト。よく彼を引っ張れましたね」

　よくぞ聞いてくれましたと言いたげに、コーネルはやや猫ねこ背ぜぎみの胸を張る。

「ふふふふ、まぁね。フロスト君といったら七聖府開設以来、数えられるほどの逸いつ材ざいだしねぇ。僕がどれだけ苦労してこれだけの人材をかき集めたか、シアーズ女史ならわかってくれると思ってた……」

　だがシアーズは、綺き麗れいに整えた爪つめをすいっと伸のばすと、一枚の書類をすくいあげて、目の前にかざす。

「それにしてもこっちの一名は、十八歳ってことは新人ですね。どうされたんです？　まさかこの対策室に新人枠があるなんて、思いもしなかったですけどぉ？」

　パンといい音を立てて爪ではじかれた書類には『アイリ・イスフェルド』の名がある。

「室長ったら、こんな可愛かわいらしいお嬢じようちゃんを対策室につれこんで、どうするおつもりなんです？」

　長いまつ毛の奥、シアーズの艶なまめいた鈍にぶい緑の瞳ひとみは妖あやしい光をたたえている。

「おーやおや、無ぶ粋すいな勘かんぐりですよそれは。対策室の女性職員は、シアーズ女史と彼女しかいないんだし、大事に育ててあげてね。もちろん、本来なら新人配属なんてない部署だけどね。彼女が配属された理由はここにほら」

　コーネルはそう告げて、シアーズの手にある書類をぱらりとめくってみせる。

　どうやら二枚目があったらしい。

「室長……これは、確かなんですか？」

　なかば啞あ然ぜんとした表情でシアーズは、書類を見つめなおす。

　その驚おどろきも当然のことだと、コーネルはどこか満足そうにうなずいてみせた。




[image: ]




「ここからは階段だから自分で歩け」

　そう告げたハイヅカにやっと下ろされて、アイリは目の前にある扉とびらを見た。

「ここが『七聖守護物ザインタリスマン対策室』なんですか？」

　するとハイヅカは、長靴ブーツのかかとでトンと足もとを示す。

「いんや、この下。階段をずーっと下りていったとこだな」

「地下……」

　扉がひらかれると、なんとも薄うす暗ぐらい空間に、狭せまい階段がうねるように下へと伸びている。

　足もとには小さな灯あかりが、暗くら闇やみに螺ら旋せんを描えがくように灯されていた。

　暗がりから吹ふき上げる風にアイリの髪かみが揺ゆれる。華やかそうな部署の名前とは裏腹に、まるで地じ獄ごくの入り口のような不気味さだ。

　しかし当然のように階段を下りていくハイヅカに、アイリも慌あわててついていく。

「で、さっきの新入り同士のやりとり。あれだけはっきりいい返せるとは、なかなかいい根こん性じようしてんな。集団心理ってのは恐こわいとこがあるだろ」

　そう低くつぶやいて、前を歩くハイヅカが肩かたをすくめる。

　友人のジョゼにもよくいわれていることなだけに、アイリもそっと息をついた。

「まぁ、わりとしょっちゅうあることなんです。でもああいうのって、黙だまってても言い返しても、あんまり事態はかわりませんけどね」

「じゃあいっそ面めん倒どうになるだろ？」

　たしかに毎回言い返しているわけでもない自分を思い出し、アイリもうなずく。

「ただ、ずっと黙ってるだけじゃいいように扱あつかわれます。根も葉もない噂うわさも多いんで、たまにはちゃんとした根で訂てい正せいしておくために、ときどき嚙かみつくようにしてるんで……」

「腹立ったり、むかついたりしねぇのか？」

　少しだけ意外そうに足を止めたハイヅカに、アイリは眉まゆ根ねを寄せた。

「いちいち怒おこっててもキリがないですから。でも私も人の子なので、あとで階段を踏ふみ外はずしたり、ドアに小指を打ちつけてもんどりうてばいいとか、そのぐらいは願ったりしちゃいますけど……」

　視界があまりはっきりしないなか、ハイヅカの質問にぽつぽつ答えていると、アイリは自分の気持ちを再発見したような気がした。

「やっぱ、お前変わってるわ。使ってんだろ、あの呪じゆ具ぐ」

「ご想像におまかせします」

　ハイヅカの大きな背中だけが頼たよりのなか、螺旋状の階段をどれぐらいぐるぐる回ったのか。

　やがて足もとにある光景が見えてくる。

　ぽっかりとひらけたその場所は、ただひたすら天てん井じようの高い広大な地下空間のようだ。

　──そういえば、ジョゼのいる守護物タリスマン研究室も地下だっていってたけど、ここに……？

　足もとの光が、天井の照明へと変わるあたりまで階段を下りた頃ころ、地下に広がる巨きよ大だい施し設せつを行きかう人ひと影かげもわかるようになった。

「なんでしょう。ここ、妙みように広いです」

「なにくれと、公おおやけにしづらい部署はだいたいここに部屋を構えてんな」

　ハイヅカはそう口にして、骨貝の先のように細く連なる螺旋階段を下りきった。

　どうやらここにある部署は、それぞれが高さのある衝つい立たてで区切られ、ハイヅカの長身をもってしても向こう側はのぞけないようだ。

　硝子ガラスで天井部まで覆おおわれているのが、守護物研究室らしい。

　しかし友人ジョゼの姿を探す間もなく、ハイヅカが通路の奥にある別の扉を開くと、アイリはそこに押しこまれた。

「お前は先入っとけ。俺は聖戦器フアランクスを預かり所に置いてくる」

「っ、わわわ」

　足がもつれそうになって、大おお股またで部屋に踏みこむと、その先に立っていた背の高い女性がふり向いた。

　大きく巻かれた金茶の髪を揺らした華はなやかな美人は、わずかに驚いた表情を浮うかべている。

　顔のすべてのパーツがくっきりとしており、ぽってりと厚い唇くちびるが艶つややかに光るのが印象的だ。

　背の高い美女は、かがむようにしてアイリの顔をのぞきこむ。

「いらっしゃい。あなたが唯ゆい一いつの新人ちゃんね」

　まなじりまできっちりと作りこまれた化け粧しよう。長いまつ毛に縁ふち取どられた瞳は、琥こ珀はくにオリーブを溶とかしこんだようで、どこか謎なぞめいた色がある。

「うふふ、まだまだお肌はだもぷりぷりねぇ。ほとんど化粧もしてないじゃない。それに、こんなにちっさくて大だい丈じよう夫ぶなのかしら？」

　頰ほおをつつかれ、つむじをなでられたアイリの前で、目の前の美人は音がしそうなまつ毛をしばたたかせた。

「身長制限があるなら、早めに配属戻もどしてください。だいたい、どうして私がこの対策室に配属なんですか？」

　アイリも今朝までは、外務省の都市調整局への配属を勝ち取ったと思っていたのだ。

　それが入省式そうそう、初めて聞く新設の部署への転属となれば、ただ黙ってはいられない。

「すぐに説明はするわ。さ、座って。それにね身長制限なんてないのよ」

　にっこり口角をもちあげたシアーズは、机に向かって歩いていく、ひとりの少年を視線で示した。

　気配を感じたのか、ふり向いた少年の黄金を練り重ねたような深みのある瞳が、険を含ふくんでこちらへ向けられる。切りそろえられた、明るいハニーゴールドの髪は、さらりと光の輪を浮かべて揺れた。

「どうも、ダリウス・フロストです」

　やや不ふ機き嫌げんそうな声こわ音ねで会え釈しやくしたダリウスは、うさんくさそうにアイリを見た。

　線の細い肩や手足、確かに男性のなかではかなり小こ柄がらだろう。アイリの隣となりに立っても、手のひらほどしか背せ丈たけはちがわないかもしれない。

「いま、主任が僕を視線で示した意味をなんと？」

「あなたが小さいから、私の身長にも問題がないってことでしょ？」

　ダリウスはぐっと詰つまったような表情のあと、小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを浮かべてみせた。

「なるほど態度のでかい新人君。僕は君より年下だからね。事情を知らない今回は仕方がないが、今後は僕の背丈が低いのではなく、年相応というつもりでいてくれたまえ」

　棘とげのある口調でダリウスが告げると、シアーズが教えてくれる。

「ダリウスは十二歳のときから七聖府にいるのよ。今年で十五歳。今期は守護物研究室から、本日づけでこの対策室へ転属。配置は七聖守護物ザインタリスマン分ぶん析せき官になるわ」

　どうやら彼はずいぶん特とく殊しゆな経歴で、七聖府ザインの仕事についているらしい。

　ダリウスにとっては、自分の成長期と年ねん齢れいの関係が重要なようだが、アイリにはダリウスが、十五歳で七聖府にいるということのほうが驚きだった。

　──十五歳っていったら、私が七星都立学院に編入した年じゃない。

「わかったのかな。まぁ、僕の身長がどうであれ、ここで求められる人材に必要なのは能力であり、もちろん僕にはそれが備わっている。そこを考えても、君のような新人の配属は不可解だが、頭数あわせか広報部からのねじこみか」

「頭数あわせ……」

　アイリはこれまで自分が人に好かれる性質ではないと知っていたが、初対面の人間を目の前に、ここまでずけずけと言えるダリウスの態度はいっそ清すが清すがしい。

「だってそうだろう。七聖守護物ザインタリスマンに関かかわる仕事に、君みたいなド素人しろうとを起用する理由がない。いうなれば、ごみ箱みたいなものだね。部屋があれば、だいたいごみ箱ってものは隅すみに置かれてるだろう？」

　ひどい侮ぶ辱じよくのような気もしたが、その発言は思いのほか的を射ているとも言える。

　広報部が新人職員を配置したとすれば、今後七聖府を目指す若者たちへ目標のひとつとして、広こう告こく塔とうにしておきたいのかもしれない。

　先ほどまで表にいた取材の数を考えても、世間もこの部署に関心を寄せているのは間ま違ちがいないのだ。

　ダリウスが嫌そうな表情を浮かべるのにかまわずアイリはその隣に腰をおろす。そのまままっすぐ視線をあげ、壁かべを背にしているシアーズに問いかけた。

「主任。この子がいってるごみ箱採用の理由をお願いしまーす」

「この子っていうな！　新人のくせに!!」

「敬意ってものをお互たがいに持てるなら、私もちゃんと名前を覚えられると思いますよ？」

　隣に座っているダリウスの顔を、アイリはまっすぐ見み据すえて告げる。

　すると前方でシアーズが吹ふきだし、体を折って笑いだした。

「あっはっは。すっごいわね、ダリウスのへらず口に言い返せるなんて、大した新人ちゃん……も、失礼ね。えーと、アイリって呼ばせてもらうわね。基本的に部下との親交を深めるために、公の場以外では名前で呼ばせてもらうことにしてるの」

　そのとき、ふたたび扉とびらが開くと手ぶらになったハイヅカが入ってきた。

「戻ったわね、ハイヅカもそこ座んなさい。あ、彼は名前が発音しづらいからこう呼んでるだけで、他意はないのよ」

　にこやかに意味ありげに告げるシアーズに、ハイヅカも片手をあげて顔をそむける。

「あ、俺も別に呼んでもらいたくないですから！」

「疎そ外がい感与あたえまくりで悪いと思ってるのよ、イェンちゃん」

　にこにこと嫌いや味みまじりの応おう酬しゆうをしているところをみるに、このふたりは以前からの知り合いらしい。

「イェー？」

　つい先ほど耳に拾ったシアーズの発音を真似まねると、ハイヅカは却きやつ下かだと親指を下に向けてみせた。

「勝手に愉ゆ快かいな改名もするな、『エン』だ。ハイヅカさんと呼べ新入り」

　そう言い放つと、ハイヅカはアイリの隣にどすっと腰こしを下ろす。

　室内には、講義や打ち合わせができるように、大型の黒い書板が置かれている。

　シアーズはその左端に立つと、白はく墨ぼくでカツカツと文字をつづった。

「さて、新人もいることだし、いまからこの対策室の位置づけと、チームでの各自の役割説明をさせてもらうわ。アイリの配属説明もそこでするから」

　話している間にも、書板には大きくのびのびとした文字で『七聖府ザイン　[image: ]　七聖防衛省　[image: ]　七聖捜そう査さ局　[image: ]　七聖守護物ザインタリスマン対策室』と書き記されていた。

「いいこと、新設されたこの部署は、組織的にはこうした位置にあります。私、オリヴィア・シアーズが本日からこの対策室のチーム主任として着任します。さっき式典で壇だん上じように立って説明していたのがケネス・コーネル室長よ。私と室長は七聖防衛省の軍事局からここへ配属となりました。それ以外の配属は四名よ。ただ残りの一名は、都市保安局から要人警備に派は遣けんされて周辺都市を回ってるの。帰き還かん次し第だいの紹しよう介かいになるわ。さて……そこで、新人配属の理由だけど──」

　シアーズがきゅっと表情を引き締しめ、その場の三人ともが興味を示してしんとなる。

「アイリ・イスフェルド。あなたはこれまで『幸運体質』だってことで、学内でもよく噂うわさになったそうね？」

　突とつ然ぜんふられた話題に、アイリは先ほど取り囲まれたばかりのやりとりを思い出す。

「……あくまで学生の間での噂です。偶ぐう然ぜん起きた出来事のいくつかを、周りが騒さわいでるだけで、特別な理由や根こん拠きよがあるわけじゃありません」

　まさか七聖府の内部にまで、そんな噂が伝わっていようとは思ってもみなかったが、学校から提出される書類には、生徒の日常的なことがらまで書かれているのかもしれない。

「もちろん、私だってそんな噂を鵜う吞のみにできないわ。ただ、根拠のない話かどうかを確かめるためにも、今回の配属になったのよ」

　かなり適当に言い逃れられたが、アイリは黙だまって言葉を待った。

「つまりね、アイリにはこれからハイヅカの相棒パートナーとしてがんばってもらうことになるの。ほら、見たところすでにお互いにないものを補い合える趣しゆ味みもあるみたいだし、ね！」

　シアーズは、アイリの身につけた呪じゆ具ぐと、ハイヅカが持っている守護物タリスマンをそれぞれ視線で示すと、両手の指でハートの形を作ってうなずいてみせた。

「相棒パートナー!?」

　アイリとハイヅカは同時に、悲鳴交じりの声をあげた。

[image: ]

　その勢いにもシアーズは動じることなく、めげずに説明をつづける。

「じつはね、ここにいるハイヅカは、七聖府が誇ほこる聖戦器フアランクスの稀まれにみる使い手よ。でも、彼の運のなさというのは相当なの。もはや噂ではすまない事態になってるわ。現場で騒そう動どうの鎮ちん圧あつに向かうまではいいの。ただ、事態が収しゆう拾しゆうしたのになぜか彼のいる建物が崩ほう壊かいしたり、誰だれも触ふれていないはずの呪具が発動して呪のろわれる。その頻ひん度どはとても偶然とはいえないし、彼がいかに優ゆう秀しゆうな職員であったとしても、出動のたびに集中治ち療りよう棟とうに入るのも考えものでしょう？」

　それが真実だとすればかなり驚おどろくような話だが、アイリがちらりと隣をみると、ハイヅカは厳しい表情を崩くずさないまま、上司であるシアーズを睨にらみつけるようにしている。

　異議を唱えないあたり、どうやら噓うそではないらしい。

　──そういえば昨日のドーナツ騒ぎのときにも、自分で呪われてるとか口にしてたっけ。

　思い起こせば、ねじくれた橋の欄らん干かんがハイヅカを狙ねらったように地面に突つき刺ささった光景がよみがえる。

　現場に呪じゆ詛その使い手がいたわけでもないというのに、悪意の檻おりが襲おそいかかったようなあの状じよう況きようは確かに異常だ。

　シアーズはさらにハイヅカに追い討うちをかけるように口をひらいた。

「いい加減、ハイヅカだってわかってるはずよ。『墓ぼ穴けつで昼ひる寝ねする男』、『不運の星に憑つかれた男』『死に神が抱だきたい男ナンバーワン』。いまじゃそれが、あなたの名前だもの」

「くだらないあだ名だ──」

　当人ははき捨てるような口調だったが、シアーズはにこやかにアイリを見る。

「この対策室に彼女が採用された理由のひとつは、そのことなの。アイリはハイヅカの不運体質を補うために、配属されたともいえるわ。いわば生きた守護物タリスマンとしての効果が果たして人間にあるのか──」

　まるで実験動物のような扱あつかいに、さすがにアイリも黙って聞いてはいられない。

　この対策室は七聖防衛省の下にあり、本来なら士官学校卒業者が配属される部署だ。

　友人ジョゼのように、研究者としての手しゆ腕わんを買われたならともかく、語学や文化学を主に学んできた自分が配属されることなどまずない。

「そんな、ただ周りの噂を実験的に立証するなんて、いい加減な理由なんですか？……それにもし立証されなかったら、私はハイヅカさんの不幸に巻き込まれるってことですよね？」

　かなり核かく心しんをついた問いだったが、またもやシアーズはもっともらしく笑え顔がおでかわす。

「もちろん、死人がでるようなことには極力したくないわ。ま、あくまで最初にようすをみて、なんらかの効果があれば続行って話ね。本当はもうひとつアイリにはお願いしたいことがあるんだけど──それは、また明日にしましょう。今日は各職員の顔合わせが目的だから」

　ハイヅカは唸うなり声を押し殺した獣けもののような目つきをしていたが、それ以上異論を口にはしなかった。

　しかしアイリにとってその説明は、とても納なつ得とくできるものではない。

　七聖府ザインの外務省で働くために、数年間磨みがいてきた語学の単位をすべてふいにされたも同然なのだ。だがそんな心情もとっくにお見通しなのか、シアーズが先手を打つ。

「ねぇ、アイリ。あなたのことは、上司として履り歴れきも見せてもらったわ。あのお花畑みたいな聖ソフィア女学院から、上じよう昇しよう志向の猛も者さどもが競きそう七星都立学院に編入できたってことは、七聖府に対しての熱意が相当あったわけよね。もちろんどういった経けい緯いであっても七聖府ザインに入省する以上、それなりの覚かく悟ごがあるはずよ。もう今日から学生じゃないの。雇やとった人員をどこでどう使うのか、判断するのは本人ではない。評価はまわりがするものよ、そうでしょう？」

　笑顔のままぴしりと言われ、アイリは悔くやしいながら一言も反論できない。

　だが次の瞬しゆん間かん、はりのある声がほんの少しあたたかみを帯びた。

「もちろん、外務省への配属は競争率が高いことも、あなたが真しん剣けんに都市調整局での仕事を希望していたことも承知してるわ。でも、ここはそれ以上の権限がある。七聖府の誰もまだ知らない、多くのことを学べるの。この機会を活いかせないなんて愚おろかなことよ。長く過ごしてればね、いくらだって転属希望はだせるじゃない。だからいまは、与あたえられた目の前の機会について考えるのね」

　シアーズの艶つややかな声が、初めてアイリの胸にするりと届く。

　なにより彼女は七聖府の先達であるうえ、軍事局から転属になったと口にしたのだ。

　──七聖府の誰も知らない……なにを知ることができるの？

　その言葉は、アイリのなかに小さな種を落とし根を張っていく。

「ま、ハイヅカの相棒パートナーっていわれても不安でしょうけど、とにかくこの男は聖戦器フアランクスの使い手としては一流よ。性格はともかく、わりと義ぎ理り堅がたいし、みてくれだって悪くないでしょう？　入省当時はモテたのにねぇ、はんぱない不幸にさすがに女子たちも遠巻きなの。でもうまくいけば、アイリとの組み合わせが適材適所ってことでハイヅカにだって春がくるかも……」

　鋭するどくなるハイヅカの視線をよそに、シアーズはしれっとつづけた。

「ま、私だって賭かけてみたいと思ったのよ」

　興味本位とも取れる言葉だが、それはハイヅカをよく知るらしいシアーズの思いやりととれなくもない。

　シアーズはしきりなおすように書類を手にして咳せき払ばらいすると、髪かみをかきあげつつ座っている三名の前に立つ。

「さ、今日はもう解散よ。ダリウスは研究室での最終引き継つぎを終わらせてきてね。アイリ、あなたの荷物は別館に運ぶよう手配もすんでるわ。ハイヅカに案内してもらいなさい」

「え、荷物って、今日から七聖府の女子寮りように入るんじゃ……」

　ふたたび慌あわてるアイリの隣となりでは、ハイヅカが大きな手で自分の顔を覆おおっている。

「初日から別館入りって、こんな扱い悪い新人みたことないぞ」

「仕方ないじゃない。ハイヅカとの相あい性しようをみて効果をはっきりさせるためにも、これから極力一いつ緒しよに行動してもらわないといけないの。あ、でも安心して部屋はさすがに別だから。それに、七聖府に入るときにいくつか誓せい約やく書と保証書類を提出してるわね。だから、ここにいる職員はいつ難事に見み舞まわれても、しかるべき対処をしてもらえるから大だい丈じよう夫ぶ！　入院、治ち療りよう、葬そう儀ぎに遺族配当金までばっちりなのよ」

　なにひとつ大丈夫だとは思えない説明をくれるシアーズに、アイリは心で呪詛をつぶやきつつ引き下がるしかなかった。

　シアーズはこのあとも予定があるのか、ときおり時計に目をやってはそわそわしている。

「主任ー、ご自分は定時で退散ですか？」

　ダリウスの指し摘てきに、シアーズは整えられた眉を吊りあげた。

「うるさいわね、私にだって私生活ってもんがあるのよ。このあとパーティなの！　今年は目指せ結けつ婚こん退職なんだからほっといてちょうだい。もちろん公私混同はなしで、明日から仕事はもりもりこなすわよ！」

　軍事局出身というだけに、シアーズはかなり仕事熱心に思えたのだが、どうやら女の道も捨ててはいないらしい。脱だつ力りよくするアイリとハイヅカをよそに、ダリウスが椅い子すから立ちあがるとこう告げた。

「では主任もご武運を。さきほどコーネル室長にお話をうかがいました件も、明日には実じつ践せんできるように支し度たくを調ととのえておきます」

　どうやらダリウスには、すでに室長から個人的に声がかかっているらしい。

　先ほどの高飛車な態度も、その実績からくるものなのだと思えば、配属部署でごねている自分が妙みように子供っぽいような気がしてアイリはため息をついた。

　部屋を出て行くハイヅカに、仕方なくついていくことにする。

　そのまま階段をあがり、建物を出て歩きだすと、しばらくしてから前にいるハイヅカがふり返った。

「とにかく、数日の我が慢まんで済むはずだ。俺が不運なのはともかく、こんなふざけた配属に意味はないって証明されれば、相棒パートナーは解消される」

　いまだけは我慢してやるといわんばかりのハイヅカの言葉に、アイリは妙に腑ふに落ちた。

　──そっか、そりゃこんな話、ハイヅカさんだって真に受けてないから、あれ以上抗こう議ぎしなかったのよね。

　考えてみれば当たり前の事だと思えたが、ハイヅカが本当にアイリの幸運体質を信じているわけではないとわかって、ひどくほっとしている自分がいる。

　これまでにも勝手な期待で擦すり寄ってこられ、あげく思ったとおりにならないと勝手に失望して離はなれていく人の気持ちには、ずいぶん疲つかれさせられた。

　いまではそれなりに遠巻きにされることで、そのわずらわしさからも解放されたのだ。

　ふたりの歩く道の先には、七聖府職員が暮らす男女それぞれの独身者用の寮がある。

　ここで働く職員がいずれ家族を持つことになれば、中央都市に住居が用意され外部から通うことになるのだ。

　しかしアイリの前を歩くハイヅカは、職しよく員いん寮りようを通り過ぎ、さらに奥まった場所へ向かっているようだ。

「あの、別館ってことは寮とは違ちがうんですよね？」

　ハイヅカは歩調をゆるめることなく、「そうだな」とめんどくさそうに口にする。

「俺専用住居棟とう……といえば贅ぜい沢たくだが、七聖府ここの敷しき地ちのなかでも、奥地に取り残された隔かく離り棟とう──」

「隔離ってまた、すごい待たい遇ぐうですね」

　いくら不幸にとりつかれているといえども、隔離とはあからさまだ。

　しかしその理由をアイリが思い知らされるのに、そう時間はかからなかった。

　七聖府の職員寮を通り過ぎてたどりついた建物は、奇き妙みようにゆがんだ箱を積み重ねたシルエットの集合住宅らしき様相だ。

「ここ……なんの建物だったんですか？」

「以前、環かん境きよう保ほ全ぜん課にちょっと変わった奴やつがいたんだと。そいつが試験的に作った建物を簡易宿しゆく泊はく施し設せつとして使ってたらしい。いまはほとんど倉庫みたいになってるところをあてがわれた。俺が寝ね泊とまりしてるのは二階だ。えーと、イスフェ……」

「あ、アイリでいいです。じゃあ、私も今日からここで暮らすってことですか」

　設備の行き届いた職員寮とは大おお違ちがいのうえ、ひとの気配がほとんどないせいかどこか薄うす暗ぐらく物もの寂さびしい。

「いいかアイリ。お前も寝泊まりは二階にしておけ、一階は内装もきちんとしてないから住居にはむいてないし、三階だと非常時に窓から飛びおりられない」

　事務的な口調で説明されたものの、どうにも内容が受け入れがたい。

「あのー、いま窓から飛びおりるっていいませんでした？」

　アイリの質問に、ふり返ったハイヅカは眉まゆをつりあげて凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべた。

「主任の話聞いてたか？　実際のところ、俺は冗じよう談だんじゃなく徹てつ底てい的てきに不運につきまとわれてる。どうして職員寮に入れないか……少しでも被ひ害がいは小さいほうがいいだろ？　突とつ然ぜん建物が崩くずれたり雷かみなりが落ちたり、火災がおきたときには二階ぐらいが逃にげ出しやすいってことだ」

　その口調からして、ハイヅカが住居を追われた災難も一度や二度ではないのだろう。

　すたすたと建物に入っていってしまう背中を追って、アイリは「理り不ふ尽じんだ……」とつぶやく。

　階段へハイヅカが消えるのを見とどけると、ため息と愚ぐ痴ちがもれた。

「そもそも大だい抜ばつ擢てきとかされて、一方的ないいがかりまでつけられたのよね。……そりゃ新人には分が過ぎてる人事かもしれないけど……希望配属を強制変へん更こうされたうえ、近くにいるだけで不幸に巻きこまれるような人を相棒パートナーにされて、あまつさえひとつ屋根の下で暮らせといわれるような目にあっても、果たしておんなじことがいえるかどうか聞いてみたい……」

　いつでもそうだ。噂うわさと実情はかけ離れてばかりいる。

　とぼとぼと二階にあがるとすでにハイヅカの姿はなく部屋に入ったらしい。階段手前の部屋をハイヅカが使っているらしく、さらにその奥にアイリの名前が入ったプレートがかけられた部屋があった。

　職員寮を追われた、哀あわれな新人職員へのせめてもの気づかいだろうか。

「あれ……？」

　扉とびらをあけてみると、なかは思ったよりまともだ。

　窓にはシンプルなカーテンがかけられ、右手に寝しん台だい、その反対側にこぢんまりした机と椅子。

　壁かべに作り付けの収納棚だながある。

　部屋の中央にまとめて置かれている自分の荷物に寄り添そって座ると、アイリは「ふぅーっ」と息をついてもたれかかった。

「あーぁ、なにから手をつけたものか」

　地下を出る前にシアーズに渡わたされた封ふう筒とうには、新たな雇こ用よう契けい約やく書しよ類るいが入っていたがかなりの分厚さがある。

　ぱらぱらと読む限りでも、年ねん俸ぽうはもちろん、守秘義務契けい約やくをはじめ、怪我けがや障害に関かかわる保障、遺族補ほ償しようにいたるまで、至いたれり尽つくせりの内容だった。

「そっか、お給料は当初の倍ぐらいくれるんだ。でもそのぶん、寿じゆ命みようも倍縮まった気がしてしょうがないのはなぜ……」

　ぼやいてみても仕方がない。仕事は明日からはじまるのだ。

　不思議なことに、思ったよりも配属変更に落ちこんでいない。

　そもそもどうして自分が都市調整局にいきたかったのか。志望動機は単純なのだ。

　──父さんと母さんが、七聖府ザインの外務省にいたって知ってから、ここが私の目標だった。

　ヘヴンリーパレスではじめに入学した聖ソフィア女学院は、貴族や裕ゆう福ふくな家庭の子女ばかりが集められた上品な寄宿学校だった。

　だがアイリは七聖府に進むために、どうしても専門知識を身につけたいと、高等部に進級する前に七星都立学院への編入試験を受けたのだ。

　もちろん、アイリを育ててくれた養父母のふたりは、七聖府ザインを目指そうとするその行動に反対した。

『両親を思う気持ちはわかる。でも、そんなふうに過去を掘ほり返すような真似まねをしたって、アイリのためにはならないと思うんだ』

『過ぎたことは忘れて、あなたは自分のためにもっと先をみなさい』

　そんな言葉は、わかるようでまるで納なつ得とくできなかった。

「私は、知りたいんだもの」

　十五年前起きたことの真実を。どうして両親は死んで自分は助かったのか。

　なぜ、これほど多くの人が、たくさんのものを奪うばわれなければならなかったのか。

　周囲の反対を押し切ってここまできた。

　外務省から七聖防衛省に所属がかわったからといって、その志自体を変えるわけではない。

　ならば、与あたえられたものに取り組んでみる価値はある。そう考えるに至って、アイリはがばっと体を起こした。

　学生時代からあまり長く思い悩なやむのは得意ではない。

　とにかく荷解きから始めようとトランクのひとつを開けると、持ち込んだ不運アイテムのコレクションを棚たなに並べる。

　棚に隙すき間まなく呪じゆ具ぐや呪じゆ譜ふをかざり、壮そう観かんな光景を目にしてようやくひとごこちがつく。

　気づけば陽ひは傾かたむき、部屋のなかも薄暗くなりつつあった。

「灯あかりは……どこにランプがあるんだろ。それに、ご飯はどうするか、うぅん」

　この建物にも簡易の給湯設備はあるようだが、さすがに食堂はない。

　食事は職員寮へ食べにいけばいいとシアーズに言われていたが、アイリはふと気になって隣となりの気配をさぐった。あの無ぶ愛あい想そうな相棒パートナーはどうしているのだろう。

　しかしいくら耳を澄すましたところで物音はせず、ハイヅカが外に出てくる気配もない。

「うーん、食堂にいったらジョゼに会えるかもだけど、さっきのいまだとまた囲まれたり質問されたりするとめんどくさいし……そうだ、まだあれがあったかも」

　さらにごそごそと荷物をさぐったアイリは、箱のなかから保存食料を発見した。

　お湯さえ沸わかせばお茶ぐらいは淹いれられるだろうと考え、まずはランプを探して慣れない部屋を探さぐる。

　ようやく見つけたランプはやや高い壁へき面めんにあり、火を灯ともすにはアイリが椅い子すにのぼるしかなさそうだ。荷物の中に少し長い蠟ろう燭そくを見つけて火を灯すと、椅子の上で背せ伸のびをする。

「えいっ、つ、ついた!?」

　よろめいて椅子から足を下ろした先に、積み上げた荷物があった。

「うわわわ……っ！　あぁぁ──っ！」

　悲痛な叫さけびとともに、アイリ本人と荷物が床ゆかを転がる。

　手のひらをすりむきつつ、慌あわてて蠟燭の火だけは消したが、背中が痛んでなかなか体を起こせない。

　すると、ややあって扉が破は壊かい音をたて、うち破られた。

「どうした!!」

　緊きん迫ぱくした面おも持もちでとびこんできたハイヅカに、アイリは慌てて起き上がる。

「ちょっと!?　いま扉が壊こわれましたけど！　だいたい、夜に女性の部屋の扉を蹴け破やぶって飛びこんでくるってのはどうかと……」

　高い位置にあるハイヅカの瞳ひとみをアイリは睨にらんだが、相手は端たん整せいな顔に哀れむような微び笑しようを浮かべる。

「どうかもくそもあるか。とんでもない物音がしたから、天てん井じようでも崩ほう落らくしたかと思ってな。他ほかにどんな理由があって、お前の部屋にくるっていうんだ？」

　女性としての自分に興味などないと、ありありと突つきつけてくる笑顔に、アイリもさすがにむっとする。

「天井も私も無事です。ただ灯りをつけようとしたら、よろけて荷物にぶつかっちゃっただけです」

　訂てい正せいするアイリの手もとを見たハイヅカは、突然その表情を強こわ張ばらせる。

「灯りをつけるのに、どうして獣けものの脚あしなんか握にぎってる。それに、棚にあんな不ふ吉きつなものを並べてる女を、まともに扱あつかう男がいると思うか!?」

　アイリは背後をふり返って、ふたたびハイヅカをみた。

　その視線にやや怯おびえのような色を見て、この堂々とした男は本当に呪じゆ物ぶつが恐こわいのだろうかと思う。

　そう考えるとついにんまり笑みが浮かんで、アイリは手にした蠟燭を左右に揺ゆらした。

「これは猿さるの左手を模かたどった蠟燭ですよ、実物じゃありませんって。そうでした、ハイヅカさんこういうの苦手なんですよね。いーですよ、恐いのに無理してこなくても」

「恐いとかそういう問題じゃないからな。お前の悪あく趣しゆ味みが、俺の不幸の上乗せになったらどう責任とるつもりだ」

　どうやらハイヅカがアイリの趣しゆ味みを毛け嫌ぎらいするのも、それが理由らしい。

　納得したアイリは散らばった荷物を拾いあげながら、ついでに食事のことも尋たずねてみる。

「そうだ。ハイヅカさんは、ご飯どうしてるんですか？」

「メシか……」

　その切れ長の瞳が、アイリが手にした密閉容器に注がれる。

「あ、私はもうこれで済まそうかなって思ってるんですよ」

　アイリが手にした酢漬けの野菜ピクルスとチョコレートクッキーの缶かんを見て、ハイヅカはあきれた顔になった。

「食事が適当なのはともかく……その取り合わせを選べるお前の舌が理解不能だ。俺は自室でメシを食ってる、お前は明日から食堂に──」

　そう口にするハイヅカの背後で、ちりちりん、と愛らしい鈴すずの音がした。つづいて、「ナーゥ？」と問うような鳴き声に、アイリは目を丸くする。

「猫ねこですよ、どこの子だろ？」

「…………うちの居い候そうろうだ」

　どこか不本意そうにハイヅカが口にすると、小さな黒くろ猫ねこは器用にハイヅカの長靴ブーツやベルトに脚をかけて、肩かたによじのぼると姿をあらわした。

　ハイヅカの両手に載のってしまいそうな小さな猫だったが、顔立ちは大人びて美しい。

　明るい黄金の瞳を輝かがやかせて、猫はアイリをみつめている。

　その面おも立だちに吸い寄せられるようにアイリは近づくと、そっと指を伸のばした。黒い鼻はひんやりしている。

「綺き麗れい、すごく毛づやも立派ね」

「……コバンだ」

「え？」

「そいつの名前だ」

　決まりわるそうに、顔を背そむけて教えてくれたハイヅカの声は、ぶっきらぼうだが少しだけやさしい。ハイヅカと寄り添そう黒猫は、その艶つややかな闇やみ色の毛皮がとてもしっくりとしてみえた。

　──そういえば黒猫って、幸運、不運のどっちの説もあるけど、ほとんどの都市で幸運の使者っていわれるもんね。

　アイリが納得しつつ見つめていると、コバンの黒いヒゲがぴくりとそよいで、金の瞳が廊ろう下かへと向けられる。アイリも扉とびらの外から漂ただよってきた香かおりに気づいた。

「なんか、いい匂においがしますけど」

「しまった！」

　しなやかに身をひるがえしたハイヅカに、アイリもつい好こう奇き心しんで後を追う。

　階段のすぐそばにあるハイヅカの部屋は、扉も開け放たれたままだった。

　──そっか、だからコバンも出てこれたのね。でも、なにをそんなに慌てて……

　アイリの部屋の扉を蹴破ってまでとびこんできたハイヅカの表情。

　──ひょっとして、私のこと心配してきてくれたのかな？

　ここにくるまでもハイヅカは、『徹てつ底てい的てきに不運につきまとわれてる』『被ひ害がいは小さいほうがいい』、そう口にしていた。

　当然アイリもそれに巻きこまれる可能性があると、対策室でもいったばかりだ。

　そばに人がいること自体、ハイヅカにとっては望まない状じよう況きようなのかもしれない。

　アイリ自身も思わぬ幸運でのやっかみや、やっかいごとに巻きこまれることが多いだけに、そのもどかしさが少しわかるような気もする。

　だが、扉の向こうをのぞきこんだアイリが口にしたのは、自分でも思わぬ言葉だった。

「うわー、ハイヅカさん自じ炊すい派ですかぁ」

　どうやらハイヅカは固形燃料を使って、鍋なべで魚を煮にていたらしい。

「うるさい、入ってくるな。こっからコバンのメシをとりわけるんだ。おら、あっちいってろ」

　そういって足もとにまとわりつくコバンを避よけながら、ハイヅカは鍋を手にしている。

　本人が鍋から離はなれられないのをいいことに、アイリは勢いで部屋にあがりこんでしまった。

　置かれた物は決して多くないが、入ってまず目につくのは、窓辺にある水すい晶しようのサンキャッチャーと、その下にある棚たなに並んだ守護物タリスマンの数々だ。

　金の縁ふち取どりがある飾かざり玉だまや、ハーブで編まれたリース、動物や昆こん虫ちゆうを模った飾りの数々が置かれている。

　どこか人を寄せつけない空気を持つハイヅカの、整った面立ちや態度からは、決して想像がつかないにぎやかな眺ながめだった。

「ちょっと、想像したのと違ちがいます」

「なにを……想像してたっていうんだ」

「思ったより生活感があるっていうか、ほら、こんなふうにコレクションを並べてるところなんて、私の部屋とかわんない気が──」

「お前な……頼たのむから一いつ緒しよにすんな。さっきの部屋のどこに生活感があるって？　『呪のろいの大博覧会』じゃねぇか」

　ぶつぶつもらしつつも、手を動かしているハイヅカにかまわず部屋を見ていたアイリは、鼻先に漂ってきた食しよく欲よくを刺し激げきする香りに顔をあげた。

　どうやらコバンのご飯を取り分けたあと、鍋には香こう草そうと酒がふりかけられたようだ。




　ググゥ、グギュルルグ、グゴー。




　なにより雄ゆう弁べんな物音に、振ふり向いたハイヅカの黒目がやや大きくなる。

「アイリ、腹に地じ獄ごくの番犬でも飼ってんのか？」

　その問いかけに、アイリは指をぴっと三本たててみせた。

「三匹びき目が鳴きだしたら、止められませんよ……」

　するとハイヅカは、呆あきれ顔がおでテーブルのアイリの側に皿を並べてくれる。

「いいんですか？」

　まともな食事を目の前にして、アイリはいそいそとテーブルに向かう。

「酢漬けとクッキーよりゃマシだ。夜にひとりで冷たいものを食うな。それと、これは口止め料だからな」

　仕方なさそうに魚をとりわけるハイヅカにアイリが首を傾かしげると、いつのまにか隣となりに座っていたコバンの前にも冷ました魚の皿が置かれる。

「ここの寮りよう、動物の飼育禁止だろ」

「あ……そうでした」

　隣に座るコバンが、やわらかな声で「ニァー」と鳴く。

「コバンのおかげですから、もちろん誰だれにもいいません」

　目の前で湯気を立てる皿の向こうにいるハイヅカの印象が、少しずつ変わっていく。

　──守護物集めてたり、隠かくれて猫飼ったり、料理つくったり……

「ハイヅカさんて、意外といいお嫁よめさんになれそうですよね。この料理もすっごく美味おいしいです。あ、おかわりください」

　あっというまに空になった皿を差し出したアイリに、ハイヅカはやや殺意をこめた声でため息をついた。

「お前、たいがいずうずうしいなー」
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「はあぁぁぁっ！　そうだ、もうジョゼはいないんだった」

　学生生活では、同室のジョゼに朝を頼たよっていたせいで、アイリは途と端たんに慌あわてることになった。

　本来なら職しよく員いん寮りようで再会できるはずだったジョゼとも、そうそう会えなくなってしまったのは残念なことのひとつだ。

　いまだに荷解きの終わっていない部屋で飛び起きたアイリは、顔を洗い、かろうじて髪かみにブラシをいれながら、制服を身につけて部屋をとび出す。

　それでも鴉からすの叉骨を銀で細工したブレスレットをとっさにつかんで身につけた。

　もはやなにがしかの呪じゆ物ぶつを身につけていないと、アイリ自身が落ち着かないのだ。

『神様、救世主メシア様、ウィッカ様。これ以上、不要な幸運はごめんです！』。常にそう願いをこめて、呪いのアイテムを身につけつづけてきたが、効果のほどはともかく、もはやそうした意い匠しように愛着を感じる気さえする。

　部屋を出てひと気のない廊下を歩きつつ、近づく扉の前で足を止めた。

　シンとした空気に、どうやらハイヅカはすでに部屋を出たあとらしいとわかる。

「一緒にいなさいって主任にいわれたけど、距きよ離りも短いから平気かな」

　それになによりこの時間は、寮で暮らすほかの人間も出勤のため大勢歩いているのだ。

　昨日妙みような注目をされたばかりの自分が、あの目立つ男と歩いていれば、さらにいらぬ詮せん索さくをされるかもしれない。

　建物の入り口で腕わん章しようのチェックを受けたアイリは、昨日連れて行かれた地下施し設せつの入り口へ向かう。一見するだけではやはり非常口にしかみえず、なんとも地味な眺めだ。

　だがそれも、研究室が同じ地下にあることからして、部外者の目につきにくいようにそうしてあるのだろう。

　薄うす暗ぐらい螺ら旋せん階段をぐるぐる伝って下り、『七聖守護物ザインタリスマン対策室』の扉とびらをあける。

　するとデスクで七聖府の広報誌を広げているハイヅカと、いつの間に積みあげたのか、書物の間に埋うもれているダリウスの姿が見えた。

　アイリが自分の机に近づこうとすると、衝つい立たての陰かげからふっと小さな影かげがあらわれた。




　ほた　ほた　ほた




　やわらかい布で地面を叩たたく妙な足音をさせながら、それは二足歩行している。

　十歳ほどの子供の背せ丈たけにみえるが、どうみてもその全身は布で覆おおわれていた。

「着ぐる……み？」

　布のはしに作られた結び目が手足を形づくり、耳のように布の垂れた頭部には、縫ぬい取られた目と口があった。

　どこか不気味でありつつも、トレイを手にして楽しげに歩いていくようすは、妙にほのぼのとしている。

「あの、その生き物なにしてるんです？　だいたい、それなんなんです!?」

　アイリの声にくるっとこちらを向いたヒトガタのような人形と、お互たがいに言葉もなく数秒間見つめあう。

　やがてその生き物は、アイリの手にぽんと焼やき菓が子しを置くと部屋を出て行った。

　本から顔をあげないまま、ダリウスの答える声がする。

「あれはルジャインって名前だ。研究室でできちゃったみたいだな。まぁ害はないし、だいたいそのあたりをうろついてるだけだから……」

「なんか渡わたされたんですけど」

　手の上のそれは、ぷっくりと厚みのあるクッキーに見える。

「たぶんフォーチュンクッキーだろ。あいつは初対面の人間に、大たい抵ていそれを渡すからな」

　話を聞いていなかったと思われたハイヅカに言われ、アイリは手の中のクッキーをぽきっと割ってみた。確かに言われたとおり丸まった紙が入っている。

　かさりとひらくと、手書きらしいつたない字が見えた。

「……『ジャムパンかってこい』って、なにこれ」

　おみくじというよりは、メモのようなそれを読みあげたアイリに、ハイヅカとダリウスが同時に吹ふきだす。

「つまり、君はルジャインにお使い要員に見込まれたってことだよ。あれはジャムパンが好物なんだ」

「布ぐるみのくせに新人を使い走り認にん定ていか……あいつもなかなかやるな」

　アイリは手にしたメモをびりびりに破りつつ、「あの裏表のわかりにくい生き物に、もうひとつ顔を描かいてやる」とつぶやいた。

　にぎやかになった対策室の扉が開かれると、主任のシアーズが入ってきた。

「良かった全員揃そろってるわね。今日からちゃんと仕事するわよー」

　それぞれが机につき、シアーズは昨日と同じように書板の前に立つ。

「さてと、今日はその前に、昨日の話のつづきがあるの。アイリ、あなたにもうひとつ説明することがあるって伝えたでしょう？」

　そういいながら、シアーズは書類と一いつ緒しよに持ってきたらしい布ぬの袋ぶくろを手にとった。

　中から取り出されたのは、手のひらほどの大きさの箱だ。きれいに整えられた指先が、その蓋ふたを開くと、アイリの隣に座るダリウスが椅い子すをがたつかせて立ちあがった。

「主任……光るカードって、それは──」

　シアーズが手にするものに引き寄せられるように、ダリウスはふらふらと机へ歩み寄る。

「アイリ、あなたにこのカードをみてもらいたいの」

　そう言われ、アイリも席を立って近づくが、シアーズの手もとをみて首を傾かしげた。

　ダリウスは『光るカード』だと口にした。

　だが、目の前のカードは特に光ったりしていないし、明るさを感じるような不思議なことも起きていないようだ。

「べつに、普ふ通つうのカードにみえますけど。これからそれが光るんですか？」

　シアーズの手のひらにあるカードは、ゲームでもよくあるサイズのものだ。

「そう。じゃあ、アイリにはこれがなにに見える？」

　ふたりのやり取りに、ダリウスが驚おどろいたようすでアイリを見る。

「光ってるじゃないか、白っぽい燐りん光こうに包まれて、なにが描いてあるかなんて──」

「え、だって。ここに星だったり月みたいなものとか、他ほかにもカードゲームみたいな絵がありますけど」

　その答えを聞くなり、途端に瞳ひとみをきらめかせたダリウスの隣となりで、シアーズも面おも白しろそうに瞬またたいてみせた。

「へぇ、やっぱり室長のいうとおりね。このカードに見覚えないかしら？　入省試験のとき箱が回ってきて、中身がなにかを書きなさいって設問があったでしょう？」

　言われればそんなこともあったような気がして、アイリは記き憶おくをたぐり寄せる。

「確かにそんな問題があったような気がします。筆記の試験とは関係なかったので、変だなって。そのときも馬車の車輪みたいな絵のカードが一枚入ってて……あ、はい」

　シアーズにカードの束を手て渡わたされ、アイリが適当にめくってみると見覚えのあるカードがあった。

「そうそう、このカードでした」

　アイリは束からつまみだしたカードを見せたが、ダリウスがすぐにそれを奪うばい取る。

「車輪……？　君にはそう見えるんだな!?」

　いぶかしむようなダリウスの言葉を聞き、シアーズやハイヅカを見るとやはり不思議なものを見る目が自分にむけられていた。

「別に、怪あやしい薬とかやってないですよ？　なんで皆みなさん見えないんですか？」

　アイリの問いに、シアーズはこの事態を予測できていたのか落ち着いた声で答えた。

「別にそんなこと疑ってないわよ。じゃあこれから、あなたに見えてるカードの図ず柄がらを教えてもらおうかしら。ダリウスもいるしちょうどいいわよね？」

「主任、これは……『空白の導しるべ札ふだ』ですよね」

　ダリウスの漏もらした声に、シアーズがうなずく。

「そうよ、ダリウスは前に研究室で論文を書いてたのよね。アイリにも説明しておくわ。七聖府ザインで特別に管理されてる守護物タリスマンは、ウィッカが残した遺産ともいわれてるの。その用よう途とや内容が知れないものについては、研究室の人間が探究しつづけているわ。つまり、このカードもそのひとつで、七聖府はこの守護物をとても重要視しているの」

　アイリには目の前のカードの意味はさっぱりわからないが、ダリウスの顔色からして特別なものなのだろう。

「でも、これで空白だった導札はいま空白じゃなくなったものね。室長も喜ぶわ～。ちなみに採用試験のこの設問に、具体的な答えを書いてきたのは、アイリ、あなただけだった」

　そう言われてアイリははたと気がつく。

　あれは入省のための大事な試験だった。あてずっぽうにしろ他にも解答があったはずだと口をひらきかけると、シアーズは楽しげにつけ足した。

「もちろん。アイリはこの解答が偶ぐう然ぜんの幸運ラツキーのせいだなんて、いわないわよねぇ？」

　昨日、自分の幸運体質なんてものは、周囲の勝手な憶おく測そくだと口にしたばかりだ。

　偶然正解を引き当てたと主張することもできなかったが、なによりアイリも噓うそを書いたつもりはない。目に見えるそのままを記入しただけだ。

「でも、誰だれもこのカードの絵が見えてないなら、どうしてそれが正解だなんてわかるんですか？」

　もっともな質問を口にしかけたアイリに、今度は横からダリウスがぐいっと肩かたをつかんでゆさぶってくる。

「いいか。アイリ、いますぐこのカードすべてに描かれた絵をいくつかいってみせろ！」

　──な、なんなのこの人。昨日は人のこと部屋のごみ箱ぐらいに思ってたくせに……ギラギラした目がすっごく恐こわいんですけど！

「あの……それがいったいなんの証明に」

「君の考えは聞いてない、用があるのはその目玉だけだ」

　心からそう思っているだろうダリウスの口調に、アイリは自分の存在価値がごみ箱のままらしいことを思い知る。

　──無む駄だよアイリ、こういう人間に逆らっても無意味。相手は研究にとりつかれた餓が鬼きのような学者さまだもの。ジョゼだってレポートに集中してると人が変わったみたいだった……

　友人との学生生活を思い出していたアイリに、カードを手にしてダリウスがつめよる。

「ほら、一枚目は！」

　紙と筆記具を手にしたダリウスは、パン！　と勢いよく机を叩たたく。

「ひっ、ひゃい！」

　学生時代の鬼おに教官を思い出しつつ、アイリはしぶしぶダリウスと向き合って座る。

「えーと、なんだろこれ女王様みたいな衣装の人と、こっちは王様みたいな絵かな」

「女王と、王……。次！」
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「うーん、これは獅し子し……かな、それと女の人が描かれてます。こっちは建物みたい、傾かたむいた塔とうですかね」

「……なるほど。次！」

　全員の視線がそそがれるなか、アイリは冷や汗あせがにじむような思いで、わけもわからずカードをめくっては描かれている絵を説明した。

「よし、これで全部。二十二枚あるうえ、見けん当とう違ちがいの解答もなしだ。感謝しろ、この僕の素す晴ばらしい頭脳が打ち立てた研究予測によって、このカードが『タロット』であることが証明されるぞ」

　張り切りすぎのダリウスの言葉に、アイリは中ちゆう途と半はん端ぱにうなずいた。

　確かにいま自分が読みあげたカードの図柄には、なにか意味があるのだろう。

「お前、タロットがなんなのかわかってるのか？」

　背後からハイヅカの声が聞こえて、アイリは一いつ瞬しゆんどきりとした。

「名前ぐらいはしってます！」

　きっぱりと言い返したものの、その場の全員の顔に落らく胆たんの色が浮うかぶ。

「仕方がないじゃないですか、占せん術じゆつって選せん択たく科目だったんですから」

　アイリも自分の体質柄がら、幸運、不運にまつわる守護物には関心があったが、外務省志望だったこともあり、選択授業は都市学や文化学を中心にとっていたのだ。

「それも無理はないな。君みたいな子にひらめきを求める教師もいなかっただろうしね。占術のなかでも、タロットは比ひ較かく的てき広く親しまれてるものだ。仕方ない、僕が伝授してやろう。えーっと、たしかここに教本が……」

　ダリウスは、机に積みあげた書しよ籍せきをさっそくごそごそひっかきまわす。

「どうも、本人はわかってないみたいね。いーい、アイリこれは本っ当ーに、一大事なのよ！」

　シアーズが濃こいまつ毛に縁ふち取どられた、緑の瞳をきらめかせつつ、もどかしそうに身をよじる。

「この導札はね、たったいまタロットだってわかったけど、見つかった場所に意味があるの」

「？」

　普ふ段だんはあまり動じなさそうなシアーズの興奮した口調に、アイリはやはり首を傾げる。

「七聖守護物ザインタリスマンは各都市にひとつずつ存在してるでしょう？　もちろんこの中央都市にもそれは授さずけられてる。そしてね、ここが肝かん心じんよ。このカードは、中央都市の七聖守護物と一いつ緒しよに納められていたの。その意味と役割について、長く研究室でも調べてきたのよ。ダリウスもこれまでの論文で、カードの枚数から推測して、タロットの大アルカナの可能性が高いと推論してたのよね」

　シアーズの言葉に深くうなずいてみせたダリウスは、自信に満ち溢あふれたようすで指を立てて口をひらく。

「なぜなら、『タロットカード』は星と関係が深いものだからね。そしてウィッカは、自らが七聖守護物ザインタリスマンを生み出す際にも、その力を星になぞらえた。だとすれば、『七聖守護物と同じ場所で見つかったカード』はその枚数からもタロットの可能性が高い。もしそれが事実なら、七聖守護物に関かかわることが占うらなえるかもしれない……そんな希望をもってたんだ」

　その説明で、アイリにもシアーズやダリウスの興奮する理由がようやくのみこめた。

　どうやら自分にだけ図柄が見えるこのカードは、いまだ謎なぞの多い七聖守護物についての大きな鍵かぎを握にぎっている可能性があるようだ。

　シアーズはさらにたたみ掛かけるようにつづけた。

「これでわかってくれたかしら？　あなたをハイヅカの相棒パートナーにしたいってのはもちろんだけど、七聖守護物対策室にとって、このカードは非常に重要なのよ。そこへきて、カードの図柄を読める新人がいるとなれば、採用しない手はないでしょう」

　説明を聞くうちカードを手にしたアイリの指に力がこもる。

「じゃあ……私はまた自分でくじ引き当てるようなマネをしたってことですか……どーしていつもこう、いらんことをしちゃってるっていうか、状じよう況きようになるっていうか……」

　ぶつぶつひとりごとを漏らしはじめたアイリから、シアーズが苦く笑しようまじりにカードを取りあげる。

「こら、カードを破るんじゃないわよ。そーよ、いいじゃない。まだここにきたこと後こう悔かいしてるの？　大だい丈じよう夫ぶ、このあとの話を聞いたら絶対失敗じゃないって思うわよ。ねぇ、相棒パートナーのハイヅカだってそう思うでしょう？」

　シアーズは強気に請うけ合うと、巻き髪がみをふわりと背にながして艶つややかにほほ笑む。

「さてね、俺に同意を求められても」

　無責任な返事をしつつも、ハイヅカは手もとの広報誌を折りたたんだ。

「じゃあ、まずは今回入った事件概がい要ようを先に説明するわ。いい、ダリウスも聞いてちょうだい」

　そう告げると、シアーズは対策室の扉とびらを開き、外にいるらしい誰かを呼んだ。

「お待たせしてごめんなさいね。どうぞ入って」

　開かれた扉の向こうに姿を見せた人ひと影かげに、その場の誰もがはっとする。

　そこに立っていたのは、なんとも非日常的な衣装の人物だった。

　あまり目にすることのない、鮮あざやかな青に染められた布が揺ゆれ、そこにだけ乾かわいた風と強い日差しがあるような錯さつ覚かくがおきる。

　全身をすっぽりと覆おおう、布を巻いたような衣装には見覚えがあった。

「たしか、それってフレイアパレスの……」

　ぽろりと口にしたアイリの声に反応したように、その人は顔をあげた。

　中央都市ではあまりお目にかからない、独特の面おも立だちにアイリは目をみはる。

　あごの細いなめらかな頰ほおの線。夜明けの深い空を思わせる藍あい色いろの瞳ひとみは、澄すんできらめくような輝かがやきだ。

　浅い飴あめ色いろの肌はだに、ゆるく流れ落ちる砂色の髪かみは、フレイアパレスの人間に多くみられる特とく徴ちよう的な色合いだった。

「この方はサルジュ様。数日前にフレイアパレスから、七聖守護物ザインタリスマンを七聖府ザインに持ちこまれたの。もちろんこれは七聖府の内部でもまだ公おおやけにはされていない情報よ」

「七聖守護物を……持ちこんだ!?」

　アイリはつい大声で聞き返してしまった。

　七聖守護物は、アルステラ大陸全体を覆っている『風の天窓』に関わる重要な柱のひとつなのだ。安易に動かしていいものだとは思えない。

　なにより、アイリはそれが人の手で簡単に動かせるものだとは思ってもみなかった。

「なぁに、七聖守護物がほんとに柱の形をしてるとでも思ったの？　確かに、七聖守護物がどこにあってどういった形状かは、一いつ般ぱんには知らされていないわ。各都市すべての七聖守護物の情報があるのは、七聖府だけね」

　そうした重要事じ項こうだからこそ、部外者はもちろん士官学校の生徒であっても、詳しよう細さいな情報を与あたえることはないのだとシアーズは教えてくれた。

「持ちこまれたって、いったいどうして──」

　ハイヅカも驚おどろいたのか、身を乗り出すように先をうながす。

「もちろん、悪意があってのことじゃないわ。フレイアパレスの七聖守護物ザインタリスマン『ファティマの手』が壊こわされたっていう緊きん急きゆう事態だからよ。いまは賓ひん客かくの扱あつかいで外務省が身み柄がらを保護してるわ。ちなみに中央の言葉は苦手だそうだから、通訳がついてるの。あとで質問があれば、アイリ、あなたが彼女と話してちょうだい」

　突とつ然ぜん話をふられたものの、アイリは即そく座ざにうなずいた。

　周辺都市の語学や文化については、みっちり学んできたのだ。

　フレイアパレスはかなり特とく殊しゆな文化を持ち独自の言語を操あやつる。それでもサルジュの年ねん齢れいは、自分とそれほど変わらなそうに見え、アイリは少しほっとした。

　フレイアパレスは、乾いた気候や独特の地形のせいで移動が厳しいこともあり、住人が他ほかの都市に姿をみせることもまれだ。当然、その言葉を操れる人間はそう多くはなかった。

　サルジュもアイリを見ると、たおやかな笑みを浮かべて軽く会え釈しやくする。

「それと、持ちこまれた『ファティマの手』は、研究室に解かい析せきに出して原因解明に当たってもらってるところよ。これがその報告書、ダリウスすぐに目を通して皆みんなにも説明してくれるかしら？」

　書類を受け取りながら、ダリウスも深刻そうな表情で問う。

「七聖守護物ザインタリスマンを都市から持ち出すなんて、かなり急な事情でしょうね？」

「フレイアパレスの『ファティマの手』が祀まつられた場所に、侵しん入にゆう者があったらしいの。なんらかの呪じゆ詛そが及およんだ可能性があるわ。サルジュ様の話によれば、それ以来フレイアパレスで異常気象がつづいて火災が頻ひん発ぱつしてるそうよ」

「あの……七聖守護物ザインタリスマンに呪詛って、どういうことなんですか？」

　遠えん慮りよがちに手をあげたアイリに、ダリウスが視線を鋭するどくする。一いつ瞬しゆん、アイリの無知に対していらだちを浮うかべたあと、ダリウスは耐たえるように琥こ珀はくの目を閉じ教えてくれた。

「まったく、僕の寛かん容ようさと気の長さに感謝したまえよ。基本的に七聖守護物にこめられたウィッカの力は、その都市に生きる人間にとって、空気や水と同じく必要な生命線のひとつだ。その力を壊したり奪うばったりするのに、最も有効な手段が呪詛だってことになる。今回の呪詛が引き起こしている事態は、フレイアパレスのすべての井い戸どを爆ばく破はして、枯からした草木に火を放つに等しい」

　ダリウスの言葉どおりなら、この呪詛を仕し掛かけた者は、フレイアパレスの民たみすべてに死を突つきつけたことになる。

　シアーズの隣となりに立つ、サルジュの硬かたい表情を目にしてアイリも眉まゆをひそめる。

　そしてダリウスの話は、アイリの脳のう裏りに過去の災さい厄やくを思い出させた。

「じゃあ、十五年前にミッドパレスで起きたことも……？」

　十五年前、アイリから家族を奪った『落日の礼拝』も、ミッドパレスの七聖守護物に危害を加えようとした組織、『黒の七星旅団』が起こした事件によるものだった。

「そうだね。詳細は発表されていないけど、あの事件も『黒の七星旅団』がミッドパレスの七聖守護物ザインタリスマンの力を奪おうとして、呪詛を仕掛けたことが原因だそうだ」

　人々の命に関わるものを私し欲よくのために奪い、その略りやく奪だつのために人の命をも犠ぎ牲せいにする彼らのやり方。

　あまりにも理り不ふ尽じんで非道な、『黒の七星旅団』について語られるたび、アイリは歯をかみ締しめる。やり場のない憤いきどおりを、ただ胸に押しこめるしかない自分にいらだつせいだ。

　だが、七聖守護物ザインタリスマンについての知識は少なくとも、フレイアパレスについてなら、少しの知識がある。

　中央都市の西北に位置するフレイアパレスは、アルステラ大陸のなかでも乾いた砂さ漠ばく地帯として知られている。

　わずかな緑と井戸を頼たよりに人々が定住する狭せまい町で火災がおこれば、その生活はあっという間に破は滅めつするだろう。

「もちろん、今回の呪詛を引き起こした元げん凶きようには、『黒の七星旅団』の名もあがってるわ」

　シアーズが告げたその名前に、全員が硬い顔つきになる。

「やっぱり。……しばらくは名前もきかなかったけど」

　十五年前の『落日の礼拝』は、過去に起きた悲しい出来事。

　いまはもう、悪意による大たい禍かの傷きず跡あとが残っているだけなのだと、世の誰だれもが受け止めているはずだった。

　それは七聖府ザインがしかるべき対応をした結果だと、アイリたち七星都立学院の生徒たちも信じてきた。だがその忌いまわしい名は、この七聖府の入省式でも耳にしている。

　ハイヅカの低い声がぼそっと告げる。

「まぁ、世間さまへの建て前ってのもあるからな」

　シアーズが睨にらむようにハイヅカをみたが、荒あらくため息をついて口をひらいた。

「ここでの仕事や任務に関かかわるすべてのことは、厳重な守秘義務が伴ともなうわ。わかってるわねアイリ・イスフェルド」

「……はい」

　隠かくされた事実がある。だが、その真実がアイリに与えたのは失望ではなかった。

　かつて自分から両親を奪い、多くの人間の生活をねじまげた『落日の礼拝』はまだ終わったわけではないらしい。

　昨日感じていたことが、急に現実味を帯びてアイリのなかに流れ込む。

　──知りたいと思ってるほんとのこと。ずっと、『黒の七星旅団』の名を忘れたことなんてなかった。

　そして自分はいま七聖府にいて、その名を耳にする場所にいる。ただのもどかしい傍ぼう観かん者ではないのだ。無意識に手を握にぎり締めていたアイリは、眉をひそめて向けられたシアーズの視線に気づかなかった。

　その隣では、シアーズにちらりと視線を向けられたダリウスが、書類を手に立ちあがる。

「では、こちらの資料から説明させていただきます。フレイアパレスに授さずけられた七聖守護物ザインタリスマンは、『ファティマの手』と呼ばれています。一般にも流通はしていますが、もちろん持ちこまれた物には七聖守護物の証あかしでもある、ウィッカの印が刻まれています」

　そういってダリウスが参考に本をひらいて見せたのは、守護物を扱う店にも置かれている、女性の手のひらを模かたどった厄やく除よけの飾かざりだった。

　小指と親指の長さが同じため、左さ右ゆう対たい称しようの形になっており、その中央部に目を模った意い匠しようがある。大きさもさまざまで、壁かべにかけたり首くび飾かざりにしたりと用よう途ともまちまちだ。

「今回の物は、全長は大人の顔ほどですね。表面には水すい晶しようと金で花や文様があるといった豪ごう華かなものです。ただ、呪詛の疑いがあるのは、その中央にある目を模ったルビー。ここに致ち命めい的てきな傷がみられ、守護物としての力が失われていると研究室はみているようです。修復が可能かどうかと原因究明について、ひきつづき調査を進めるということです」

　がたっと、小さく音を立て椅い子すをきしませたハイヅカが、楽しいことでもはじまるかのような期待をこめた目で、物ぶつ騒そうな笑えみを浮かべる。

「じゃあ、あとは簡単だ。こっちでその七聖守護物を壊したやつをやっちまうってことだろう？」

「待ってくださいよ。どういった状じよう況きようでそれがなされたか、まずは現場の分ぶん析せきと状態を見て正確に相手を割り出さないと……」

　ハイヅカの言葉に慌あわてて発言するダリウスのいうことも、もっともらしくはある。

　そもそもこの対策室は、どういった方法で七聖守護物ザインタリスマンを守るつもりなのか。

　そんなことを考えたアイリは、ふたたび視線を感じてはっと顔をあげる。

　ずっと黙だまってシアーズの隣に座っていたサルジュが、うるんだような瞳ひとみをさっと伏ふせた。

「サルジュ様の話を、聞いたらいいんじゃないでしょうか？」

　アイリの提案に、シアーズが我が意を得たりとうなずいてみせる。

「そう。アイリのいうとおりね。彼女こそ現地の、しかも現場を知る数少ない証人でもあるわ。彼女は単に七聖守護物を運んできただけの人ではないの。星鎮ちん守じゆのひとつ、フレイアパレスのアクラム家の姫ひめ君ぎみでもあるのよ」

　改めてそう教えられ、アイリは生まれて初めて目にするお姫様という存在に、どうりで気品が違ちがうはずだとうなずかされた。

　アルステラ大陸の各都市には、七聖守護物ザインタリスマンを守護する家がそれぞれ定められている。

　かつてウィッカが星を降ろした時代に、七聖守護物を託たくされ見守ってきた星鎮守は、その土地で栄さかえ、力を持つ者が選ばれたとも伝えられていた。

　そうした栄えい誉よである星鎮守の役割を引き継ついでいくことは、その家の力を知らしめることになるのだ。

「ただ、ご本人を前に失礼を承知で申し上げるなら、フレイアパレスのアクラム家では当主を亡なくされたばかりよ。しかも後こう継けい者しやになられるジュマイエル様が、病で臥ふせっておられるとの報告もあって、とても不安定な情勢ね」

　シアーズの言葉がわかっているはずはないが、サルジュの表情は硬い。

　どうやら色々な事情が重なり、アクラム家の人間であるサルジュが、七聖守護物ザインタリスマンをここまで極ごく秘ひに持ち出してきたらしい。

「エリ　マクナ……」

　やや色の深い薄うすい唇くちびるがひらかれ、耳慣れない言葉を紡つむぐ声は澄すんで耳に快い。

　アイリは席を立ち、サルジュのそばへ歩みよると、さきほどシアーズが説明した内容を通訳して聞かせた。するとサルジュは物もの憂うげに瞳をふせて、細く息をつく。

『このたびの、七聖守護物ザインタリスマンが脅おびやかされるという不ふ祥しよう事じについては、アクラム家すべての人間が申し訳なく思っております。ですが、いま兄の病状についてや、七聖守護物に及んだ危機を他家の者に知られるわけにはいかないのです』

　やはりシアーズのいうように、フレイアパレスのなかでも家同士の問題があり、壊こわされた七聖守護物を現地においておくこともできなかったらしい。

『本来なら、父亡きあと継けい承しよう式が行われ、当主となった兄のもとに奥方を迎むかえいれる予定でした。ですが、「ファティマの手」が破は壊かいされ、兄自身も病に倒たおれ……フレイアパレスには異常気象がつづいています。少しでも早く状況を改善するためにも、「ファティマの手」を調べていただき、民たみを救う手立てを持ち帰りたいのです』

　サルジュの衣装からのぞく首筋や、手首はどこか頼りないものだったが、姫君という立場でありながら、その瞳には意志の強さが宿っている。

　気づけばアイリはサルジュの手を握っていた。自分でも驚おどろき、とっさに手を離はなそうとすると、逆にサルジュに強く握られた。

　それを見たシアーズが、ふたたびアイリにカードを差し出す。

「じゃあ、話ができるようならこれを使ってみましょう。七聖府としては、七聖守護物ザインタリスマンを狙ねらった者が誰であれ、その目的を慎しん重ちように見み極きわめなければならないわ」

　アイリはカードを受け取ると、その背を本でこづかれた。

「さて、僕の出番というわけだねぇ」

　タロットの教本を手にしたダリウスのじつにおっくうそうな表情に、嫌いやな予感を覚えてつい身を引いてしまう。

「あの、ビシバシやってくれなくていいので、基本でお願いします」

「あったりまえだ！　君みたいな素人しろうとは、基本だってバキバキ教えないと無理そうな気がするけどね」

「ば、ばきばき……」

　ふぅ、と細くため息をついてみせるダリウスに、シアーズが横から「後こう輩はい育成だって先達の義務よー」と低くたしなめている。

　ダリウスは美少年もだいなしのむくれた顔で、アイリの前に本をどんと置いた。

「まず、『タロット』というものは、古くからある占うらない札のひとつだ。過去、現在、未来を示す鍵かぎを与あたえてくれたり、ひらめきをくれたりする。ちなみにいまここにあるのは、大アルカナと呼ばれるカードが二十二枚で構成されているデッキになる」

　それからダリウスが垂れるうんちくは果てしなくつづくかに思えたが、アイリの視線がだんだんうつろになるのに気づいてくれたのか、はた、と口を閉とざした。

「君には実じつ践せんさせるほうが早そうだ。別に失敗したから爆ばく発はつするってわけじゃないしね。とりあえず、ド素人の君でもわかるような一番単純な方法からはじめよう」

　そこまで言われて引き下がってはいられないと、アイリも本に目を落とす。

「これでいこう『ワンオラクル』。まずは知りたいことを念じながら、カードを机のうえでまぜるんだ。思い浮うかべるのは、なるべく確定事じ項こうだけに絞しぼること。今回の『ファティマの手』の呪じゆ詛そに『黒の七星旅団』がからむかどうかは、まだ不確定要素だからそれは除く」

　ダリウスに言われたとおり、アイリはカードを裏向けるとつるりとした表面に触ふれてまぜる。

「じゃあ、フレイアパレスのことと、七聖守護物ザインタリスマンに関することのみってことですね」

　そこからは本に書かれている通り、カードの束を何度か切って机に置いた。

　アイリはなるべく意識を集中して、自分が知っているフレイアパレスのことを思い浮かべる。

　年中強い日差しにさらされる岩場や、一面に広がる乾かわいた土とまばらな木々。

　他都市への行き来や接せつ触しよくは少なく、それだけに一族の家いえ柄がらや、格式を重視する封ほう建けん的な社会だ。外部の者が受け入れられることもほとんどないと聞く。

　男性は剣けんを持ち馬を繰くり、女性はほぼ外へでることもない。そんな常識のなかで育ったはずのサルジュが踏ふみ切った今回の行動が、どれだけ大だい胆たんなものなのかアイリにはよくわかった。

　──記録映像で見た。フレイアパレスの乾かん季きには、光る粒りゆう子しが空気中にあらわれて、それが枯かれ葉はにつけばわずかな草木を燃やすこともあるって……だけど、すごく綺き麗れいな光だった。

　災害に繫つながるものだと知っていても、あの光景はいまも脳のう裏りに鮮あざやかだ。

　なんらかの呪詛、壊れた『ファティマの手』、異常気象、それを運んできたサルジュ、病気の後継者……

　よぶんなことを思い浮かべる前にと、アイリは一枚のカードを選びだす。

「これだ！」

　ピチリと硬かたい音をたて、裏返したカードを置いた。

「……？」

　そこに描えがかれた図ず柄がらを眺ながめるものの、アイリは意味が読み取れずぐぐっと首を傾かしげる。

　その目の前で、ダリウスの手がパンと机をはたく。

「はぅっ、びっくりした！」

「いーかな、アイリ・イスフェルド。そこにあるカードがなんなのか、いってもらわないと僕たちにはわからないって気づいてるか？」

「あ！　でした。なんか、気持ち悪い顔の青年が描かれてるんですけど。これ、逆立ちしてるんじゃなければ、足の片方に縄なわがかけられて吊つるされてる……なんか処しよ刑けいとか罪人の絵みたいですね」

　わけがわからないと漏もらすアイリの言葉に、ダリウスの視線がさらに鋭するどくなる。

「それは『気持ち悪い顔の青年』じゃなくて、『吊るされた男』というカードだ」

「でもこの人、吊るされてるのにうすら笑ってるみたいですけど」

　アイリとダリウスの会話を聞いて、シアーズとハイヅカも困こん惑わくした表情を見せる。

　サルジュに至っては、もっと状況が理解できない状態だろう。

「とにかく、この『吊るされた男』のカードが意味するところは、『試練、不自由な状態、目標を見失う、逆転の発想、なんらかの犠ぎ牲せい……』そんなところかな」

　そこまで口にして、ダリウスは少年らしさの残る表情を苦くゆがめる。

「それにしても、タロットは占せん者じや自身がカードをどう読み取って解かい釈しやくするかが大切なんだ。じつに繊せん細さいかつ、思し慮りよ深ぶかい考察が必要な作業でもある。とにかく最大の難点は……君がそれをするってこと！　わかるかな、僕のこの絶望感が」

　苦く悩のうするようなダリウスの口調に、アイリもうんざりした表情でぼやく。

「私だって味わってもらいたいですよ、この中ちゆう途と半はん端ぱなやり場のなさを」

　背後でそれを見ていたハイヅカが、妙みような音を立てて吹ふき出した。

「いや、悪い。でもまぁお前ら、協力したらわりとうまくいきそうだぞ？」

「冗じよう談だんはやめてください！」

　いきり立つダリウスに、アイリは「ハイヅカさん、そんな気休めを……」とつぶやきつつ、気づいたことを口にした。

「でもこのカードって、あんまり前向きじゃない意味が多いような気がします。もちろん状じよう況きようは良くないわけですが、なんでこのカードなのかってとこに意味があるんですよね？」

　どれだけ睨にらみ倒したところで、カードの青年は微び妙みような表情でぶら下がるばかりだ。

　もう少しサルジュ本人と、カードの意味も交えて話をしてみようとしたとき、対策室の扉とびらが乱暴なノックとともに開け放たれ、制服姿の数人の男女があらわれた。

「対策室の有能な方々の仕事をさまたげて申し訳ないんだけど、邪じや魔まするわ」

　どこか高飛車な、もったいぶった態度の女性は、険しい視線で室内を見み渡わたす。

　シアーズは驚いたようすもなく、ひらひらと指先をそよがせてみせた。

「あらぁ、都市調整局の皆みな様さま。ごきげんよう」

「こちらに、フレイアパレスからの客人が──！」

　口をひらいた女性は、壁かべ際ぎわに座るサルジュの姿を認めると、途と端たんに眉まゆをつりあげた。

「まさか、勝手にここへ連れてきたのでは……」

「それこそ、まさかまさかよねぇ。出勤してみたらお客様が入り口でお困りのようだったから、お連れしただけのこと。対策室こちらでの朝の打ち合わせが終わり次し第だい、すぐに調整局そちらへご案内さしあげようと思っていたところですとも。ね、サルジュ様」

　恭うやうやしくその手をとって、サルジュを都市調整局の人間に送り出しながら、シアーズはさりげなく目配せを送る。

「ったく、空々しい。対策室なんて世間へのご機き嫌げん取りなんだから、無む駄だ金がねつかわないように、せいぜい記者にアピールでもしてることね」

　嫌いや味み極きわまりない捨て台詞ぜりふとともに、サルジュの手を引いて出て行く職員の背に、シアーズは高らかに声をかける。

「せいぜい皆様のお役に立てるよう、努力させていただきますとも……力ずくでね」

　最後だけはどすの利きいたつぶやきとなったが、それを見ていたハイヅカが「やっぱりか……」ともらす。

「なにが、やっぱりよ」

「いやだって、あの入省式での発表の仕方が、いかにもあてつけっぽいっていうか、嫌味だろ。他部署が持つ権限を一挙に飛び越こえるってのもな、反感買うだろうとは思ったけど」

　その会話を耳にしていたアイリも、どこか納なつ得とくできる話ではあった。

　あれだけ特別だと煽あおり立てたからこそ、自分も周囲から激しくやっかみを受けたのだ。

「だって事実だもの。結局部署ごとの動きって統制はとりやすいけど、弊へい害がいも大きいわけ。七聖府ザインも大きくなっちゃったから、お上の事情も多いし。でもそれじゃ現実に対処していけないじゃない？　コーネル室長はそういった現場を憂うれえて、ここを立ちあげられたのよ。だから最初はハリボテでも、名目とハッタリが重要なんじゃない……」

「あとは力ずくで、ですか？」

「そうよ、アイリはまだ外務省に戻もどりたい？」

　アイリはとっさに首を横にふっていた。なぜだかいまは、シアーズが話してくれた『力ずく』の仕事をしたいと心が決まっている。

　ここへきた初日には想像もつかないことだったが、シアーズが口にした、七聖守護物ザインタリスマン対策室の設立の意味や『黒の七星旅団』の名をふたたび聞いたいまとなっては、当然のことかもしれなかった。

「いまはご覧のとおり、七聖守護物について共有されるべき情報や、客人との面会もこの対策室で自由にならない状況よ。じゃあどうするか？　客人を強ごう奪だつし、現場へ踏みこんでいくしかない。実力行使あるのみ」

　軍事局からきただけに、シアーズは右拳こぶしを突つき上げて志を語る。

「ようは言い方ひとつ、やりかた次第ってことですね」

「よくわかってるじゃない。じゃ、いまはとりあえずカードの解釈をしちゃいましょうか」

　その騒そう々ぞうしさのなかでも、ダリウスだけは我関せずといったようすで、カードと本に首っぴきになっている。

　アイリがその手もとを覗のぞきこむと、「ちょっと君、座りなさい」と指示された。

「さっきのつづきになるけど、このカードの持つ意味から君の解釈を聞きたい。『吊るされた男』が意味するこの項こう目もくについてだ」

　広げられたページを前に、アイリもようやく集中してカードの意味を読み取ろうとしてみる。

「そうですね……『試練』については、フレイアパレスの七聖守護物ザインタリスマンが壊こわされたことに対する都市の不安、もしくはアクラム家の不安ともとれるし、『不自由な状態』とか『犠牲』だってそうですよね。でも、『目標を見失う』っていうのは、もう少し話を聞いてみないと」

　想像がつく範はん囲いで口にしてみるが、どれも新しい発見やきっかけにつながるとも思えない。

「う──ん、あ！　ひょっとして、サルジュさんが呪じゆ詛そをかけた本人だとか！」

「なんなんだ、それ」

　あきれた調子でハイヅカが口にするが、アイリは気にしない。

「もしかしての『逆転の発想』ですよ。さっき話した感じだと、そうは思わないですけどね。あくまでも可能性のひとつってことです。サルジュさんがなにかの目標を見失って、不自由な状態になったから犠牲に七聖守護物ザインタリスマンを壊して、ここへ持ち込んだ……？　うーん、違ちがう気がする」

　解釈をつなげてみたものの、アイリ自身、あまり意味が通らないとわかっている。

　迷めい走そうするアイリに、ダリウスが横から助言をくれた。

「言っておくけど、タロットカードの意味を全部つないでしまうような解釈はあんまりしないみたいだけど？　そもそも、そのカードであってるのかどうかって問題もある」

　しばらくは全員で、アイリの机を取り囲んでやいやい言ってみたものの、きりがないと思ったのかシアーズが提案した。

「じゃあ、すぐに答えがわかりそうな、別のことを占うらなってみたらどうかしら？」

「なるほど！」

「名案。じゃああれだ、次のパーティでシアーズ主任に恋こい人びとができるかどうかで、いっとこう」

　ハイヅカの提案にシアーズがまなじりをつり上げる。

「勝手にいっとくんじゃないわよ。上司の私生活をネタにするとはいい度胸ね」

　シアーズが険しい顔でにらみつける横で、アイリはすでにカードを交ぜはじめていた。

「あ……ちょっと」

　止めようとしたものの、結果が気になってしまった悲しい女心なのか、シアーズの制止の声が小さくなる。

　ぴちり、アイリに選びだされたカードが机の上で硬かたい音を立てた。

「これです。あ、……えーとこれは」

　アイリは微妙に視線を泳がせつつ、教本から図ず柄がらを指し示してみせると、ダリウスがよどみなくそれを読みあげた。

「なるほど『悪あく魔ま』ですね。えー、意味は『欲よく望ぼうがうずまく』『誘ゆう惑わくに負けそう』『なにかが遅おくれる』『寂さびしさに負ける』『腐くされ縁えん』と」

　その場の一同は、じつに神しん妙みようになんの表情もうかべまいとシアーズから目をそらす。

「主任。いくら寂さびしくても、あんまりヤケになって自分を安売りしたらおしまいですよ。少なくとも、七聖府ザインの経歴に恥はじないようにふるまっていただきたい」

　口調は丁てい寧ねいながらも、上司の運命をカードどおりに受け止めたらしいダリウスの言葉は容よう赦しやがない。

「ま、なんだ。これ以上婚期アレが遅れたって、そう変わらないって。元気出せよ！」

「なんか、このカード当たってる気がしてきました」

　めいめい勝手に感想を口にするなか、シアーズはひきつった頰ほおを指でそっと押さえる。

「そうねぇ、じゃあ次はハイヅカの『余命宣告』と、ダリウスの『第二次成長期』について占いなさいな。もちろん正確に頼たのむわね、アイリ」

　あまりに的を絞しぼった内容に、アイリもカードを手にして苦笑いするしかない。

　しかし、自分だけが生け贄にえではたまらないのか、シアーズの追及は容赦なかった。
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　対策室のメンバーは、七聖守護物ザインタリスマンに関かかわるはずのタロットを、どこまでも個人的な占いに使うという、あまり褒ほめられない行いに熱中してしまった。

　しかし白熱したカードの解かい釈しやくをみても、その結果はじつに正確なことが証明され、このタロットはかなりの精度で物事の真実を告げているのだと一同は確信した。

「ここまで私的利用してると、ウィッカの加護とか、なくなっちゃう気もしますけどね……」

　それもいいけど、と内心ぼやきかけたアイリの前で、その言葉に我にかえったシアーズが慌あわててカードを回収すると大切そうにしまいこみ、研究室へ返へん却きやくすると告げ出て行った。

　気がつけば時刻は昼を回っている。対策室に残ってタロットの解釈をもう一度見直すというダリウスを置いて、アイリとハイヅカは一いつ緒しよに食堂に向かうことにした。

　すでに混こみ合う時間を過ぎているのか、初めて入る職員用の食堂は人がまばらだ。

　しかしハイヅカと連れ立って食堂に入った途と端たん、周囲の視線がさっと集まり、そしてそらされながらも意識を向けられていると感じる。

「あそこ、植木の奥にするぞ」

　壁かべの前面が総硝子ガラスになっているテラスはとても明るい。だがそこへ向かう間にも、アイリに向けられた女子職員の聞こえよがしな声と、視線をはっきりと感じた。

「お前、またいわれてんぞ？」

「別になれてますし。直接嚙かみつかれなかったら、こっちも嚙みつきゃしません。それに半分ぐらいは私じゃなくて、ハイヅカさんみてますけど」

　純じゆん粋すいに疑問に思いアイリが周囲を見回していると、正面に座ったハイヅカが明後日あさつてをみるような遠い視線で語りだした。

「まだ俺の伝説が七聖府ザインに知れ渡わたってない頃ころ……このカフェテリアが半はん壊かいしたことがある」

「なるほど、それでいま伝説を知る一部のひとが、そそくさと出て行ったと」

　きたときよりさらに空いたカフェテリアでゆっくりとランチを選びつつ、ハイヅカがいると便利なこともあるのかとアイリは実感する。

　日ひ替がわりの定食を選んだアイリのトレイには、豚ぶた肉にくのトマト煮にと焼きたてパンが載のせられ、野菜がたっぷりのスープが添そえられた。

　栄養もバランスも考えられているのか、きちんと食堂で食事をとっていれば健康管理も行き届くようだ。

　人目を気にせず食事をしていると、先に食べ終わったらしいハイヅカが、少しだけ視線をさまよわせたあと口をひらく。

「アイリ、お前って……『黒の七星旅団』に──いや、やっぱりいい」

　突とつ然ぜん、まずいものを嚙んだような顔でハイヅカは言葉を濁にごした。

　学院にいたころもそうだったが、七聖府ザインを目指し関わろうとする人間の大半が十五年前の事件に、なんらかの関わりを持っていることは多い。

　だが、それをすすんで口にする者は少なかった。

　アイリたちの世代は、事件の傷きず跡あとのなかで過ごしてきた。それだけに、言葉にして確かめあえば、余計に傷を生々しくするような恐こわさがあったのかもしれない。

　それでも七聖府にいるいま、過去をやり過ごすために蓋ふたをする必要は、もうないのかもしれないとアイリは思いつつある。

「私の両親は、昔七聖府にいて……あの日ミッドパレスにいたんです」

　アイリはそれだけを口にしたが、ハイヅカには十分なようだった。

「それで、ここにいるってことは、『復ふく讐しゆう』みたいな気持ちがあるのか？」

　ハイヅカの銀の瞳ひとみが、午後の日差しをうけ、白く灰色にかすんで見える。

『復讐』と口にしたその唇くちびるがひどく美しいものに思えて、アイリはしばしみとれてしまった。

「いえ……そんなふうには、どうでしょう。事件を起こしたのが人間である以上、やっぱり嫌いやな気持ちはありますけど。私、当時のことをあまり覚えていないので、本当のことが知りたいんです」

　奇き麗れいごとを言っているつもりはなかった。

　過去の事件については、怒いかりや憎にくしみを感じることもある。ただそれが、自分の純粋な気持ちなのかといわれると、本当にわからなくなるときがあるのだ。

「まぁ、動機なんてなんだっていいけどな。俺もあの日、ミッドパレスにいた……」

「ハイヅカさん」

「あの日のことは忘れない。俺は『復讐』が目的だ。だから生きて、いまここにいる」

　ささやくような声はどこか大切そうに言葉をつむぐ。

「もちろん、ただやみくもにじゃない。聖戦器フアランクスを扱あつかえるようになったのがその証しよう拠こだ」

　聖戦器は使い手の精神状態や適性が深く関係する武器だ。一つの感情に支配されてしまえば、きちんと操あやつることなどできない。ハイヅカが優すぐれた聖戦器の使い手だという以上、たしかに自分の心を把は握あくできているということなのだろう。

「でも……それにしたって、まさか転属させられたうえ、相棒パートナーまで押しつけられるとは思ってもみなかったけどな」

　そう口にするハイヅカの眉まゆはややひそめられているが、その鋭するどい瞳はほんのわずかにやわらぎ、唇にも苦く笑しようが浮うかんでいることにアイリは気づいた。

『復讐』だと告げたのは、初めてハイヅカが口にした本音なのかもしれない。

　誰だれにも触ふれさせないできた傷口をさらすという行こう為いは、相手に心をゆるめたからだ。

　アイリは胸の底にわき立つ感覚に、そわそわと落ちつかなくなる。
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　──それに、いまハイヅカさん『相棒パートナー』っていった。

　目の前の男が、なぜか自分を相棒パートナーとして捉とらえようとしている気がして、アイリは気持ちが急せくままかすれた声でたずねる。

「じゃあハイヅカさんは……しばらく私とやってくってことですか？」

　手のひらの汗あせを握にぎりこみ、思い切って口にしたアイリに対して、ハイヅカは自分でも驚おどろいたように大きく瞬またたいた。すぐに夢から覚めたように思い切り顔をしかめてみせると、話題を事件について切り替かえてしまう。

「とにかく、今回のフレイアパレスの件は、外務省がかんでるだけにやっかいなんだ」

「主任がいってたみたいに、対策室うちってやっぱり他局からうとまれてるんですかね」

　ごまかされたと知りつつも、アイリもその話にのった。目の前で急速に閉とざされたハイヅカの懐ふところを、無理にのぞきこむ勇気はとてもなかったのだ。

「だろうな。今日のサルジュ様についてのやりとりもそれだ。基本的に外務省の奴やつらはお客さんを丁てい重ちように扱いはするが、七聖府ザイン内部のことを知られるのを嫌きらう。主任がやったみたいに、よりによって軍内部の研究室のある地下へ連れて下りるなんて論外だろうな」

「あぁ、それであんなにぴりぴり……でも、じゃあサルジュ様はいま？」

「客人なら都市調整局で新市街にでも連れだして観光させてるだろ。フレイアパレスの人間は、毎年連合議会のときにしか代表者もこないらしいし、星鎮ちん守じゆに恩をきせるいい機会だと思ってるかもな」

　その返事に、アイリはなにかひっかかるものを覚えて「うーん」とうなる。

　──サルジュ様は七聖守護物ザインタリスマンである『ファティマの手』を持ってきた。でも、それはいまちゃんと機能していない。もし主任がいったみたいに呪じゆ詛そを仕し掛かけたのが『黒の七星旅団』だったなら、どうしてやつらは『ファティマの手』を置いていったの？　壊こわすことが目的？　でもここでも修復できるようなものなら、やっぱり『ファティマの手』自体を持ち去るような気がするのよね……

「あの、もしですけど『黒の七星旅団』が『ファティマの手』を狙ねらっていて、サルジュ様がまだ持ってると奴らが考えてるなら、外出するのも危なくないですか？」

「確かにな。まぁ、いくらなんでも賓ひん客かくの外出には、保安局から護衛がついてるはず」

　まさにハイヅカがそう口にした途端、カフェテリアにも設置された放送用の拡声器から緊きん急きゆう放送が入る。

〈　新市街、南地区にて、七聖府職員が襲しゆう撃げきを受けた模様。都市保安部隊アレフからギメルまで、ただちに急行せよ　〉

　その放送に、ふたりは素す早ばやく立ち上がった。

「これって、たぶんサルジュ様も無関係じゃないですよね？」

「まずは主任のとこだな、もうねじこむ支し度たくもしてるだろ。いいか、全速力で走れ！」

　ハイヅカはそういった途と端たん、カフェテリアをとび出し建物の外へ向かって走り出す。

　アイリもわけがわからぬまま、ハイヅカの背中を追う。

　向かった先は、どうやら保安部隊が移動に使う飛空艇ていの格納庫があるようだ。

　広々とした発着場には、エンベローブと呼ばれる楕だ円えん形の巨きよ大だいな袋ふくろが見える。

　そこに詰つめられた浮ふ揚ようガスの力で、飛空艇は飛び立つのだ。

　整備の制服をきた人間が慌あわただしく駆かけているなか、強風に外がい套とうの裾すそを乱して主任であるシアーズが立っている。

「良かった。ハイヅカなら間ま違ちがいなく、ここへすっとんでくるだろうと思った」

　飛空艇の尾び翼よくにつけられたプロペラが回され、巻き起こった強風を避さけるように、ダリウスがシアーズの背後に立っている。

「対策室には飛空艇配備はないそうですから、保安部隊の移動で一いつ緒しよに運んでもらうことになりそうですよ。非常にお荷物扱いですけどね」

　先ほどから、聖戦器フアランクスを手にした制服の男たちがゴンドラに乗りこんで行くが、誰もがこちらに視線をよこそうともしない。

　シアーズが保安部隊の隊長に掛かけ合ったらしく、アイリたちも飛空艇に同乗することが許された。あくまでも移動や輸送のための飛空艇とあって、ゴンドラの内部は簡素なベンチと体を固定するためのベルトがあるだけの殺風景なものだ。

　しかしそのせいだけではなく、艇内の空気にはどこかはりつめたものがある。

　──ハイヅカさんも、もとは保安部隊にいたんだから、今回の人事でやっかみなんてのもあるんだろうな。

　隣となりに座るハイヅカに、アイリがちらっと視線をやるとどうやら伝わっていたらしい。

「立場は変わってもいつものことだ。俺は基本疫やく病びよう神がみだからな」

「そりゃ、人間誰しも我が身がかわいいですもんねー」

　しかしアイリが憎まれ口をたたけたのも、現場に到とう着ちやくするまでだった。

「ほら、これがお前の降下袋」

　手て渡わたされた背負う型の降下用補助装置に、アイリはふるふると首をふった。

「いらないです。高いところから地面に降りるのに、飛び降りるとかしない主義なので」

「主義ってお前……階段でもでてくると思ってんのか」

「いえいえ、だっていずれは着陸するんでしょう？」

　あきらかに後ろむきなアイリのしりごみ具合に、ハイヅカは命いのち綱づなになるフックをアイリのベルトに無理やりひっかける。

「残念だったな。これは着陸しない。この悪あく趣しゆ味みな角のついたバックルも命綱をひっかけるぐらいには役に立つだろ。あのな、保安部隊の飛空艇は、隊員を降下させたらそのまま帰き還かんするんだ。だから混こみあってる街の上空にもでてけるんだよ」

　わかったかといわんばかりに言い聞かせる間にも、アイリの青あお紫むらさきの瞳ひとみは受け入れがたい現実にぼうっとほうけていく。

「めんどくさいから、そのままぼさっとしてろ。なにが起きたかわかんないうちに、地面についてるから」

　アイリがハイヅカの小こ脇わきに抱かかえこまれる頃ころ、背後では同じく非現場要員だったダリウスが顔色を悪くしていた。手早く髪かみをまとめあげるシアーズに「抱だいておりてあげましょうか？」と問われ激しく拒きよ絶ぜつする。

「けっこうです！　ぼ、僕だって降下訓練ぐらい……受けたことは……」

「はーい、じゃあさっさとおりる！」

　シアーズに乱暴に突つき飛ばされ、ダリウスが強風すさぶ扉とびらの外へと姿を消す。

「うひぃぃぃひょおぉぉぉ[image: ][image: ]」

「おぉ、ちょっと聞かない雄お々おしい気合いだな」

「ハイヅカ、アイリを頼たのんだわよ。現場も初めてだし、もともとそういう経験も浅いはずだわ」

「やっぱり置いていったほうがよくないか？」

「それじゃ意味がないんじゃない。今後のことも考えるなら、あんたも自分のことなんだから協力なさい」

　ハイヅカは一いつ瞬しゆん口をひらきかけたが、再度アイリを抱えなおすと、ためらうことなく扉の向こう側へととび出す。

「ひいぃぃやぁぁあぁ────っっ!!」

「おとなしく気絶でもしててくれりゃいいものを……」

　ハイヅカが降下袋をひらくまで、耳をつんざくアイリの悲鳴を聞かされるはめになった。







　無事着地を果たしたものの、「ありえんタイミングで白目をむくな」とハイヅカに頰ほおをはたかれ、正気をとり戻したアイリはよろめきつつ皆みんなのあとにつづいた。

「ひ、膝ひざが笑う……ハイヅカさんめ。今度枕まくらの下に、悪夢を満タン搭とう載さいしたドリームキャッチャー仕込んでやる」

　まだ震ふるえる手の指をさすりながら、アイリは現場の建物へ入っていく。

　もとは講堂だったらしいこの大きな建物は、中央都市の歴史資料館として利用され、一いつ般ぱんにも開放されている。

　巨大な円形の丸屋根を持つ建物は、いまや天窓があまさず割られてしまっていた。

　建物周辺には、付近から駆けつけたばかりの保安部隊の兵士が大勢いる。

　最も天てん井じように近い位置の、レリーフを見学していたらしいサルジュと都市調整局の職員が救護班の人間に囲まれていた。

　それをみつけて、シアーズがそれぞれに指示を出す。

「アイリは私と一緒にきて。サルジュ様から直接話を聞いて欲しいの。ダリウスは侵しん入にゆう経路の確定と使用された守護物タリスマンや呪具があればその痕こん跡せきを。ハイヅカは要人警護のためサルジュ様についてちょうだい」

　しかし靴くつ音おとを立てて近づくシアーズの姿を目にした途端、サルジュを囲んでいた都市調整局の人間の表情が険しくなる。

「とりこみ中悪いわね、でもいまはメンツうんぬんいってられないのよ。いったい、なにが起きたの？　襲撃者について見当は？」

　シアーズのあけすけな言葉に、そのうちの一人が苦々しげに口をひらく。

「まだわかりません。空から襲撃があったことは確かですが、我々もサルジュ様をお守りするのが精せい一いつ杯ぱいでしたから」

　アイリも、床ゆかに座りこんでいるサルジュの側そばに膝をついて声をかけた。

『あの、大だい丈じよう夫ぶでしたか？　この襲撃はやっぱりサルジュ様を狙っての……？』

　手ての甲こうや頰に軽く火傷やけどを負っているサルジュをいたわるように、そっと肩かたに触ふれる。

　しかしサルジュは気き丈じように天井をふりあおいで指を伸のばした。

『侵入者はそこの天窓を破って入ってきました。たぶん、空から……目当ては私だったように思います。階下の人たちに被ひ害がいがないならいいのですが──』

　サルジュの言葉も終わらないうちに、ド、タタタタタッ!!　と衝しよう撃げき音が頭上を襲おそい、保安部隊の怒ど号ごうと駆け回る音が響ひびく。

「ちくしょう、まだいたのか!?」

　ハイヅカは側にあった手すりに足をのせると、破れた天窓に手をかけ、丸屋根の外へ軽々と体を持ちあげる。

「ちょっと、ハイヅカさん!?」

　慌てたアイリも苦労してあとを追ったが、窓の外に顔を出した途端、ブウゥゥンンと虫の羽音に似た音で耳がいっぱいになり、強風に髪が煽あおられた。

　宙に舞まう髪の隙すき間まから見えたのは、建物の壁かべに接せつ触しよくするような勢いで接近する、深しん紅くの飛空艇だった。そのゴンドラ部分に仕込まれた小型の台座から、銃じゆう弾だんが撃うちこまれたらしい。

「駄だ目めよ、ハイヅカ戻もどりなさい。あんたの仕事は要人警護でしょう！」

　足もとでシアーズが声を荒あらげたが、ハイヅカの手にする聖戦器フアランクスは小さく鳴動しているようだ。

　屋根の上に転がる瓦が礫れきを踏ふみ越こえていってしまうハイヅカの背を、アイリもやみくもに追った。

　カフェテリアで聞いたばかりの、「復ふく讐しゆうだ」と口にしたハイヅカの唇くちびるが脳のう裏りによみがえり、不安にかられる。

　屋根の向こう、傾かたむきつつ近くなる巨きよ大だいな飛空艇からは、威い嚇かく射しや撃げきもやんでいた。

　実際にこの都市の戦せん闘とうで、銃じゆうが使われることは稀まれだ。

　守護物タリスマンや呪じゆ物ぶつの威い力りよくが影えい響きようするアルステラ大陸では、それが武器や兵器であっても使い手が直接触れている物ほど効果が高い。

　弓や銃弾のような飛び道具は、相手が堅けん牢ろうな防ぼう御ぎよ陣じんを張っていれば無効化されてしまうこともあるからだ。だが、銃じゆう撃げきの音もやんだというのに、あたりは異様な緊きん張ちように包まれていた。

　肌はだのうぶ毛まで逆立つような、不快なプロペラの音だけがつづいている。

　まるで周囲にあるものを残らず汚お染せんしていくような、禍まが々まがしい風を巻き起こしてそれは近づいてきた。

　その船体部分に描えがかれた印がなんであるか気づき、アイリは身み震ぶるいした。

　六ろく芒ぼう星せいの下の突とつ起きが黒く塗ぬりつぶされたそれは、『黒の七星旅団』を名乗る者たちが使用したといわれるものだ。

　──知ってる。この印は、あいつらが掲かかげてたっていう旗にも使われてた。

　急に首筋が熱く脈打つようになり、アイリはめまいを感じた。

『当時のことをあまり覚えていないので、本当のことが知りたいんです』

　ほんの少し前に、自分はカフェテリアで確かにそう口にした。

　──違ちがう。覚えてなくたって知ることはできた。奴やつらがなにをしたのか。

　空が裂さけて地が割れ、多くの命が吞のみこまれるのを見た。

　家も家か畜ちくも押し流され、地の木々は腐くさり、残った人々は病に蝕むしばまれるなか、ただうつろな瞳をしていた。自然災害とも思われた数々の災難の背後に、あの印が掲げられ、膨ぼう大だいな呪じゆ詛そや呪具の力が利用されていたのだ。

　目をそらすまいとして追ってきた数々の記録。自分の記き憶おくではないものたちが作り出す悪夢とその感情を、ずっとまがいものだと押しこめてきた。

　──復讐なんかじゃない。……これは、怒いかりだ。

　空を焦こがす暗い炎ほのおのような飛空艇から、白っぽい影かげがこぼれるように宙に飛び出す。

　瘦やせた鳥にもみえた物体は、ぶわりとその形を変え、凶きよう悪あくな爪つめを剝むきだしにした。

　風をはらみ、はためく布から伸びたのは、細く白い人の腕うでだった。

　その手が操あやつる長なが柄えの先には、まるで死に神の鎌かまに似た白はく刃じんがある。

　三日月のように、ほっそりと長い刃やいばは鋭するどく空気を切り裂き、ハイヅカへと向かう。

　ガキン！　と金属が軋きしる嫌いやな音がして、その刃はハイヅカが手にした聖戦器フアランクスの穂ほ先さきにからめ取られた。

　鳥のように聖戦器にふわりととまった相手は、ひどくやせぎすで頭部はヤギの頭ず蓋がい骨こつにつつまれている。

　悪あく趣しゆ味みな彩さい色しきでまだらに塗られた巨大な角と、額に描かれたウィッカの印がひどく雑で生々しい。わずかに見える顎あごの線から、中身が人間であることは知れた。

　薄うすい肩をつつむのは、飛空艇と似た暗い赤のケープだ。

「燃やし残しを片づけにきた。なんなら……ここのガラクタともども吹ふき飛ばすまで」

　そう告げて、少年とおぼしき人物はぱんとまっすぐに腕を伸ばす。

　勢いのまま後ろ向きに跳とぶと、素す足あしが瓦礫を蹴けった。

　青白い手をケープの隙間からのぞかせると、少年は自分の腕を鎌で切りつける。

　節ばった指で血をすくい取ると、空中に印を切るように六芒星を描く。

　低すぎず、どこか底のはった声が、仮面のむこうからくぐもることなく聞こえてきた。

「逆さかしに行け、逆しに行くぞ……。あたり一面血花を咲さかすぞ、枯かれゆけ、散りゆけ、燃えゆけ、絶えゆけ」

　同じ調子でつづけられる言葉の羅ら列れつは、独特の音律で聞くものの意識を引きずりこむ。

「……飛火、変火、四方さんざら、みじんと乱れ、破れ、其そは知るまい、此これは知る取る、めぐれ、血の花弁、めぐりて絶えよ、めぐれ、めぐれ……」

　耳慣れない言葉の繰くり返しに、側にいたアイリの背筋におぞ気が走る。

　こぼれる音に吸い寄せられるようにして場の空気が密度を増し、少年から流れ出る血があたりを縛しばり支配していく。

　その声には、暗いものに乞こい願ねがう、喜き悦えつにも似た響きがある。

　駆かけ寄ってこようとしたほかの保安隊員が、少年の声が届く範はん囲いに踏み込むなり、皮ひ膚ふを切り裂かれたのか血しぶきをあげた。

「アイリ、呪詛を聞くな。言葉の意味を捉とらえたら取りこまれる」

　ハイヅカの声を耳では拾えるのに、まともに理解できない自分にアイリは焦あせった。

　人が、人に向ける呪詛を目まの当たりにするのは初めてだ。

　──恐こわい。

『黒の七星旅団』は私し利り私し欲よくのために人の命を奪うばった。ずっとそう思ってきた。

　だが目の前にいる少年の存在は異質だ。

　──楽しんでる……私欲なんかじゃない。子供が飽あきた玩がん具ぐを蹴け散ちらすのと変わらない。

　獲え物ものを捕とらえる動物とも違う、食べるから殺すのじゃない。楽しいから殺すのだ。

　自分が相手にしようとしているのは、そういう輩やからが集まっている集団なのだ。

　初めて『黒の七星旅団』を目の当たりにしたアイリは、自分の混乱した感情が身のうちを焼き崩くずしていくような感覚に見み舞まわれる。

「アイリ！　いいかここを動くな。いますぐ口をひらいて、自分の声を聞くんだ、いいな！」

　手首をハイヅカにつかんでゆさぶられ、アイリは爪がくいこむほど自分が手を握にぎりこんでいたのだと気づく。

　つめていた息を吐はくと、どっとこめかみに汗あせが伝った。

　ハイヅカは自分の手首から数珠ロザリオをはずすと、アイリの手に握らせてくれる。

　それに気づいたのか、ヤギの頭ず蓋がいが小さく動いてアイリを見た。

「なんだ？　その小さいの、なんか気になる。その匂におい……あ、なんかヤだな。私の嫌きらいな匂いだよ」

　突とつ然ぜん何かがカンにさわったようすで、少年はアイリに手を伸ばそうとする。

　だがハイヅカの一いち撃げきがそれを払はらいのけ、すぐさまアイリを背にかばうようにして少年と対たい峙じした。

　小さくつぶやくように唇を動かすと、ハイヅカが手にする聖戦器フアランクスがリィィイと澄すんだ音を立て始める。

「お互たがい得物を使うなら、もっと広い場所が必要だ。つきあえよ」

　ハイヅカは、勢いよく槍斧ハルバートを背面に振ふりあげたかと思うと、高く跳ちよう躍やくし、相手の頭上から切りこみかかる。

　少年も素す早ばやくその身を入れ替かえると、ハイヅカの槍斧に鎌をからませ、その柄を足で蹴りあげて宙へと躍おどるように身を投げる。

「ハイヅカさん!!」

　地上数十メートルの高さから、ためらうことなく飛び出したふたりは、もつれるように建物の壁へき面めんに長柄を打ちこみ、そこを足場に舞まい降りていく。

「ハイヅカさん……どうしよう……」

　手の中に残された数珠ロザリオを握り締しめて、アイリは周囲を見回す。

　一面、赤い霧きりが吹きつけたような異様な光景のなか、防御陣が張られた建物の奥から主任であるシアーズが顔をのぞかせたが、そこには怒りの色がある。

「ったく、ほんと無む茶ちやばっかり……馬ば鹿かハイヅカ。あれじゃ自分の命まで落っことすわね」

　その言葉に、アイリの肩かたがびくりと揺ゆれる。

　──置いていかれた。私が怯おびえてるって気づいたから、ほんとに役立たずだって思われたからだ。

　いらだって吊つりあげられたシアーズの眉まゆが、アイリを見つめてぎゅっと寄せられる。

「そりゃ、いきなり現場に出たあんたが、すごく役立つとは思ってないけどね」

　落ち着いた口調に、アイリは責められるより胸が痛んだ。

「ハイヅカさんは……なにか、できることはないんですか？」

「そーね、まずは階下におりて待機よ。運がよけりゃ息のあるハイヅカが拾えるわ。あんたはできるだけ救護班と一いつ緒しよに、ハイヅカの側そばにいられるようにして」

「わかり、ました」

　心配してくれているのか、硬かたい表情のダリウスが腕を取って歩いてくれる。

　資料館の一階では、一いつ般ぱん客きやくが退たい避ひし終えたらしく、怪我けが人を運び出す救護班が慌あわただしく行きかっている。

　アイリたちが到とう着ちやくすると、正面扉とびらがひときわ大きくひらかれ、救護用の担たん架かが数人がかりで引き入れられた。

「ハイヅカさん！」

「どいて、そこ。さがって！」

　額の横を大きく切り裂かれ、ぐったりと横たわって見えるのは血の気を失ったハイヅカだ。

　閉められようとする扉の外で兵士の声がとびかうのが耳に入った。

「一緒に飛び降りた男はどこだ!?」

「わかりません、影がふたつ見えたとの報告はありました。ですが、もう……」

　少年の姿を捜さがし、複数の兵士たちが周囲を駆け回っているようだ。しかし扉の内側でもまた緊きん迫ぱくした声がとぶ。

「気道確保して、膝ひざをやられてる。止血と輸血だ」

「ハイヅカさん！　ハイヅカさんってば!!」

　名前を叫さけぶしかできないアイリの首もとを、シアーズがつかみ寄せるのと、担架のハイヅカがうっすら瞳ひとみをあけるのが同時。

「う……うるせ……。あの野や郎ろう、逃にげやがった……」

「あら、生きてた。ほらぁ、大だい丈じよう夫ぶよアイリ。ハイヅカは死んでなかったら死なないから」

　慰なぐさめにしてもあまりな言葉に、アイリもつい我に返る。

「主任……その理り屈くつは、ちょっと変です」

「気休めじゃないのよ。心肺停止だってこれまでいっぱいあったんだから。今日は意識があるだけマシ。でも、あれね。今日のこれじゃ効果のほどがよくわかんないわよねぇ」

　ハイヅカに意識が戻もどったことで、シアーズもそれなりにほっとしているのだろう。

　努めていつもと同じ調子で陽気に言葉を紡つむいでいるが、アイリはそれどころではなかった。

「私……だめです。ものすごい役立たずです」

　救護用の飛空艇がある場所へと運ばれていく、ハイヅカの側にいくことすらできない。

　そんな資格が自分にはないのだと、痛いほど身に沁しみる。

　──『復ふく讐しゆう』だなんていってたハイヅカさんのほうが、ずっと落ち着いてた。

　私は、自分の気持ちもわからないで、あんなに『黒の七星旅団』が憎にくいと思ったのに、恐くて……ただ怯えてただけだ。

「すみません。このまま歩いて戻ります」

　明日にはもうこの制服を着ていないかもしれない。そんな考えすら頭に浮うかぶ。

「ねぇ、アイリ」

　シアーズの落ち着いた声が背に刺ささる。

　ふり返るとそこには、少し哀あわれむような瞳があった。

「逃げられやしないのよ、自分からは」

　アイリは制服の腕わん章しようをむしりとるようにはずすと、ポケットに突つっ込んで走り出した。
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　聖戦器フアランクスを高くかざし、まるで飛び降りるように消えたハイヅカの背中。

　渡わたされた数珠ロザリオを握っているしかできなかった自分。シアーズのくれた言葉の意味。

　ぐるぐると繰くり返しめぐる光景と言葉で頭をいっぱいにして、アイリは走りつづけたが、七聖府ザインの正門が見えてくる頃ころには、息を切らして足を止める。

　走っている間中、ぐだぐだと自分のなかで言い訳を並べつづけた。

　士官学校卒でもないのに、いきなり現場に放ほうり出された。

　配属変へん更こうのことも、得体の知れないタロットのことも、すべて自分に事後承しよう諾だくのことばかりで、押しつけられたものばかりだ。

「あー……やだ。そういうの、いまいったって負け惜おしみだ」

　ひたすら息を整えて汗をぬぐうと、アイリは妙みように頭がすっきりと冴さえているのに気づく。

　──逃げられない。ほんとに、主任の言うとおりだ。

　いま七聖府から出て行ったところで、自分の気持ちはなにひとつ晴れない。

　出会ってしまった自分の本音も、恐きよう怖ふも、ハイヅカへの罪悪感も消えてしまいはしないのだ。

　──ここで逃げ出したら、絶対になにもかもダメになる。なんか、それだけはわかってる……いまの自分の評価だってやっぱり悔くやしい。

　アイリはポケットに手を突っこむと、ふたたび取り出した腕章のシワを伸のばし、それをつけ直しながら正門をくぐった。

　建物のなかへ入ると、そのまま迷うことなく外務省のフロアに通じる昇しよう降こう機に乗りこむ。

　扉が開いて、目の前の受付の人間に怪け訝げんそうな顔をされたが、アイリは腕章を見せるとひるむことなく口をひらいた。

「『七聖守護物ザインタリスマン対策室』のアイリ・イスフェルドです。先ほどの、資料館で起きた襲しゆう撃げきの件でお話があります」

　受付の人間も、『七聖守護物対策室』の位置づけがまだ把は握あくできていないのだろう。

　戸と惑まどう表情を浮かべたのち、取り次ぎのため都市調整局へと向かったようだが、それほどまたされることなくアイリは中へ入ることができた。

　──ほんとは、シアーズ主任の許可ももらってないけど。いまは主任のやり方を見習わせてもらおう。

　多くの権限を許されるという対策室の名が、どこまで通用するかはひとつの賭かけでもあったが、どうやら間ま違ちがってはいないようだ。都市調整局の職員には、あからさまに邪じや険けんな表情をされたが、アイリはサルジュがいるという部屋へと通された。

『突とつ然ぜんお邪じや魔まいたしまして申し訳ございません。七聖守護物ザインタリスマン対策室のアイリ・イスフェルドです。サルジュ様にお話があって、うかがわせていただきました』

　滑なめらかにフレイアパレスの言葉を口にしたアイリに、そばにいた職員もぎょっとしたようにこちらを見る。

　アイリがサルジュに向かって訴うつたえるように視線を送ると、察してくれたのか、サルジュは控ひかえめなようすで『ふたりで話をさせてほしい』と口にしてくれた。

　職員がしぶしぶ引き下がったのを確かめてから、アイリは声をいっそう小さくしてサルジュに語りかけた。

「さきほどの襲撃で『ファティマの手』に起きた異常に、『黒の七星旅団』が関かかわっていたのはほぼ確実でしょう。そこで、サルジュ様にお願いがあります」

　中央都市の言葉のまま話しかけるアイリに、サルジュは一いつ瞬しゆん困こん惑わくしたような表情を浮かべるが、アイリはそのまま話しつづける。

「私たちは『七聖守護物』についての専門部署として動いています。できれば今回の捜そう査さのためにも、サルジュ様と直接お話をしたいんです。どうか、対策室で詳くわしい話を聞かせてもらえませんか？　おうかがいした情報を他部署へ漏もらすようなことは絶対にいたしません」

　アイリの言葉に、サルジュは硬い表情を見せていたが、ふっとその表情をやわらげた。

「いつから？　私が中央の言葉を理解してるとお気づきに？」

「最初からです。対策室にいらしたときに、サルジュ様は主任の言葉にあったタイミングで視線を動かしていらっしゃったし、私の言葉に浮かべる表情からも、話をそのまま理解されてるとわかりました。これは推測ですけど、星鎮ちん守じゆの方ともなれば七聖府ザインとのしがらみがたくさんおありでしょう。事情が複雑になるのを警けい戒かいされていらっしゃるのかと思いまして」

　星鎮守は各都市を束ねる家いえ柄がらでもあり、中央政府にとっては議会での影えい響きよう力を持つ立場の家々でもある。

　シアーズが口にしたような『お上の事情』とやらを考えても、双そう方ほうが簡単に協力しあうだけの間あいだ柄がらではないはずだ。

「それでは、あなたは私の立場のために黙だまっていてくださったと？」

　聞くだけでなく、じつに滑らかに中央の言葉を話すサルジュは、少し印象が違ちがっても見える。

　たおやかな姫ひめ君ぎみで、言葉もおぼつかないのは演技だったとわかる、隙すきのない芯しんの通った一面がのぞいてみえた。

「でも、サルジュ様がフレイアパレスやご家族を思う気持ちに噓うそはない。違いますか？」

　議会での立場や、個人的な利益のために周囲を欺あざむくような真似まねをしていれば、アイリも黙ってはいないつもりだった。

　だが、サルジュがときおり見せるどこか思いつめた表情は、とても自分勝手なものだとは思えなかったのだ。

「私たち対策室には、七聖守護物ザインタリスマンの研究専任者や、聖戦器フアランクスの優ゆう秀しゆうな使い手もいます。私も微び力りよくながらお役に立ちたいと思い、お迎むかえにあがりました」

　いまこそ、お互たがいに腹を割って協力しあいたいのだと、アイリはサルジュに詰つめ寄った。

　サルジュはしばし思案していたが、目をふせてこくりとうなずく。

　それを見て、アイリは嬉うれしくなり提案した。

「じゃあ、いまから私がここの職員を呼びますから、言葉のわからないふりのまま、『七聖守護物のことですもの、やっぱり専門の職員にお任せしたい！』って取り乱しつつ私の手を握にぎっていてください」

「──？」

　意味はのみこめないままだろうが、アイリが扉とびらに手をかけると、サルジュは言われたとおりその深い青の瞳ひとみを一気にうるませた。

「すみませーん！　サルジュ様がお話の途と中ちゆうで取り乱されて……」

　アイリの声に、都市調整局の職員が駆かけつけてくる。

　そしてサルジュは、先ほどアイリが提案したとおりに演じるとこうしめくくった。

『──危険も多いことがわかった以上、外務省の皆みな様さまのお手をわずらわせたくないのです……』

　アイリもサルジュの側そばに立ち、ここぞとばかりに余よ裕ゆうがあるように見せかけつつ、ゆっくりと言葉を選ぶ。

「どうか今後のことは、七聖守護物ザインタリスマン対策室の職員におまかせください。幸い私はサルジュ様の通訳もこなせますし、元研究室職員もおりますから、『ファティマの手』についても、具体的な策をご提案できるはずです。シアーズ主任からもぜひに、と引き継つぎをまかされておりますので」

　なにからなにまで思いつきで口にしながら、よくこれだけでたらめがでてくるものだと、アイリは我ながら感心する。

　主任であるシアーズの名前が出たことで、さすがに都市調整局としてもむげには出来なくなったのだろう。

「サルジュ様の強い希望ということであれば、ひとまず私たちも、彼女の意志を尊重したく思います。もちろん、後ほど正式にシアーズ女史には調整局こちらへお越こし願いますけれど」

　口調は強気ながらも、思ったよりあっさりと引き下がった都市調整局の姿勢にアイリは拍ひよう子し抜ぬけしつつ、その内情もわかる気がした。

　今回の資料館での賓ひん客かく襲しゆう撃げきについては、七聖府内部でも大きな問題になるだろう。

　そして、フレイアパレスの七聖守護物である『ファティマの手』を狙ねらっているのが『黒の七星旅団』だとはっきりした以上、都市調整局でもサルジュを賓ひん客かくとしてあずかる責任にしりごみしているのかもしれない。

　アイリはそのままサルジュの手を握ると、外務省を後にした。

　ふたりきりになったせいか、昇降機のなかでサルジュは中央の言葉で話しかけてきた。

「『ファティマの手』については、私が中央都市で襲撃を受けたことを考えても、問題が解決したわけではないのでしょう。襲われたあとはそればかり気になっていて、お心づかい感謝いたします。なにより、あなたは出会ったときから、私のことを理解しようとしてくれた」

　つないだ手をぎゅっと握られ、アイリはこそばゆいような気持ちになる。

「さっきお話ししたとおり、対策室の職員に優秀な人材が多いのは本当です。サルジュ様に通訳の必要がなければ、私はどれだけお役に立てるかわからないですけど……フレイアパレスに『ファティマの手』を戻もどしたい気持ちは本当です」

　まだ自分に出来ることは限られている。それでも『七聖守護物ザインタリスマン対策室』に配属された職員なのだ。

　実際には、ダリウスが言ったとおり頭数あわせだったのだとしても、自分にも使える権限がある。

　それでなにが出来るのか、アイリ自身確かめてみたい気持ちがあった。

　勝手な行動に、シアーズからの[image: ]しつ責せきは覚かく悟ごの上だったが、ただ反省しましたというだけで対策室の扉をくぐるのは嫌いやだったのだ。

「戻りました。あの……勝手な行動だとはわかってるんですけど──」

　サルジュの手を引いて、そう口にしたアイリにシアーズは察するところがあるのか、ニヤリと笑えみを浮うかべ背中をぱんと叩たたいてくれた。

「だんだん、ここのやり方ってのがわかってきたみたいね」

　一応サルジュが中央の言葉に堪たん能のうな事実は伏ふせたまま、自分ならまだ話が聞きだせるかもしれないとアイリはシアーズに報告した。

　すべてを打ち明けるには、もう少し時間が欲しいとサルジュは決断を迷っているようすだったからだ。

　アイリは自分が都市調整局へ足を運んだ経けい緯いと、今後シアーズの引き継ぎがあれば、正式にサルジュを対策室の賓客にできることを説明する。

　それを聞いたシアーズは、サルジュを迎えたあとの対策室の段取りを考えているようだ。

「そうねぇ、『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げきがあった以上、七聖府ザインの外にいるのは危険ね。七聖府の敷しき地ち内にいたほうが安全だわ」

　サルジュはこれまでは賓客として、中央都市の来らい賓ひん専用の宿しゆく泊はく施し設せつに身をおいていたが、今後は同じようにいかないだろう。

　思案するシアーズの前で、サルジュがアイリの袖そでを引く。耳もとで思わぬ提案をされたアイリは「本気ですか!?」と思わずもらす。

「なに、なんていってるの？」

「え……あの、私となら年も近いし言葉も通じるので、一いつ緒しよにいたほうが安心だと」

「ふぅん。ご本人がそうおっしゃるなら、あの隔かく離り施し設せつでも大だい丈じよう夫ぶかしら？　ま、すぐ側にハイヅカがいるし、ある意味で安全……いや危険、どっち？」

　じつに身も蓋ふたもないことを口にするシアーズの前で、アイリは耳にしたハイヅカの名前に思わず体がこわばる。

　シアーズもそれに気づいたのか苦く笑しようを浮かべた。

「もう、そんなに気にしないことね。ハイヅカも今日ぐらいは自室で安静だけど、明日から通常勤務がこなせる程度の負傷よ。不ふ慮りよの災難にさえ見み舞まわれなければ、本来そう大ケガをするようなヘマはないの。そういう意味では、アイリがいてくれた効果はそれなりにあった気もするのよねー」

　自分をなぐさめるためかと、アイリは一いつ瞬しゆんシアーズの表情をうかがったが、「あ、私気休めとかいわないから、そういう顔しないで」と、すぐに釘くぎをさされてしまった。

　すでにハイヅカは自室で休んでいるらしい。

　それを聞いて、アイリはようやく胸のつかえがおりた。

「あの、でも相棒パートナーは……」

「もちろん、まだ解消しないわよ。ただアイリが現場での動きに限界を感じてるってのなら、強制はしづらいんだけど」

　相棒パートナーは解消されない。その言葉に、現場であれほど怖おじ気づいたというのが噓うそのように、アイリはほっとしていた。

「いえ。つづけさせてください」

「そ。じゃあ、お願いね。それとサルジュ様に、住まいがアレなことは重々お詫わびしておいて。通常は職員ももう少し行き届いた寮りように住んでるし、待たい遇ぐうはちゃんとしてるって説明もね。さすがに七聖府ザインの職場環かん境きようが人道的に問われそうだわ……あ、食事はちゃんとお口に合うものを届けるように手配するから」

　着々と段取りをしていくシアーズに、アイリは思わずうらめしげに視線を送る。

「……そう思ってるなら、私のことももっと人道的に扱あつかってくださいよ」

　さすがに愚ぐ痴ちをもらさずにはいられなかったが、アイリはサルジュを連れて部屋に戻ることになった。

　アイリが暮らすあの建物も、ボロとはいえ七聖府の敷地内にある。重要な省庁が密集しているだけに、外に対しての守護結界は厚く、外部からの侵しん入にゆうは容易ではないのだ。







　すでに日が傾かたむきかけているなか、アイリはサルジュを連れて七聖府の建物を出た。

　途と中ちゆう、ちょこちょこと道草をくいながら、敷地内にある売店で簡単に買い物を済ませて、ふたりは連れ立って歩く。

　空をみあげれば、薔[image: ]ばら色いろに染まる部分が細い帯になり、藍あい色いろのとばりと溶とけ合っている。

　少しだけ足どりが重くなったアイリに、サルジュが話しかけた。

「ひょっとして、さきほどシアーズさんがお話ししておられた職員の方というのは、現場で負傷された方なのでしょうか？」

「そうなんです。資料館で二度目の襲撃があったときに、あらわれた相手と戦ったんですけど、私が現場でちゃんと動けなくて……役に立てませんでした」

　アイリとつないでいた手に、ぎゅっと力をこめるサルジュの手のひらが熱を帯びる。

「あなたのせいじゃありません。アイリさんが一いつ生しよう懸けん命めいに動いてくださってることを、私は知っています」

　それは慰なぐさめかもしれないが、ゆっくりと話す声はあたたかく、心からの言葉だとわかる。

「サルジュ様は、強いのにやさしいですね。でも、やさしいから強いのかな……なんか、久々に嬉うれしいことをいわれた気がします」

　素す直なおに人を思いやる気持ちと、まっすぐなその感情は、厳しい土地で暮らす者だからこそ持つ純じゆん粋すいさなのかもしれない。

　アイリは目の前にある階段を、重い足どりであがると自分の部屋にサルジュを通した。

　サルジュの言葉に勇気をもらったおかげか、心のなかで「えい！」と気合いを入れると、買かい物もの袋ぶくろを手にしたまま告げる。

「すみません。すぐに戻ってくるので、少しだけ待っててください」

　アイリはそのまま来た通路を大おお股またで歩いて戻ると、勢いでハイヅカの部屋の扉とびらをノックした。

　緊きん張ちようで、そのまま思わず息をつめる。

　しばらくはなんの物音もしなかったが、扉の向こうで小さく動く気配があると、コバンが「ニアー」と鳴いた。

「あの、ハイヅカさん？」

　沈ちん黙もくがしばらくつづいて、アイリはひたすら扉の向こうの気配をさぐる。

　さらにいくらか静せい寂じやくが過ぎると、もうずっと自分がそこに立っているような気分になり、はっと顔をあげた。

　──ひょっとして、扉を開けられないぐらい調子が悪いとかだったらどうしよう。それとも、私の顔がみたくないのかも……主任は相棒パートナーの解消はしないっていってたから、それで嫌になってるかもしれないし……っていうより、これ以上ここで待ちつづけてるのが、一番迷めい惑わくな気がしてきた……

　考え出すととまらなくなり、しばし迷めい走そうしたあとアイリはぐはっと息を吐はいた。長く呼吸を止めていたせいか、肩かたがわずかに上下するほど息があがる。

　そのとき、コンと扉が内から叩かれる音がして、少しだけくぐもった声が聞こえた。

「鼻息荒あらいぞ、変態。帰れ」

「なっ!?　べつに鼻息じゃ……」

　思わず口調を荒げかけて、その途と端たんほっとするあまり膝ひざががくんと落ちた。

　──な、なによ。なんなの、もう[image: ][image: ]っ、人がすっごい心配したのに！

　安あん堵どが怒いかりにすりかわる。体の芯しんの緊張がゆるんで、アイリは自分がハイヅカに嫌きらわれるのが恐こわかったのだとようやく気づいた。

　ひどくほっとしつつも、悔くやしいような、自分でも困ってしまうやり場のない感情。

　こんな気持ちは、もうずいぶん長いあいだ忘れていたものだ。

　ハイヅカの気持ちはわからないながらも、アイリは持ってきていた袋ふくろを迷う指でドアノブにかける。

「これ、差し入れです。コバンにも迷惑かけるし、ふたりでわけてください」

　それだけ口にすると、アイリは廊ろう下かを歩き出した。来たときより少しだけ足は軽く、気持ちはざわついている。

　──なんか、ハイヅカさんが悪態つくのを聞いてほっとするって……私もいい加減やっぱり変なのかも。

　アイリは自室に戻もどると、サルジュを待たせてしまった詫びを伝えながら扉を閉めた。

「すみません、お待たせしちゃって。いまお茶とか発はつ掘くつして、なんとかしますから」

　まさか自分の部屋に客人を迎むかえることがあるとは思ってもおらず、アイリは慌あわてて荷物の箱をひらこうとした。

「あぁ、本当にかまわないで。水でもあれば十分です。あなたはフレイアパレスに詳くわしいようですから、おわかりでしょう？　私たちは日ごろから贅ぜい沢たくはしない主義です」

　どうやらアイリのコレクションを見ていたらしいサルジュは、首を傾けて清せい楚そな笑えみを浮うかべた。

　──うわぁ……サルジュ様がそんなふうにほほ笑まれると、荒こう野やに舞まい降りた女め神がみ様みたいなんですけど……

　殺さつ伐ばつとした自分の部屋を背景に、アイリはぼうっとサルジュにみとれてしまう。

「それにしても、すごい数の邪じや悪あくな呪じゆ具ぐですね。アイリさんはこういった研究もされていらっしゃるのですか？」

「へ!?　えぇぇ……まぁ、そんな感じだったりなかったり。実じつ践せん的研究っていえないこともないかもしれません」

　アイリはようやくお茶の葉を発掘しお湯を沸わかし終えると、サルジュのもとへとカップを運んだ。

　思えば来客用の椅い子すやテーブルもないのだが、元々フレイアパレスでは床ゆかを中心とした生活のせいか、サルジュは違い和わ感かんなく床に腰こしを下ろしている。

「あの……サルジュ様って……」

　アイリが戸と惑まどいを覚えたのは、サルジュが足を組むようにして座っていたからだ。

　女性用のふんわりとした衣装だと、それほど足もとが乱れたりはだけることはないようだが、妙みように目のやり場に困る。

　なにより、いまは巻きつけるような布のかぶりものをしていないせいか、サルジュの女性らしい曲線を描えがく胸むなもとや腰がくっきりと見えて、余計に気になるのかもしれない。

「それと、『様』はやめてもらえませんか。私はここではあなた方を頼たよっている身ですし、身分で扱い分けていただく必要はありませんから」

　さきほどより、少しやわらかさの増した表情や口調に、アイリは相手が自分と同じ年なのだということを思い出した。

「じゃあ……お言葉に甘えます。そういえば、サルジュさんがフレイアパレスからここまでひとりでこられたって聞いて、すごく驚おどろいたんです。フレイアパレスでは、女性も馬に乗れるんですか？」

　星鎮ちん守じゆの家いえ柄がらで姫ひめ君ぎみと呼ばれるサルジュには、水準の高い教育や環境があるのかもしれない。

　それでも、女性がひとりで七聖守護物ザインタリスマンを手に七聖府へと乗りこみ、さらに『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げきを受けても、りんと顔をあげていられる姿に、アイリは心から感心する。

「そうですね。あまり多くはないですが、女性でも馬に乗る者はいますよ。でも、私こそ驚きました。七聖府にこれほど女性職員が多いとは思いませんでしたし、私と年も変わらないアイリさんが、現場に出てがんばっているなんて。ただ、危険な現場に女性が立ち入ることについては、正直あまり賛成はできませんが……」

　フレイアパレスでは、女性がこうした公おおやけの場で仕事に就つくことは少ないはずだと、アイリはかつて学んだ文化学を思い出す。

　それは彼らが歩んできた歴史や、祖先から受け継ついできた習慣を大切にしていることもあるのだろう。

　しかし、そうした言葉をサルジュ本人から聞くとは思わず、アイリは意外に思った。

　彼女のように地位も行動力もある女性には、フレイアパレスでのしきたりは窮きゆう屈くつではないかと思えたからだ。

「いえ、七聖府に女性が多いのは、私たちがそう望んでいるからなんです。過去にミッドパレスでの事件があってから、七聖府では女性職員の数が増えていったと聞いてます」

「十五年前の……『落日の礼拝』ですね、あれにも『黒の七星旅団』が関係していたと聞いています」

　サルジュも当時は幼かったはずだが、特に星鎮守の人間にとっては、七聖守護物ザインタリスマンを狙ねらったその事件は大きな影かげを落としたのだろう。

「だから、いまの七聖府ザインの状態は、みんなの気持ちをあらわしてる気がするんです。私がいまいる『七聖守護物ザインタリスマン対策室』なんて部署も新設されたぐらいですから。でも今回のことなら、サルジュさんのほうがよっぽど勇気がありますよ」

　アイリの感心した声に、サルジュは少し困ったような表情で苦笑いを浮かべると、きゅっとその視線を引き締しめた。

「アイリさん。あなたは、もっとご自分を誇ほこりに思うべきです」

　あたたかい言葉は嬉うれしくもあったが、『誇り』を感じるには自分はあまりにも遠いところにいる気がして、アイリは情けなさにうつむく。

「私も、そう思いたいです。でも……なんだか自信がなくなっちゃって。もちろん七聖府にきたばかりで、まだまだ未熟なんですけど。いまの部署でも、とりえがふたつほどあるからって、採用されたのに、私ったら全然役に立てなくて……」

　いまの自分にどれほどの価値があるかなど、そのちっぽけさはわかっているはずなのに、どうしても心は焦あせってしまう。サルジュがやさしい言葉をくれるからなのか、アイリはこぼれる言葉をとめられなくなった。

「やっぱり、私の幸運体質なんてのが本当で、まぐれみたいな偶ぐう然ぜんでここまできたのかもって……今回みたいに現場に出たって、ハイヅカさんの相棒パートナーとしても役に立ててないわけだし……もうほんと自分ってなんなのかって考えだしたら……」

　──あぁぁ、こんなわけわからないこと言われたって、サルジュさんだって困るのに。

　それでも、黙だまって耳を傾かたむけてくれるサルジュにそっと手をとられ、アイリははっとした。

　アイリの右手を両手で包み込むようにして、サルジュが濃藍の双そう眸ぼうを向けてくる。

　すぐそばでのぞきこむ瞳ひとみは、深く高い夜空のようだ。

「自分で自分を貶おとしめてはいけません。私は、フレイアパレスの星鎮守に関かかわる者としてここへきました。でも、今日の資料館での襲撃も、私が中央都市へきたせいで『黒の七星旅団』を中央都市に呼びこんでしまった可能性もあります。私はフレイアパレスの民たみのことばかり考えて、七聖府ザインの方々にもどれだけの影えい響きようと危機が及およぶことになるのかまで思い至りませんでした……お恥はずかしいです」

　思わぬサルジュの言葉に、アイリは慌てて頭かぶりをふった。

「やめてください！　サルジュさんのせいじゃないでしょう。フレイアパレスの人たちはその被ひ害がい者しやなんですよ。もとはといえば、『黒の七星旅団あいつら』のせいなんです。彼らのしてることは許されないし、七聖府ここはそういう人たちのためにあるんです。サルジュさんの行動は間ま違ちがってなんかない」

　まさかサルジュがそんなふうに責任を感じているとは思わず、アイリは不用意な自分の発言を後こう悔かいした。誰だれだって人を傷つけたくはない。

　それぞれの立場で、するべきことがわかっているのにうまくいかない。

　もどかしい気持ちで、アイリは口をひらく。

「私は、十五年前に起きた『落日の礼拝』で両親を亡なくしました。だから『黒の七星旅団』のしていることは、どんな理由があったって許せないし、許さない……そういう目に遭あう人がもう増えて欲しくないから七聖府ザインにきました。だから、サルジュさんの助けになれることは、私にとってとても大事なことなんです」

　すべきことをできなかった自分が、ただ、ふがいないだけなのだと、アイリはサルジュに語って聞かせる。

　その言葉を受け止めたように、サルジュは瞳をなごませうなずいてくれた。

「あの……サルジュさんに、星鎮守の人にとって『ファティマの手』ってどんなものなんですか？」

　立ち入った質問かもしれないと思いながら、アイリはたずねた。

　サルジュが命をかけてまで護まもるもの。

『七聖守護物ザインタリスマン』のことを、誰もが大切なものだと口にするが、人の命を犠ぎ牲せいにしてまで奪うばわれる物にどんな価値があるのか、アイリはそれが知りたかった。

「そうですね、ウィッカがアルステラ大陸を守護されて以降、アクラム家は代々『ファティマの手』を護ってきたと聞かされています。私が知っているのは、父から聞いた話なんですけど、『ファティマの手』は『炎ほのお』を象しよう徴ちようする力を持つそうです。だからフレイアパレスはあれほど乾かわいているんだという人もいますが、私はそれは違ちがうと思う」

[image: ]

　やや力強くなったサルジュの声に、アイリはうなずいて言葉を待つ。

「父はこうもいいました。『この「ファティマの手」は、ひとりの女性の信念から生まれたものでもある。それは魔まを退け、誠実さと慈じ悲ひを常に教えてくれる守護物タリスマンなのだ』と。私は『ファティマの手』が与あたえてくれるのは、浄じよう化かの炎なのだと思います。子供の頃ころ、一度だけ祭礼で見たことがあるんですが、あれは壮そう絶ぜつに美しい青い炎でした」

　なつかしむように、サルジュは瞳をふせて微笑ほほえみを浮うかべた。

「ウィッカに授さずかったこの『ファティマの手』を誇りに思うからこそ、私たちは厳しい土地での暮らしにも幸せをみつけられます」

　アイリはその言葉に黙ってうなずくと、過去に写真や記録映像で見た風景を思い描く。

　フレイアパレスの人々が暮らす、石造りのこぢんまりした町と、地平につらなる砂さ丘きゆうの風ふう紋もん。日差しを浴びた広大な大地はどこまでもきらめき、精せい緻ちな織物のようだった。

　サルジュの表情は、故郷を愛する者の慈じ愛あいに満ちていたが、それもすぐに痛ましくゆがめられる。

「だからこそ……いまの状じよう況きようが心配です。水の少ないこの時期に、家を焼け出される者や家か畜ちくを失った者もたくさんいます。異常気象がつづけば、いずれ民も参ってしまう」

『黒の七星旅団』は、人々の暮らしからなにもかも奪っていく。平へい穏おんな日常を悪夢に塗ぬりかえる、悪意に満ちた存在に対して、アイリはますます怒いかりの感情を募つのらせる。

　サルジュはややうつむくようにして、ひそめた声で告げた。

「それに、まだ不安はあります。本来なら継けい承しよう式を行うはずの兄は……いまは病でふせっていると発表されていますが、本当は屋や敷しきに姿はなくて──」

「まさか！　『黒の七星旅団』になにか……それとも連れ去られたとか？」

　アイリが思わず声を荒あらげると、サルジュはひどく言いづらそうに言葉を探したあと、困ったようにうなだれた。

「……このまま、兄の姿が屋敷にないことを知られれば、アクラム家に関わる人間も黙ってはいないでしょう」

　アクラム家の当主として継承の儀ぎ式しきと、婚こん儀ぎを間近に控ひかえたサルジュの兄は、そこで七聖守護物ザインタリスマンである『ファティマの手』に感謝の祈いのりを捧ささげる予定だったらしい。

「サルジュさん、いまのお話を、対策室内でも詳くわしく報告させていただきたいです。明日になればまたできることもありますから」

　アイリの脳のう裏りには、タロットカードのことがあった。

　資料館での襲しゆう撃げきに『黒の七星旅団』が関わっていることが確かになり、さらにサルジュの兄ジュマイエルが病気ではなく行方ゆくえ不明だと知ったいま、カードの結果も変わるかもしれない。

　新たな可能性がみつかったおかげか、アイリの心は少しだけ軽くなっていた。

　やがて夜を迎むかえ、届けられた食事をふたりで取る頃には、他愛たわいもない話もできるぐらいにお互たがい打ち解けていた。

「ところで、主任のシアーズさんがおっしゃっていた、ハイヅカさんという方は、同じ建物にいらっしゃるんですか？　ここにおふたりだけで？」

　食後のお茶を飲んでいると、思い出したようにサルジュに問いかけられ、アイリはかなり動どう揺ようしてしまった。

「いえっ、あのもちろんサルジュさんの護衛において安全面の問題もあるので、シアーズ主任も良かれと判断したはずなんですけど……まぁ、ハイヅカさんのめんどうな体質とかは、私がいれば相そう殺さいされているのか……どうなのか……」

　色々と自信がなくなり、語ご尾びがもごもごとするなか、アイリはこぼさないようにお茶を床ゆかにおいて苦笑いを浮かべる。

「ですが、ここはアイリさんの部屋なんでしょう？　同じ屋根の下で一いつ緒しよに暮らすということは、おふたりは将来を誓ちかう仲とか、婚こん約やくされていらっしゃるんですか？」

「チカウナカトカコンヤク……とは？」

　質問の意味がわからず、しばらくアイリは言葉をなくしていたが、相手はフレイアパレスの人間なのだと思い出す。

「あぁっ、違いますよ！　ハイヅカさんとなんて、なんの約束もありませんから！　そうですよね、フレイアパレスじゃ未み婚こんの男女がひとつ屋根の下とかありえませんよね……」

　本当なら七聖府ザインの寮りようであっても、男性と女性はちゃんと建物がわけられているはずなのだ。

　なんともずさんな扱あつかわれ方のうえ、入省初日にハイヅカ当人から、『女扱いなんてできるか』宣言をされただけに、男女としての意識もアイリのなかでいつの間にか薄うすれつつあったのかもしれない。

　思い出すほどに眉み間けんが険しくなってしまうアイリに、サルジュも心配そうだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　なにか心配事があるのなら、相談にのりますよ」

「それが……聞いてくださいよ、ハイヅカさんたらさっきも──」

　思わずアイリは、先ほど扉とびらの前でされたばかりの仕打ちもふくめ、ハイヅカがどれほど素す直なおでなく、職場の先せん輩ぱいらしくないかを延々と語ってしまった。

　そして夜も更ふけてきた頃、遠えん慮りよするサルジュに寝しん台だいで寝ねてもらった。

　なにしろシアーズは食事と一緒に寝ね袋ぶくろまで届けさせたのだ。

　それを使うのが誰かなど、いわれなくてもわかるというものだった。
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　翌朝、まだ日ものぼりきらないうちから起き出したサルジュが、青い光のなかでしずかに祈りを捧げている。

　アイリを気づかっているのか、小さくささやくような言葉は、耳慣れない響ひびきだけにまるで歌のようで心ここ地ちいい。

　寝袋にくるまれたまま、旋せん律りつになって聞こえる祈りが途と切ぎれるのを待ってから、アイリも起きだすと、身み支じ度たくをはじめた。

　制服に着き替がえ、棘とげトカゲが入った琥こ珀はくのネックレスをブラウスの下にいれてしまおうとしていると、水を使いにいったサルジュが戻もどってきた。

　アイリが手にしているものを見て、サルジュは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「アイリさん……それって首くび飾かざりなんですか？　そのトカゲって、フレイアパレスの砂さ漠ばくにもいますけど、一ひと刺さしで馬も死ぬぐらいの猛もう毒どくがあったかと」

　やや困こん惑わくしたようなサルジュの言葉に、新品の首飾りに興味をもってもらえたのが嬉うれしくて、アイリは張り切って答える。

「めずらしいでしょう？　このトカゲの棘があらゆる不運や災難をひっかけてきて、どん底をみせてくれるという、いわれがあるんですよ。こんなにちゃんと琥珀に内包されたものはなかなかなくて、ずっと予約待ちだったんです！」

　嬉しさのあまり熱の入るアイリの説明に、サルジュは引きつった笑え顔がおで首を傾かしげながら、「それは……本当にめずらしいですね」と答えた。

　内心でつぶやかれたであろう、『予約してまでそんな首飾りをつける女性は』という言葉はアイリには届かなかった。

　アイリがサルジュと部屋を出ると、七聖府ザインに向かう道の先に、ハイヅカの背中を見つける。

　サルジュも人ひと影かげに気づいたようだ。

『あの方が、昨夜お話をきいたハイヅカさんですよね』

　外にいるため用心しているのか、サルジュはフレイアパレスの言葉で話しかけてくる。

　アイリもそれにあわせて返事をすると、前方を歩くハイヅカが、ぴたりと足を止めふり返り、そのまま大股で歩いて近づいてきた。

「なんかいま、俺の名前がでなかったか？」

「おはようございます。そうですよ、『ハイヅカさんは私の相棒パートナーで、聖戦器フアランクスの使い手なんです』って説明してたんです」

「ちょっとまて。その紹しよう介かいはなんだ。相棒パートナーってもう解消じゃないのか？　お前もいい加減現場で懲こりて……」

「シアーズ主任が、相棒パートナーの解消はまだしないっていってました。もちろん、私もまだまだハイヅカさんについて、現場で勉強させていただくつもりです！」

　はりきって手を出したアイリの前で、ハイヅカは大きなため息をつくとその場にしゃがみこんだ。

「ありえねぇ……俺と組んであんな目にあったんだから、懲りろ。即そつ刻こく泣きマネでもして、大げさに異議を申し立てろ」

「やーですよ。自分でも意外だったんですけど、私って壁かべが高いと燃えるみたいです。それとこれ、お返ししておきますね。数珠ロザリオ、ありがとうございました」

　アイリの決心が固いと表情から悟さとったのか、立ち上がったハイヅカは絶望的に苦々しい表情で「いい、余計に持っとけ」と口にした。

　そしてふと瞬またたくと、思い出したことがあるのか真顔で問いかけてくる。

「昨日の差し入れの缶かん詰づめ、おかげでコバンも助かったけどな……一緒に入ってた大量のクローバーはなんだ？」

「あぁ、それはお見み舞まいのつもりでいれといたんです。ハイヅカさんはきっと四つ葉が好きだろうと思って」

　その返答にハイヅカが困惑したような表情を浮うかべる。

「お前……あれ、四つ葉ばっかり五十本はあったぞ。どれだけ時間がかかって……」

「どれだけって……昨日の帰り道に草むらをみつけては寄って、ぶちぶち摘つんだんですけど」

　ねぇ？　とばかりにふり向くと、サルジュが苦笑いでうなずき口をひらく。

「なんだ、なんていってる？」

「えーっと、『ひょっとして七聖府ザインには四つ葉しかないのかと思って見てみたけど、普ふ通つうに三つ葉がほとんどでしたね』だそうです」

　もはやアイリがクローバーを摘む様は、『触ふれれば四つ葉』という勢いだったらしい。

　ハイヅカは険しい目をますます嫌いやそうに細めてアイリを見下ろすと、「妙みような呪のろいでもかかってんじゃないだろうな」とつぶやいて背を向ける。

　ハイヅカの足の長さと歩く速度についていけないアイリとサルジュは、小走りでそのあとを追った。







　対策室にメンバーが顔を揃そろえたところで、アイリは昨日聞いたばかりのサルジュの話を報告した。

　アクラム家の跡あと取とりであるジュマイエルが行方ゆくえ不明であること。

　そこに『黒の七星旅団』が絡からんでいる可能性があり、フレイアパレスでそれが公おおやけになれば問題になるだろうという、予測も交えて説明する。

「それで、わかっている条件も増えましたし、もう一度タロットをしてみたいんです。結果が変わるかもしれませんから」

　朝も一番から分厚い書類の束をめくりつつ、ダリウスがうなずく。

「なるほど、君にしてはまっとうな思考で答えにたどり着いたらしい。もちろん明めい晰せきな僕としては、昨日のうちからこの事態も予測できていてね。タロットカードはとっくに研究室から借り出してきてある。あのタロットは厳重な管理のもと保管されているからね」

　そういって、ダリウスが視線を前に向けると、シアーズがフレイアパレスの状じよう況きようの深刻さに苦い表情を浮かべながら、カードを手て渡わたしてくれた。

　こうして手にとってみても、アイリには普通に絵札の柄がらがあるように見えるのだが、やはり他ほかの人にはそれがわからないらしい。

　状況が変わったことも踏ふまえ、アイリはもう一度フレイアパレスについての出来事を思い浮かべた。そして『黒の七星旅団』が関かかわっている事実もさらに念頭において、カードを一枚選びだす。

「これです！…………えっ!?」

　アイリの声に、周囲に緊きん張ちようがはしる。

「なに、なんのカードなのよ？」

「なんか悪い意味か？　死に神とか……」

「いえ、あの[image: ][image: ]ちゃんとやったはずなんですけど」

「もう、さっさといいたまえ!!」

　ダリウスのぴしりとした声に、アイリはびくっと肩かたをゆらした。

「同じなんです。また『吊つるされた男』のカードがでてます」

　アイリにもわけがわからなかった。

　状況は変わり『黒の七星旅団』との関わりや『ジュマイエルの行方不明』など要素は増えたはずなのに、結果が同じだというのは納なつ得とくできない。特に占うらないに雑念が入った覚えもなかった。

　──だとすると、やっぱりカードの解かい釈しやくの問題なのかな。

　見えないカードをもどかしそうに手に取るダリウスの横から、アイリはタロットの本をのぞきこむ。

「ひょっとして、もともとこのカードの『不自由な状態』っていうのが、行方不明だっていうジュマイエル様のことを指してるのかもしれません」

「なるほど、『試練、不自由な状態、なんらかの犠ぎ牲せい』あたりが関係してるとすれば、やっぱりジュマイエル様は何者かに捕とらえられている状態かもしれない」

　ダリウスの言葉に、シアーズも真しん剣けんに考えていたようだが、やがて口にした。

「となると、ジュマイエル様がいらしたフレイアパレス現地での動きも気になるわね。状況を最優先で確かく認にんしたいわ。ただ、私たちがこれから現地へ向かうよりは、フレイアパレスに駐ちゆう在ざいする職員に任せたほうがよさそうね」

「でも、そうするとジュマイエル様の不在が明るみに出て、七聖守護物ザインタリスマンのことも……」

　サルジュが危き惧ぐしていたことにはならないかとアイリは不安になったが、そこはシアーズも考えているようだった。

「だからこそ、現地職員なのよ。彼らが星鎮ちん守じゆにご機き嫌げん伺うかがいに接せつ触しよくするほうが不自然じゃないの。突とつ然ぜんこの対策室の職員が訪ねていくほうが、よほど違い和わ感かんを与あたえるわ。もちろん、あくまでも、非公式の訪問よ。もし七聖守護物ザインタリスマンのことが知られれば、フレイアパレスだけじゃなく、他の都市にも影えい響きようを与えることになりかねないわ」

　その深刻な口調に、もはやことはフレイアパレスについてだけではすまないのだと気づかされる。

「じゃあ、我々はこちらを調べましょう。研究室から『ファティマの手』について、詳しよう細さいな検査結果が出ています。今日は現物もこちらに借りてきました」

　ダリウスの言葉に一同は机の周辺に集まると、その手もとをのぞきこむ。

　箱に入れられた『ファティマの手』は、大人の顔ほどの大きさをしている。

　ダリウスが箱から取り出してみせると、以前の報告書でも聞いたとおり、その表面は水すい晶しようと金で花や文様があしらわれ美術品のようだ。

　それでも、中央にある大きな紅玉ルビーが暗くよどみ、傷がはいっているのはひと目でわかる。

「いいですか、この裏側をみてください。ここに七聖守護物を示すウィッカの印が刻まれています」

「でも……なんか、黒く煤すすけて途と切ぎれてみえますね」

　アイリが指差す部分は、本来なら三角を模かたどるように模様のような古い文字が刻まれている場所だ。

「おそらく、『黒の七星旅団』はこの印を呪じゆ詛そによって消しさろうとしたんだ。実際『ファティマの手』の力について研究室で検証を行ってみました。その結果、呪物を近づけても『浄じよう化かの炎ほのお』は発現せず、いまの『ファティマの手』には浄化の力はないと判明しました。だからこそフレイアパレスでも異常気象が始まっており、このままでは被ひ害がいは大きくなる一方でしょう」

「じゃあ、『ファティマの手』は、壊こわれちゃってる状態なんですね？」

「いや、正確には『ファティマの手』に及およんだ呪じゆ術じゆつが完成されていないことからも、ウィッカの力だけが抜ぬけ落ちてしまってる状態というだろうね」

　その言葉に、アイリは新たに疑問を感じる。

「でも、サルジュさんへの襲しゆう撃げきがあったってことは、『黒の七星旅団』もその力を手に入れたわけじゃないんですよね？　それを探してるんだとしたら、あいつらはそれでなにをするつもりで……」

　だがダリウスにはその答えもわかっているようだ。

「もともと『黒の七星旅団』は、ウィッカが施ほどこした守護そのものを否定している。彼らは自分たちこそが、この大陸に正しい守護を与える者だと主張しているからね。だが、いくらウィッカを否定したところで、七聖守護物ザインタリスマンにこめられた『浄化の炎』のように、強大なエネルギー自体は確かに存在する。『黒の七星旅団』が『浄化の炎』を狙ねらうのも、その力を呪詛によって捻じ曲げ兵器として使うためだ。この力を流用すれば、都市のひとつぐらいは簡単に焼しよう失しつさせられるかもしれない」

「そんな……自分たちのいいぶんのためだけに、都市を破は壊かいするっていうんですか？」

「過去にもあったことなんだ、手段なんて選ばないさ。あいつらに七聖守護物ザインタリスマンの力を奪うばわれるってことは、敵に強大な兵器を渡わたすのと同じだよ」

　その答えに、アイリは指先が冷たくなるのがわかった。

　──『落日の礼拝』と同じことなんだ。あいつらは、自分たちの目的のために、七聖守護物の力を狙ってる。すべては、ウィッカの護まもりを壊すために？

　過去、『黒の七星旅団』が出した声明によって、彼らの目的はこう語られていた。

〈　我らはウィッカの守護を認めない。我々こそがこの大陸の正当な守護者であり、ゆがんだ星をただすことこそ、我らの真なる務めである　〉

　だがそんな理論はアイリには欠片かけらも理解できなかった。

　彼らの言う使命のために、大勢の命が犠牲になっていい理由などまったくみつけられないからだ。殺さつ戮りく者の妄もう想そうに、人々の生活が脅おびやかされることが腹立たしくてならなかった。

　アイリの握にぎり締しめた手のひらが、だんだん怒いかりに汗あせばんでいく。

「わかりました。『浄化の炎』はあいつらの手にだけは、絶対に渡せないってことですね」

　どこまでも非道な行いで、人々を苦しめる『黒の七星旅団』に対するアイリの口調に、ハイヅカが首を傾かしげ口をひらく。

「でも、『ファティマの手』が空っぽなんだとしたら、その『浄化の炎』はどこへいったっていうんだ？」

「そこなんですよ。呪詛をかけられて、こぼれていった『浄化の炎』がいまどこにあるのか、それを『黒の七星旅団』より先に押さえなければいけません」

　こうなるとどこから疑うべきかもわからなくなり、一同は難しい顔で黙だまりこむ。

「とりあえず、ジュマイエル様の件については、フレイアパレスの駐在職員を動かせるか室長に相談にいってくるわ。あなたたちは引きつづき、『ファティマの手』とカードの解釈についても考えておいてちょうだい」

　シアーズはそう告げて対策室を出て行く。

　取り残された三名とサルジュは、アイリが選び出したカードを前に思案にくれた。

『黒の七星旅団』が、サルジュを狙っているのは確かなように思えて、アイリは尋ねた。

「それとも、あいつらはまだ『ファティマの手』に力が残ってると思ってて、サルジュさんが『ファティマの手』を持ってる可能性があるから狙ったとか？」

　だが、サルジュはその言葉にゆるく首をふった。

「でも、私が七聖府ザインの人間と同行しているのを見れば、『ファティマの手』がいまは七聖府に引き渡されたと考えると思うんです。呪詛をかけた彼らには、『浄化の炎』の行方ゆくえがわかっているのかもしれませんし……」

「うーん、そういわれるとそうかも。あの、ひょっとしてサルジュさん、他ほかになにか持ってるものとかないですよね？」

「いえ……、特に他に持ち出したものはないんです」

「じゃあ、もしかしてですけど、サルジュさんが狙いじゃなくて、あの資料館自体に目的があったとか──」

　あれこれ思いめぐらせつつ、再び教本を見ようとしたアイリは、ダリウスが目を見開いたまま静止しているのに気づく。

　隣となりをみると、ハイヅカも同じように黒目を大きくしてサルジュを凝ぎよう視ししていた。

「あ！」

「しまっ……つい……」

　アイリとサルジュが顔を見合わせるなか、ダリウスとハイヅカの顔が、一いつ瞬しゆん厳しさを帯びる。

「最初から、中央の言葉は話せたんだな」

「サルジュ様、どういうおつもりで？」

　はじめは険しい表情でつめよったふたりも、都市調整局の姿勢や、サルジュの星鎮守の人間としての事情を説明するうち、そこに悪意があるわけではないと理解したようだ。

「確かに、アクラム家の事情が他都市にもれるのは防ぎたいところだろう。連合議会の発言力にも影響がでかねないからな」

「それでも主任は、ジュマイエル様の件で現地の職員を動かすつもりですし、全すべてを秘ひ密みつ裏りにってわけにはいかないでしょう」

　ハイヅカとダリウスの言葉に、少しでも自分たちに出来ることはないのかと、アイリは必死に記き憶おくを探さぐる。

　サルジュが襲おそわれたときのことを考えてみると、妙みように気にかかる言葉があった。

「あのとき、なんかヤギの骨みたいなのをかぶった人がいってましたよね。『燃やし残しを片づけにきた』とかなんとかって」

「そういやそうだな。『ファティマの手』をあいつらが狙ってたのは確かだ。『燃やし残し』ってことは、なにかやり残したことがあるってことだから、思ったように七聖守護物ザインタリスマンの力を手にいれられなかったんだろ」

　ハイヅカの言葉に、今度はダリウスが瞳ひとみを光らせる。

「あの日は、怪我けが人と保安部隊の人間が多すぎて詳くわしい調査どころじゃなかったんですけど、もう一度現場にいってみたいですね。それに資料館襲撃で残った呪詛の痕こん跡せきを調べて、フレイアパレスでの『ファティマの手』が壊された現場の呪詛と一いつ致ちするところがあれば、どちらにも『黒の七星旅団』がからんでいた証しよう拠こになります」

　方向は決まったとそれぞれがうなずいたところで、アイリの腹部がとんでもない音を立てた。




　ぎゅぐるごぉぉ、キュルキュ───……




「アイリ。同意するのはいいとして、人として言語を使おうな」

「いまのって、賛成って意味なわけ？　もはや君たちこそ超ちよう音おん波ぱで意い思し疎そ通つうする間あいだ柄がらって感じだね」

　哀あわれむような口調でそういったダリウスに、ハイヅカが心外だと抗こう議ぎする。

「馬ば鹿かいうな、俺はこんな怪かい奇き音は出さないっての」

「いえ、たぶんアイリさんの空腹は、私が朝食を取らないのにお付き合いいただいたせいなんです。すみません」

　やさしいサルジュが助たすけ舟ぶねをだしてくれたが、自分の腹の音ひとつで、広がりすぎる会話の波は紋もんを止めようと、アイリはちらりと時計を見た。

「あの……提案なんですけど。ちょっとお昼には早いですが、主任が戻もどらないと調査の許可もとれませんし、早はや昼びるってわけにはいかないでしょうか。いまならまだカフェテリアも人が少ないから、いいかなと思うんですけど」

　サルジュにもまともな昼食を取らせたいアイリは提案してみたが、ハイヅカとダリウスが付き合ってくれるかはあやしかった。

「いいですね！　ぜひ皆みんなで参りましょう。私も七聖府の皆みなさんが、食事をする場所に興味があります」

　もはや言葉に不自由なふりはいらないせいか、サルジュは楽しそうに賛成してくれる。

　そうなれば、ハイヅカは警護のためにも同行せざるを得ず、ダリウスも巻き添ぞえにされた。

「たまにはな、ダリウスも団体行動とか協調性って言葉を覚えるといいぞ」

「あなたにだけはいわれたくないですけどね……」

　不ふ機き嫌げんそうにダリウスはこぼしながら、タロットカードと『ファティマの手』をふたたび研究室へと預けにいった。

　地上へとあがった四人が、連れ立ってカフェテリアに入ろうとすると、前方からやってきた二人連れの男性職員が、ハイヅカを見て「あ」という形に口をひらく。

「あー……悪いことしちゃったんじゃないですか。あの人たち回れ右しましたよ」

「知るか、売店で昼食を買うのも、外へ食べにいくのも個人の自由だ」

　ハイヅカは去っていく背を目で追いもせず、壁かべ際ぎわの奥まった位置に席を決めたらしい。

　まだ時間が早いこともあり、ビュッフェも空いていたので、各自トレイを持って料理を取ることにした。

　めずらしげに周囲を見回しているサルジュに、アイリは仕組みを説明した。

「このお皿に好きなように盛りつけて食べていいんです。あっちでパンを温められますし、スープもそこの鍋なべに数種類ありますから」

「なるほど、市場みたいで楽しそうです」

　言葉の通り、サルジュは並んでいる料理を楽しそうにみてまわりはじめた。

　七聖府には地方都市出身者も多いため、基本的に肉料理や魚料理も種類が多い。

　さらにめずらしい素材や香こう辛しん料りようを使った、郷土料理のようなものにもお目にかかれるようになっていた。

　アイリが盛り皿の列にならぶと、ちょうど新しい皿に差し替かえられ、出来立ての料理がおかれていく。湯気のあがる肉や魚を皿に取りつつ、ふっと視線を向かい側に向けると、ハイヅカが焼き物の列に並んだところだった。

　しかし、ハイヅカの直前で盛り皿が空になり、『本日終しゆう了りよう』の札が置かれるのをアイリは目もく撃げきしてしまった。心に寒風が吹ふきこみ、アイリはそっと目をそらす。

　──なるほど～。ハイヅカさんの不幸ってこういう小さな積み重ねも入るんですねぇ。

　しみじみ感じ入りつつ歩いていると、気づけば前方にダリウスがいた。

　ダリウスの後ろについて歩く形になったアイリは、前から歩いてくる人間がやたらと迂う回かいして道をゆずるようすが気になった。

「あの、ダリウスさん。さっきから……妙に避さけられてません？」

　アイリとしては非常に周囲が空いて便利なのだが、ダリウスについてはハイヅカのような不運体質などという話も聞いていない。

「噂うわさがあるんだ。ダリウスは呪じゆ物ぶつの闇やみ売人だってな」

　斜ななめ後ろを歩いてきたハイヅカが教えてくれたが、いくらなんでも七聖府ザインの内部でそんな行こう為いは許されないはずだ。

「確かにダリウスさんは、研究室でも一目置かれてたみたいですけど……そういうのも憶おく測そくだけの噂うわさ話ばなしなんじゃないですか」

　アイリにしてみれば、自分も勝手な噂をわずらわしく思うだけに、ダリウスの研究熱心さが周囲から誤解されているのではないかとも考えた。

　しかしくるっと振ふり向いたダリウスは、輝かがやかしい美び貌ぼうに笑えみを浮うかべ、諭さとすように口にした。

「君の頭は単純だから教えておいてあげよう。世の中にはね……根も葉もある噂が多い」

「へ!?」

「ある程度、事実は歪わい曲きよくされているようだけどね。七聖府にきたばかりの頃ころ、僕はあれこれ呪具を作らされた。その結果、研究室をひとつ吹き飛ばしてね……まぁなんだ、天てん賦ぷの才が招いた悲劇ということだよ。どうせうちたてるなら、神話ぐらいにしたいけどね」

　そう語るダリウスの表情に、特に後こう悔かいや反省の色はない。

「いまはちょっとした副業で、害のない守護物タリスマンを流して研究費にあてることもあるかな。もちろん個人の利益のためなんかじゃない。そんなものが必要なら、とっくに民間の開発室にでもいってるからね。最近のものだと、肌はだの透とう明めい感かんが増すっていう水すい晶しようで──」

「あぁっ、『艶つや玉だまの雫しずく』。それなら知ってます!!　いますっごく人気で予約しても数ヶ月待ちの美び肌はだ水晶ですよ。まさか、ダリウスさんがそれを……」

「なんか、そんな名前で売ってるみたいだね。あれの権利は僕が持ってる。なにせ守護物の探求には莫ばく大だいに費用がかかるから」

　さらりと告げられたものの、それが知られれば公おおやけの機関である七聖府ではかなりの問題になるはずだとアイリは啞あ然ぜんとする。

　しかし、ダリウスはスープを椀わんに流しいれながら淡たん々たんと語った。

「それでも内部調査が黙だまってるってことは、僕にそれだけ利用価値があるってことだね」

　久々にカフェテリアにきたらしいダリウスは、思いのほか楽しそうにトレイを埋うめていく。

「じゃあ、害のあるものとか、違い法ほうの呪物も作れるってことですか？」

「僕が、それに答えちゃ問題になるだろ？」

　きらりと不ふ穏おんな光を宿した瞳に、アイリは悟さとった気がした。

　──内部調査が黙ってるっていうより、これって、危険人物を囲い込んで監かん視ししてるんじゃないのかな……

「ま、お互たがい納なつ得とくしてるうちは、双そう方ほう円満で問題はねぇだろ」

　特に気にしたようすもなく、ハイヅカはそういってまた違ちがう料理の皿へ離はなれていく。

　なんとなくアイリは『七聖守護物ザインタリスマン対策室』の要員というのは、特とく殊しゆラベルがつけられた人物ばかりのような気がしてきた。

　──なんか、魔ま窟くつに放ほうり込まれた気分かも。あ、でもこの人たちといたら目立たずにすんで、いつか私も周りに絡からまれない日がくるかもしれない！

　思わぬ利点を見つけた気がして、アイリの足取りは軽くなる。

　それぞれに散っていったものの、テーブルに戻ってくるのは全員同じぐらいだった。

「アイリ。その皿、肉ばっかじゃねぇか」

　呆あきれ顔がおのハイヅカに、アイリはテーブルの上のトレイ全部に目を落とす。

「ダリウスさんのお皿にも野菜ないですよー。パンと麵めんばっかり、それじゃあ背も伸のびな──むぐっ！」

　アイリの口を手のひらで押さえると、ダリウスはぎらりと視線を鋭するどくする。

「うるさいな、君みたいな肉にく食しよく獣じゆうよりましだね。だいたいさっきの腹の音だって、ありえないんですけど！」

「まぁまぁ、おふたりとも。好きなものを好きなだけ食べられるなんて、素す敵てきな場所なんですから仲良くいただきましょう」

　なだめるサルジュのトレイには、比ひ較かく的てき生野菜が多い。フレイアパレスでは新しん鮮せんな野菜こそ貴重なものだからだろう。

「わかった、お子様なふたりはこうしとけ」

　そういうとハイヅカはフォークを手に、アイリの皿の肉とダリウスのトレイのパンを入れ替え、自分の皿から野菜の炒いため物をふたりの皿に移してしまった。

「うわ、なにするかなこの人」

「ハイヅカさん……それじゃ世話焼きの母親」

　うんざり顔のふたりに、ハイヅカは兄を気取るようなにこやかさで、ナイフを器用にひらめかせた。

「人に親切にしてもらったら、なんていうんだ？　ん？」

「……いっとくけど、君と僕は同期なんだからね。先せん輩ぱい面づらはやめてもらいたいな」

　どうしてもひっかかるらしいダリウスは、憎にくまれ口をききつつあきらめて皿を引き寄せる。

　アイリも仕方なくフォークを手に取った。

「ありがとう。いただきます、お母さん」

　そのようすをじつににこやかに見守っているサルジュに、アイリは自分のことを棚たなにあげまくって考える。

　──こんな人たちに七聖守護物ザインタリスマンのことを任せるなんて、サルジュさんもさすがに不安になったりしないかな……

　しかし、アイリの隣となりに座っていたサルジュが、サラダを口に運んだ途と端たん、ガタン！　と椅い子すが倒たおれる勢いで立ちあがる。

「ど、どうしました!?」

「なんだ!?」

　驚おどろいた全員が見守る前で、サルジュは顔を真っ赤にして口を押さえている。

「か……、辛からっ！　なんですこれ!?」

　サルジュがテーブルに落としたフォークを見て、アイリは「あぁぁぁ。これは食べるもんじゃないですよ、飾かざりっていうか添そえ物です」そう口にしてコップの水を差し出した。

　その薄うす桃もも色いろの花はな房ぶさにみえるのは、大人でも悶もん絶ぜつするほど辛い木の実で、食べるには干して粉末にしたものを香辛料として使う。

　ハイヅカとダリウスも、原因がわかってほっとしたらしい。

「なんでまた、ジロキアなんて口にいれたんだ？」

「……あの、ロアルの実に似てたので。フレイアパレスでは、サラダに入ってるんです。それは甘い味なんでびっくりして……ゴホッ」

　コップの水を飲み干して、サルジュはなみだ目で苦く笑しようした。

「水のおかわりとってきます」

　アイリはコップを片手に席を立ったが、なにかひっかかるものを感じていた。

　──なんだろ、いまのって……単にサルジュさんの勘かん違ちがいだったのよね。あの激げき辛からの木の実に、甘くて似てるものがあるっていうだけ。……でもなんか気になるなー。違うけど似てる形……似てるけど違うもの。うーん、さっきのタロットにも似たような解かい釈しやくがあったような……違ったかも。

　昼食を取り終える頃には、カフェテリアに人が増えてきたせいか、アイリたちのテーブルは異様な注目の的となった。

『不運体質』に『幸運体質』、さらに『呪じゆ具ぐの闇やみ売人』と噂うわさや話題に事欠かない人物が揃そろい、そこへ外からの客人とわかるサルジュの組み合わせでは無理もない状じよう況きようだ。

「あのー、そろそろ戻もどりましょうか。主任も戻ってくるでしょうし」

　うながしたアイリの先に立って廊ろう下かを歩きながら、ハイヅカが体をのばすように手をうんとあげる。

「しかし、現地でも職員が動くとなると、うちにどれぐらい裁量がまかされるか……俺はやっぱり全部対策室でやればいいんじゃねぇかと思うけどな」

　先を歩くサルジュは、ダリウスとフレイアパレスの植物について話をしているようだが、アイリは気づかって小声で返す。

「でも、現地職員の人が動くほうが、アクラム家のことも公になりにくいって主任もいってたじゃないですか」

「わかってるのか？　『黒の七星旅団あいつら』があらわれたんだぞ。しかも、七聖守護物ザインタリスマンを狙ねらってだ。お前は、それを人に任せられるってのか？」

　足を止めたハイヅカは、苛いら立だちもあらわに口にする。

　その声には、どこか執しゆう着ちやくじみた憎ぞう悪おがあり、口の端はしには微かすかな笑えみが浮かんでいた。

　そこにはなにかを思いつめた者だけが持つ、悲ひ壮そうな感情があるようにみえる。

　──ハイヅカさんの……復ふく讐しゆうって言葉は本気だ。

　アイリは、いつの間にかハイヅカを止めたいと思っている自分に気づいて戸と惑まどう。

　自分もまた同じように『黒の七星旅団』は決して許せない。だが、いまのハイヅカからは、自ら不ふ吉きつな結果を引き寄せてしまう気がしてならないのだ。

「私は……全部をこの対策室で対処できるとも思えません。一番許されないのは、また『黒の七星旅団』が目的を果たすことだと思います。主任が現地に任せると決めたなら、的確な判断だったんだと信じます」

　アイリの返事に、ハイヅカは一いつ瞬しゆん冷ややかな空気をまとったが、再び腕うでをだるそうに振ふると覇は気きをゆるめて歩き出す。

　前を歩くダリウスが、ふり返って叫さけんだ。

「ちょっと、そこのふたり遅おそいですよ！」

「はいはい、お前こそ短い足でちゃかちゃか歩いてんなよ」

　ハイヅカの心無い一言に、ダリウスが「足が特別短いわけじゃありません！」と毛を逆立てそうにして怒おこっている。

　アイリはまだどことなく不安なまま、彼らの後を追った。
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　食事を終えた一同が対策室に戻ると、そこに怪あやしげな人ひと影かげがあった。

「あの、主任？　なにしてるんですか？」

　かがみこんでいるらしいシアーズの向こう側に、謎なぞの布ぐるみルジャインの影かげがみえる。

「な、あんたたち勝手にどこへいってたの！」

　ぱっと立ち上がったシアーズは、なにか手についたものをパラパラとはらった。

　それを見たダリウスが、その背後をのぞきみて「あぁ！」と声をあげる。

　その声にルジャインもしまったというつもりなのか、短い両手をあわあわ振り回すと、ほたたたた、と部屋を走りでていく。
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「なに、なんだったんですか。いまの……」

　あいかわらず正体の知れない生き物を見送るアイリの隣で、ハイヅカがため息をつく。

「やっぱり主任は、こないだのパーティもうまくいかなかったってわけだな。タロットの結果通りってことか」

　ダリウスはシアーズを見上げながら小言を口にした。

「主任、前にもルジャインにお供え物禁止だっていったじゃないですか。これ以上あいつがジャムパンを食べつづけて、ふくらんだり、カビたりしたら大変なんですよ」

「ジャムパンのお供え？」

　首をひねるアイリとサルジュの前で、気まずそうにシアーズは咳せき払ばらいをすると、手にしていた包み紙をさっとごみ箱に投げ入れる。

　ダリウスは冷たい視線でそれを見ながら、説明してくれた。

「あれは、半年ほど前ですか……ルジャインがねだるんで、研究室の女性がジャムパンをあげつづけたことがあったんです。生き地じがカビはじめた頃ころ、その職員は見事結けつ婚こん退職していったという話があります」

「えぇ!!　じゃあほんとにご利益があるってことですか！」

　どうみてもでたらめに縫ぬわれた不細工な布ぐるみなのだが、それなりに呪じゆ力りよくを持っているのかもしれない。

「とにかく手入れが大変なんだから、君もあれに食べ物は与あたえないように。主任も、今後はだめですからね！」

「おおげさね、ちょっと可愛かわいがってあげただけよ。意味なんてあるわけないじゃない」

　明らかにルジャインに恋れん愛あい成じよう就じゆの願がん掛かけをしていたらしいシアーズは、客人を前に笑顔をとりつくろう。

「アイリ。こんなのは単なる雑談だから、サルジュ様にお伝えしなくていいわよ」

「あの……それなんですけど──」

　もはやすべてが筒つつ抜ぬけだと言い出しにくくなったなか、アイリはサルジュが中央都市の言葉に精通していることを打ち明けた。

　真相を知らされたシアーズは、机にがっくりと両手をつきうなだれたようすだ。

「そう、事情は色々おありのようだけど、それは早く聞きたかったわね。ともかく、室長と話し合った結果、フレイアパレスで現地職員を動かすよう手配をかけてもらったわ……私ったら、こんなに仕事ができる女なのが災わざわいして、可愛げないとか思われたりしてるのかしら……」

　後半はひとりごとめいたぼやきになっていたが、アイリには少しわかるような気がした。

　──主任って美人だけど、お婿むこさんをお姫ひめ様さま抱だっこできちゃいそうだもんなぁ。可か憐れんっていうより、豪ごう華か絢けん爛らんっていう感じ。

「主任、そんなに結婚したいですか？」

「したいわよ！　もちろんいい男とよ……って、いいのよもうこのことは！」

　シアーズは気を取り直したように、みんなを席につかせた。

　アイリは椅い子すを引きながら、まだハイヅカの表情が気になった。シアーズも不ふ穏おんな気配を感じたのか、ハイヅカをみて声をかける。

「なぁに、捜そう査さを分業にしたことハイヅカは不満そうね？　いっておくけど私は別に対策室のメンツを重んじてるわけじゃない、効率を重視してるの。今回のことは現地への依い頼らいが早くて確実だからそうしただけよ」

　その言葉を受けて、ダリウスがすっと立ち上がる。

「主任、さきほど我々も話し合ったんですが、やはりもう一度『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げきがあった現場へいって、調査にあたりたいんです」

　現場でヤギ頭の口にした呪じゆ詛そや、資料館に仕し掛かけられた守護物タリスマンや呪じゆ物ぶつの痕こん跡せきを調べることで、フレイアパレスの現地調査の助けにもなるはずだとダリウスは提案する。

「そうね、それには賛成だわ。でもいまから急にじゃ、飛空艇の手配もむずかしいのよね……」

　段取りを考えはじめたらしいシアーズに、アイリとダリウスが顔色を変える。

「あの！　調査に向かうだけなんでそんなに慌あわてなくても、普ふ通つうに車で向かえばいいと思います。サルジュさんもご一いつ緒しよですし、まさか客人にあの降下袋ぶくろを使えだなんて……」

「そうですよ。調査用の道具も揃えていくとそれなりに荷物になりますから、ここはぜひ地上経路で向かいたいと思います」

　なにやら必死の形相のふたりに、ハイヅカが意地悪く口をはさむ。

「そうはいってもちんたら移動してたら、『黒の七星旅団』からまた襲撃されないとも限らないしなぁ。市街地は道も複雑だからな」

「はいはい、ハイヅカも意地悪いわないの。でも、立ち上げが急だったから、まだ対策室うちには専用車両がないのよ。保安部の車両をお願いして借りるしかなさそうね」

　アイリはその言葉におおいにうなずいた。そのままシアーズは考えこんでいたようだが、ぱっとひらめいたように顔をあげる。

「いいわ、ちょうど戻もどってきた最後のメンバーもいることだし、彼が一緒なら客人を連れての移動も問題なさそうね。サルジュ様の身み柄がらも、対策室うちに正式に移ったことだし、現地にお連れしても文句はいわせないわ」

　アイリが七聖府ザインにきた初日にも、人員がひとり間に合っていないと告げられていたが、どうやら戻ってきたらしい。

「さ、じゃあ移動車両の許可申しん請せいをしておくわ。それと、フレイアパレスでの現地職員の動きサルジュ様にもご確かく認にんいただきたいので、室長のところまでご一緒願えますか？」

　サルジュはうなずくと、シアーズのあとにつづく。

「主任。俺たちはここで待機なのか？」

「いいえ、遅おくれてくる彼とここで合流でき次し第だい、車庫へ一緒に向かってちょうだい」

「了りよう解かい。──って。え、ちょっと待て……」

　それだけ言い残すと、シアーズは部屋を出て行ってしまった。

「『彼』っていわれても、そのひとりって誰だれなんだ？」

　不可解そうなハイヅカに、アイリはもちろん、ダリウスも見当がつかないようだ。

「初日に主任がいってた、外務省の外交警備についてるって人ですよね？　なんかすごく切れ者の、デキる人がきそうな気がします」

　基本的に周辺都市への使節に同行する警備要員となれば、かなり臨機応変さが求められるはずだ。だが、アイリとハイヅカをちらりとみたダリウスの意見は違ちがうらしい。

「そうかな、いまの対策室の人員を考えると、おのずと答えはわかる気がしないか？　なにかには秀ひいでてるかもしれないけど……」

「なんだダリウス。自覚があったのか」

　いまさら誰がこようと同じだろうと思うのか、ハイヅカは落ち着いている。

　──警備ってことは、ハイヅカさんと同じ都市保安部隊にいた人かもしれない。やっぱり、聖戦器フアランクスを使えるような人なのかも。

　アイリがそんな想像をしたとき、扉とびらがノックされる音がした。

　三人ともが視線を合わせ扉に注目する。

　しかしいくら待っても、一向に扉がひらかれる気配はない。

「なんだ……アイリ、開けてみろ」

「えぇー、なんで私なんですか」

　だが一番下したっ端ぱであることや好こう奇き心しんも手伝って、アイリはおとなしく扉を開いた。

　目の前には制服と、腰こしのベルトに吊つられている青玉のはめ込まれた細身の杖つえが見えるだけだ。

　ずいぶん高い位置にあるらしい相手の顔を、つい口をあけてみあげてしまう。

　扉の向こうに立っていたのは、無表情ながらも中ちゆう途と半はん端ぱに拳こぶしを握にぎった長身の男だった。

「あぁ。返事がなかったので、もう一度叩たたこうかどうしようか迷ってるうちに…………君があけてくれました」

　ややくせのある、短い銀の髪かみと白い肌はだ。

　髪と同じような色味の、細い縁ふち取どりの眼鏡めがねのむこうに、薄うす青あおい瞳ひとみがある。その人物は、まさに氷の彫ちよう像ぞうのような空気をまとって見えた。

　どこか冷ややかに見える双そう眸ぼうと、握られたままの拳にアイリが身を引くと、男は視線を下ろしてひらいた手を差し出す。

「到とう着ちやくが遅れましたが、今日からこの七聖守護物ザインタリスマン対策室勤務になる、アダム・サイクスです」

「そ、そうでしたか」

　──なんていうか、丁てい寧ねいだけど悠ゆう長ちような人だなぁ……

「アイリ・イスフェルドです。今期入省の新人です」

　アダムのどこか怜れい悧りな雰ふん囲い気きから、きっと辛しんらつな言葉が返ってくるのではないかと身構えたが、その穏おだやかな対応にほっとして握あく手しゆをかわす。

　アダムはそのまま三拍ぱくほど呼吸を置くと、ふわりと笑えんで口をひらいた。

「うん。新人の採用はいいんじゃないかと思います」

　予想もしなかったやさしい言葉を、背後のふたりにも聞かせたいとアイリはふり返った。

　しかしそこには渋じゆう面めんのハイヅカと、うさんくさいものを見る表情のダリウスがいた。

「サイクス、最後のひとりってあんただったのか」

「やぁ。聖戦器フアランクスの屈くつ指しの使い手と、ご一緒できるとは光栄ですね」

　やはりこの人物はハイヅカと面識があるらしい。

　答えるアダムの声はとても穏やかだが、表情があまりに変わらないので、そのまま受け取るとまるで嫌いや味みのようにも聞こえる。

「『歩く防ぼう壁へき』サイクスがここへ配属ってことは、よほど俺を警けい戒かいしてるか『黒の七星旅団』の動きを七聖府ザインも感知してるってとこだな」

「上の意向は知りませんが、ここはずいぶん面おも白しろそうなところですし、外周りはそろそろ遠えん慮りよしたくて話を受けたんです」

　お互たがいをよく知っているらしいふたりの会話に、アイリとダリウスがついていけないでいると、ハイヅカが自分の聖戦器を手にとった。

「とにかく。ここで話してるより、とっとと主任のところへ行くべきだな」

　アダムがうなずいて部屋を出ると、全員がそのあとにつづいた。
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　ハイヅカやアダムの歩調に合わせようとすると、アイリとダリウスはつい小走りになってしまう。

　苦々しく思いながらも、置いていかれぬように必死についていくと、正面入り口から突つき当たりの扉を抜ぬけた場所が目的地だった。

　そこには都市保安局の職員が使う車両がいくつも並んでいるようだ。

　市街地巡じゆん回かい用の小さなものから、二十人ほどが乗り込める大型車両。さまざまな機材を運べる大きな荷台を備えたものまでと、形もさまざまだ。

　全員が受付でサインを済ませて中へ入ろうとすると、車庫で働く整備士たちが不思議そうな視線を向けてくる。

　そこへ外がい套とうを着込んだシアーズが、長靴ブーツのかかとを鳴らしてさっそうと歩いてきた。

「あぁ、ちゃんとアダムと合流できたのね。にしても、うちにも専用車が欲しいわねぇ」

　車庫をみまわして口にするが、それもこの対策室の成果次第といった部分なのだろう。

「俺は車の移動はまどろっこしくて、あんまり好きじゃないけどな」

　ハイヅカは保安部隊でも飛空艇班に配備されていたせいか、地上の移動をよりわずらわしく思うのかもしれない。

　だがアイリとしては、自分の足がどこにもつかないような移動手段はまっぴらだ。

　借りることができた車両は小型のもので、客人のサルジュを含ふくめて六名がのりこむとそれほど余よ裕ゆうはなさそうだ。それでも、市街地を走ることを思えば十分だろう。

「さっさと乗車しなさい。サルジュ様には窮きゆう屈くつで申しわけありませんが、警護も兼かねて私とハイヅカが両りよう脇わきに座らせていただきます。あぁ、ダリウスはアイリの隣に荷物と座って」

　まるで引いん率そつの教師のように世話を焼くシアーズの指示で、一同は車両に乗り込む。

「運転はアダムに頼たのむわ。なにしろもうひとりの元都市保安部隊の男は、とろい乗り物が苦手みたいだから」

　客人を乗せて暴走されてはたまらないと思うのか、運転はアダムにまかされることになった。

　車は専用の通用口を抜けて、市街地へと走り出す。

　運転席にいるアダムのすぐ後ろに座ったアイリは、見慣れた窓の外よりも、前にすわるアダムに興味をもった。

　それに気づいたのか、アイリの後ろの席に座るシアーズがひそめた声をかけてくる。

「彼が気になる？　アダムはこれまで周辺都市をまわることも多かったから、七聖府ザインに戻ってくるのは久しぶりのはずよ」

「あの、サイクスさんって、やっぱりスゴイ人なんですか？」

　唐とう突とつな質問かとは思ったが、シアーズもアイリの「スゴイ」の意味を汲くみ取ったのか、くすっと笑いを漏もらす。

「どうして、そう思ったの？」

「なんかこの対策室って一芸必ひつ須すっていうか、そういう人の配属が多い気がするので」

　アイリの言葉にシアーズは苦く笑しようしつつうなずく。

「そういう言い方もあるわね。アダムはダリウスとハイヅカより、二期前の入省者よ。あなたたちの中では一番先せん輩ぱいにあたるわね。彼の一芸といえば、聖戦器フアランクスの使い手にはめずらしく、防ぼう御ぎよ陣じんや守護術に優すぐれてることかしら」

　七聖府の防衛省に所有者が多い聖戦器は、攻こう撃げきに使われるものだとばかり思っていただけに、アイリにとってもその話は意外だった。

「警護職につく人って、もっと守護物タリスマンとか術を使うのかと思ってました」

「もちろん、そのほうが一いつ般ぱん的ね。でもアダムだったらある程度攻こう守しゆ一体も可能よ。ひとりを警護するなら、かなり精度は高いでしょうね。ただ攻撃という点ではやっぱりハイヅカに軍配かしら……でも、注目すべきはそこじゃないでしょアイリ」

　突とつ然ぜん声をひそめて、シアーズが前方に目配せするので、アイリもアダムを盗ぬすみ見た。

「え、どういう意味ですか？」

「アダムの本当の特性は、主に女子職員に悪い影えい響きようがあるの。あの美び貌ぼうをみりゃわかるでしょ。それもあって外回りって説もあるぐらいよ」

　確かにアダムは均整の取れた長身で、美貌といっても差し支つかえない整った顔立ちをしている。

　一見しただけだと、こちらが気おされてしまうほど、冷ややかな雰囲気をまとって感じられるのだ。

「そうなんですか？　なんか最初はちょっと冷たそうな人なのかと思ったんですけど。でも話してみたらやさしい人なのかなって……」

　アイリの感想に、シアーズは深くうなずいてみせる。

「思ったより判断力があるわね。アダムは一見冷たそうで澄すましてみえるけど、実際とんだおとぼけなのよ。よくみなさい、あの小さい後頭部を」

　もともとのクセ毛と髪の色で目立たなかったが、確かにシアーズのいうとおり、アダムの後頭部は一部だけ髪がぴよっと逆立っている。

「あれって、わざとじゃなくて……ひょっとして寝ね癖ぐせですか？　前から見てたら気づきませんでした」

「それにあの制服。頭身も高いから着こなしばっちりに見えるでしょう？　モデルも顔負けのくせに、大たい抵ていシャツのボタンをかけちがえてるわ。時にはベルトが裏返しだったりもするわね」

　聞けば聞くほど、アダムの外見をだいなしにしていく話にアイリもため息がもれる。

「なんか、すごく意外です」

「そこよ。意外だからこその落差に、めろっといっちゃう女性職員は多いのよ。神経質そうにみえてずぼら。冷たそうにみえてほんわか。アダム本人にはそういう自覚がないから、彼の貞てい操そうの危機を感じたら、アイリもフォローしてあげてちょうだい」

　最も先輩にあたるはずのアダムの人物像は、アイリにとって謎なぞめくばかりだが、護衛の得意な彼は、自分の身を守るのはうまくないらしい。

　──うーん、だらしないのは女性にも？　でも本人がそのつもりじゃないなら、だらしないってのも違ちがうか。




　六人を乗せた車は、七聖府ザインの車両とわからないような地味な覆ふく面めん車両だった。

　そのおかげか、アイリたち一行はそれほど目立つことなく、市街地を抜けて中央都市のやや郊こう外がいに位置する資料館に到とう着ちやくできた。

　近辺にはすでに保安部隊の車両が何台か止まっている。現場はまだ保安局によって閉へい鎖さされているらしい。

　立ち入り禁止の護ご符ふの前に立つ兵士に、シアーズが通達書を見せると無事通してもらえた。

　周囲には物々しく保安部隊の人間が行き来し、白い粉末で描えがいた線が建物を囲んでいるのは、守護用の結界がめぐらされているのだとわかる。

「この資料館って、アルステラ大陸全体のものですよね」

　アイリの質問に、並んで歩くダリウスが答えてくれた。

「そうだな。各都市の文化背景がわかるものから、中央都市セントパレスの成り立ちについてあたりが中心かな。かなり古い守護物タリスマンから、用よう途とのわからない呪具まで展示されてる魅み力りよく的な施し設せつだよ」

　いまだに各地で発見される、前世紀の遺物ともいわれる呪じゆ物ぶつは、研究者たちの興味をひきつけてやまないらしい。

　まだ瓦が礫れきや硝子ガラスの散乱する床ゆかを踏ふんで中へ進むと、内部は襲しゆう撃げき当時とほとんど変わっていないようだ。

　後ろからついてきたサルジュが、その日のことを思い出したのか痛ましげに眉まゆをひそめた。

「室長、僕は調査に回るので防御陣を張るならその後にしていただけますか？　調査結果に影響がでちゃうとまずいので」

「そうね。じゃあアイリとハイヅカはダリウスを手伝って。私とアダムはサルジュ様についてあの日の流れを検分するわ」

　二手に分かれて歩き出したものの、『黒の七星旅団』の襲撃は建物の天てん井じよう部に近い場所が狙ねらわれたため、アイリたちは階段で最上部にあがることになった。

「えー、昇しよう降こう機が使えないんですか？」

「当たり前だ。まだなにか仕し掛かけが残ってたら、とんでもないことになるだろ」

　ダリウスは厳しく言い渡わたすと、さっさと階段をあがりはじめる。

「そんなこといいながら、一番大きい荷物を女の子に持たすのってどうかと思います」

　両手に大きなカバンを持たされ、アイリはよたよたと階段をのぼる。

「仕方ないだろう。僕はこのとおり計測器を持ってるし、ハイヅカには急に備えて聖戦器フアランクスを維い持じしてもらわないといけないんだ。となれば、残った君にできることはなんだ？」

「……荷物持ちです」

　そういわれると引き下がるしかなく、アイリは黙だまってダリウスの後ろについて歩いた。

　ハイヅカがその後ろから聖戦器を構えてのぼってくる。

　ダリウスは両りよう腕うでに、大小さまざまな方位盤ばんや輝き石せきをちりばめた計測器をぶらさげ、見たこともない模様が描かれた呪じゆ譜ふをときどき貼はりながら、ノートに記録を取っていく。

　なにをしているか知りたかったが、ぶつぶつと呪じゆ文もんをつぶやくような横顔を見れば、声をかけられる雰ふん囲い気きではない。

「ダリウスのやつ、調査になると異常な集中力だな」

　背後からハイヅカの小声が聞こえたかと思うと、聖戦器がひょいっと伸のばされアイリの左ひだり肩かたに提さげたカバンの紐ひもを取った。どうやら手伝ってくれるらしい。

「このままだと、天井につくまでにお前がへたばる」

「……そ、です……ね。なんせ階段を十五階分とかいっきにのぼったことないんで……すみません」

　さすがに息も切れ切れでアイリが答えていると、ダリウスが足を止めた。

　割れたままの窓から外に身を乗り出すが、しばらくして首をふりもどってくる。

「呪じゆ詛そには違いないみたいだけどね。これといって、呪物の痕こん跡せきはみつからない。あとは土とか血液が付着してる部分を持ち帰って検査しないと」

「あのとき……ヤギ頭の男が自分の手を切ったんですよね。それで六ろく芒ぼう星せいの形を宙に描いてたと思います」

　アイリが記き憶おくを辿たどっていると、ハイヅカがやや沈しずんだ声で答える。

「血を媒ばい介かいに使うなんてのもな……このところ性質たちの悪い呪詛集団も増えてるみたいだし、そういった手合いまで『黒の七星旅団』に同調してたりするとやっかいだな」

「でもここを襲おそった飛空艇には『黒の七星旅団』の紋もん章しようがあったし、狙いはサルジュさんだったんですよね……」

　アイリがつぶやいていると、まだ右へ左へと歩き回っていたダリウスが、階下にいるアダムに向けて大声で叫さけぶ。

「上階の検査も終わりました！　結界広げてください」

　するとこちらを見上げていたアダムが、大きく手を振ふって了りよう解かいの意を伝えた。

　現在この資料館への人の出入り口は、外の守護結界によって規制されているが、サルジュを連れているだけに、内部でも用心する必要があるのだろう。

　しかしアダムが杖つえを構えた次の瞬しゆん間かん、シュパンッと空気が抜ぬけるような音が、アイリたちの頭上で響ひびく。

「上を向くな！」

　ハイヅカの厳しい声が飛んで、アイリとダリウスは思わず自分の頭を抱かかえた。

　外部の結界は、あくまで人の出入りだけを規制するものだったらしい。破られた天井めがけて、建物の上空から撃うちこまれたなにかが飛来する。

　ハイヅカが聖戦器フアランクスを大きく振り、風鳴が耳に届いたが、巻き起こされた風は白く光る小さな粒つぶを舞まい散らせた。

　階段の手すりの向こうに、無数の白いものが光りながら落ちていく。ダリウスがとっさに手を伸ばし、それを指に受けた途と端たんに、バチンと小さな火花が散った。

「なに……」

「術師が使う灰だ。これは、呪じゆ術じゆつの媒介になる！　サイクスさん!!」

　叫んだダリウスの声が、古い建物のなかで反はん響きようする。

　見下ろせば、地上にいるアダムがふたたび杖を構え、地面にジャッと音を立てて線を引く。

「サルジュ様、動かないでください！」

　シアーズの緊きん張ちようした声が上まで聞こえたが、下をのぞきこんでいたアイリは不思議なものを見た。

　階下へと舞い落ちる白い灰の粒が、ひとつひとつ光を放ったかと思うと、ちかちかと輝かがやきを帯び明めい滅めつを始めたのだ。

「これって、記録映像で見た。フレイアパレスの燐りん霧むと似てる……」

　いまのフレイアパレスでもこの現象が頻ひん繁ぱんに起きては、火災に繫つながっているとサルジュも心配していた。

　アイリの隣となりで地上を見下ろしていたハイヅカが、舌打ちと同時に手にした聖戦器フアランクスをびゅんと振った。それはハイヅカの意思に応こたえるように鳴動をはじめる。

　さきほどから明らかに異変が起きているのに、外にいる都市保安部隊の人間が入ってこないのはおかしい。

　建物の外部に張られた警備用の結界のさらに内側に、何者かが新たな結界を張った可能性があった。

「この灰の狙いは、下にいるサルジュ様だ。なにを仕掛ける気だ……」

　唸うなるように口にしたハイヅカの双そう眸ぼうが鋭するどさを増し、獣けもののように研とぎ澄すまされる。

　その瞳ひとみの底に怒いかりの感情をみた気がして、アイリは嫌いやな予感を覚えた。

　──同じだ、あのときカフェテリアの帰りにも、ハイヅカさんはこんな目をしてた。

「ハイヅカさん!?」

　アイリが悲鳴を上げる間にも、手すりを飛び越こえたハイヅカの背中が目の前から消える。

　軽々と宙へとびだしたハイヅカは、器用に階下の手すりに槍斧ハルバートの鉤かぎ爪づめをひっかけ、対角の手すりへと飛び移っていく。

　──ちょっ!?　なんでこんな無む茶ちや苦く茶ちや……また、置いてかれた。でも、もう二度とあんな思いはしたくない！

　アイリはとっさに足もとにあったダリウスの荷物に手を突つっこみ中から袋ふくろをつかむと、自分も手すりを乗り越えていた。

「なっ、アイリなにして……!!」

　破れた天井にダリウスの悲鳴が響く。さらにそれを遮さえぎるように、アイリの叫び声が尾おを引いた。

「ひぃやぁぁぁああ──っ!!」

　無理やり降下させられても、覚かく悟ごして飛び降りても、恐きよう怖ふ感かんは変わらないのだと嫌というほど思い知らされる。

　悲鳴が耳に入ったのか、階下の手すりにぶら下がるハイヅカが瞬しゆん時じに体勢を立て直した。

「アイリ！　こんの馬ば鹿かっ……」

　とっさに手すりから身を乗りだしたハイヅカは、槍斧を伸ばしアイリのベルトにひっかける。

「……っりえねぇぞ、ほんとに。なに考えてんだ!?」

　ハイヅカの肩かたにかかる衝しよう撃げきも大きかったはずだが、槍斧の先にぶらさがるアイリを振り子の要領で吊つりあげると、つかんだ手すりとの間にアイリを抱えなおす。

　無む謀ぼうさを怒ど鳴なりつけようとでもいうのか、険しい表情のハイヅカを、アイリはひるむことなく睨にらみ返した。

　なにをどういわれようと、引くつもりはない。自分の役割がなんであるかを知ったいま、待機など断固拒こばむつもりだった。

「もう、二度とおいていかれるのはごめんです。それにダリウスさんの荷物のなかに、降下袋ぶくろがあったからつけてます」

　そういって、アイリは肩にかかっているベルトを指差した。それを目にしたハイヅカは、頭痛をこらえるような顔で投げやりに口をひらく。

「……わかった。それなら、こっからは自分で降りろ」

「え……って、うきゃぁぁああぁ───っっ！」

　無残にもハイヅカにぽいと宙に放ほうり出され、アイリは今度こそ自力で降下袋を使うはめになった。

　必死に紐を引くと、がくん！　と肩に強い衝撃がきて、降下がゆるやかなものになる。

　しかしハイヅカは、飛び降りるのと変わらないような速度で、三階部分まで到とう達たつすると、最後はアイリを追い越して、直接地面へと着地した。

　その間にも灰は建物の床ゆかへと舞い落ちていく。発火作用があるのか、ハイヅカの長靴ブーツが床に触ふれるたび、ばちばちと火花が散った。

　灰を避さけようとして、なんとか降下袋の上に立ったアイリは、サルジュのいるほうをふりむいた。

　ちょうど、アダムの持つ先の尖とがった杖が硬かたい石床の上を音を立てて走り、描えがきだされる防ぼう御ぎよ陣じんが完成しようとしている。アダムは手もとから目を離はなさないまま口をひらいた。

「イスフェルドさん、防御陣を結び終わる前にこのなかへ……」

　でなければはじき出されるとつづけた、アダムの言葉が終わる前に、サルジュがアイリを助けようと手を伸のばす。

「アイリさん、こっちです！」

　まだ結ばれていない防御陣から外へ出たサルジュの腕うでに、ひとひらの灰が落ちた。

「あっ……！」

　まるで火傷やけどしたかのように、サルジュの腕がはねると、そのまぶたがきつく閉とざされる。

　ふたたび開かれたときには、藍あい色いろの瞳はぼんやりと焦しよう点てんを結んでいなかった。

「サルジュ様！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　だがサルジュは黙だまったまま、背後から引きとめようとしたシアーズの手をすり抜けるように、完成前の防御陣を踏ふみ越えてしまった。

「駄だ目めです、この灰には触さわらないほうが──サルジュさん!?」

「サルジュ様、だめです。ここから動かれては」

　しかしまわりの声も耳に入らないのか、サルジュはそのままアイリが来たのとは反対の方向へ歩き出した。

　不思議なことに、サルジュの足は灰に触れていても、火花が起きるようなこともない。

　ただ足もとから徐じよ々じよに、淡あわくゆらめく青い光が生まれると、やがて全身を包むようにゆっくりと広がっていく。

　──……前にサルジュさんがいってた『ファティマの手』の浄じよう化かの炎ほのおって、きっとこんな感じだ。まるで炎がサルジュさんにのり移ったみたい……

　どうしてそんなふうに思えたのか、アイリは自分でも不思議だった。初めて目にする光景に茫ぼう然ぜんとしていると、サルジュの唇くちびるから漏もれたつぶやきにはっとする。

　彼女はフレイアパレスの言葉で『どうしてここに、「ファティマの手」が？　あれを持って帰らないと……』とうつろに繰くり返しているのだ。

　──幻げん覚かく？　サルジュさんには、『ファティマの手』が見えてるの!?

　アイリはその背を追おうとしたが、灰を踏むとすぐに激しく火花があがってはばまれる。

　背後のシアーズから厳しい声がとんだ。

「だめよ、アイリ。サルジュ様がなにかの術にかけられてるなら、むやみに触れてはだめ。見み極きわめてからじゃないと、うかつに手を出せばサルジュ様が危険なの」

　アダムもわかっているのか、杖つえを手にしたままじれったそうにその足取りを見つめる。

　全員が見守るしかないなか、サルジュの足が向けられた先、暗がりになっている場所に、ふいに十字のような模様が白く浮うかび上がる。

　その中心には、尖った二本の白い物体があった。

　ゆっくりと地面から滑すべり出るように、十字の中央にあらわれたのは、奇き妙みように彩さい色しきされたヤギの頭ず蓋がいだ。

　それは以前、資料館の襲しゆう撃げきにあらわれた人物と同じだとアイリは気づく。

「あれは、『黒の七星旅団』……サルジュさんは、あいつらの術で？」

　後ろで杖を握にぎるアダムから、低く答えが返された。

「やはり、ここは外部の警護用の結界とも切り離されて、やつらの作った結界のなかにあるようです。となると、この建物の中ではあちらが有利」

　ヤギの頭蓋の下から、するりと白い腕が伸びたかとおもうと、地面についたその手が支えるようにして、全身があらわになる。

　ヤギの頭蓋骨をかぶる少年は完全に姿をあらわすと、無造作にサルジュの髪かみをつかみ乱暴に引き寄せた。

　そのままサルジュの膝ひざ裏うらを足で押すと、力の抜ぬけた体を床に座らせる。

　少年の向こう側にいたハイヅカが、聖戦器フアランクスを低く構えると、そのまま地を這はうように駆かけて仕し掛かけた。だが、相手もその動きを読んでいたかのようにとびあがると、ハイヅカの槍斧ハルバートに自分の鎌かまの柄えをからめて跳とぶ。

　もつれるように両者は激しく打ち合ったが、ハイヅカの動きがわずかに鈍にぶるのがわかって、アイリは踏みつけている降下袋から足を踏み出した。

　再び火花が散ったが、いまはそれを気にしていられない。

「アイリ。駄目よ、戻もどりなさい！」

　シアーズの声が聞こえるが、ハイヅカの動きが鈍いのは、背後にサルジュをかばっているせいだと気づいていた。

　──このままじゃ、ハイヅカさんもサルジュさんも危ない。

　足もとで起きる火花を、蹴け散ちらすように走りだしたアイリの目の前で、床に倒たおされたハイヅカが、そののどもとを少年の鎌の湾わん曲きよくした面で押さえつけられる。

　ただ無我夢中で駆け寄るアイリは、ヤギの頭蓋が目の前に迫せまって、自分がなんの武器も持たないことに気づいた。

　──まずい！　だって、まさか現場に出るなんて思ってなかったし……そもそも学校にだって肉にく弾だん戦なんて選せん択たく科目なかったんだからー！

　一いつ瞬しゆんの間に自分でも呆あきれるほど無む駄だなことを思い浮かべながら、気づけば思い切り肩から相手の体にぶつかっていた。

　さすがにふいをつかれたのか、少年の華きや奢しやな体がバランスを崩くずし手もとが乱れる。

　それでも体をひねりざまに、手にした鎌の柄を繰くり出し、アイリのすぐ頭上を風圧が襲おそったかと思うと、髪がいくらか切られて落ちた。

　ふはっ、と息をついて、アイリの喉のどからひきつった呼吸がもれる。

　なんとかサルジュの体を守らねばと近づこうとすると、その目前で、ガキッと硬かたい金属音が響ひびいた。

　顔をあげれば、隙すきを見み逃のがさなかったハイヅカが、体勢を立て直し少年に聖戦器フアランクスを振ふりかぶる。

　相手の長なが柄えの鎌に槍斧の鉤かぎ部分をひっかけると、ハイヅカは少年の細い体を後方に投げ飛ばした。

　ハイヅカはアイリをかばうように、前に立ちはだかると槍斧を構えたが、背後の壁かべにまでふっとばされた少年は、まるで痛みを感じていないのか、埃ほこりを巻きあげ跳はね起きる。

　ヤギの角をつかんでゆがみを直しながら、ケープの埃を払はらいおとした。

「まーったく。もとはといえば、『ファティマの手』に始末をつけないと収まりが悪いってあの人がいうから、仕方なく尻しり拭ぬぐいにきてやったんだよね。そしたら、偶ぐう然ぜんお前を見つけて楽しくなったところだったんだけど……その女はやっぱり邪じや魔まだねぇ。楽しい時間に水を差すなんて、あんた立場わきまえてるのかな、嫌きらいだなそういうの」

　正面から少年に指を向けられ、アイリは慌あわてた。

「は……私!?」

　突とつ然ぜん個人的な恨うらみを突つきつけられ、アイリはぎょっとしたが、ヤギ頭の少年は相変わらずどこか間延びした口調で不ふ機き嫌げんにまくしたてる。

「お前がいると、この男をいたぶっても面おも白しろくならないんだよね。あぁ、でもひょっとして、お前をいたぶれば面白くなるのかな？　邪魔な駒こまなんだからどけちゃおっか？」

　了りよう解かいを問うようでいて、はなから答えを聞く気などない楽しげな声。アイリは、自分が破り捨てられる紙くずにでもなった気がした。

　ハイヅカの手が、さらにアイリを後ろに押しやると、槍斧を構えたまま低い声が告げる。

「お前、本気で逃にげろ。死ぬ気でさがっとけ」

「だ……だって、サルジュさんを助けないと」

「いってる場合か、いまはお前が狙ねらわれてんだぞ！」

　狙いを定さだめる蛇へびのように、少年が呼吸を落ち着けていく。

　そのとき、突とつ如じよ背後から、シアーズの厳しい声がとんだ。

「アダム、援えん護ごを頼たのむわ。いまはサルジュ様の身み柄がら確保を最優先。ハイヅカ！　なんとかアイリをこっちまで寄こして。完かん了りよう次し第だい、防御陣展開よ」

　シアーズは懐ふところから小しよう銃じゆうを取り出すと、両手で構えて走りながら発はつ砲ぽうした。

　床ゆかに起こる火花と銃じゆう声せいに、少年との間にあった緊きん張ちようが破られる。サルジュのもとへ駆けつけたシアーズは、ぐったりとした体を抱だき起こす。

　そこへすかさず投げられた少年の鎌を、アダムが杖で叩たたき落とした。

「アイリ、いけ！」

　ハイヅカに背を押され、ふたたび足もとで跳ねる火花に顔をしかめながら、アイリは必死に走りだす。

　アイリが防ぼう御ぎよ陣じんの線のなかへ踏ふみこむのとほぼ同時に、アダムが杖を地面につくと、その手が印を結んだ。陣を模かたどるラインが瞬しゆん間かん的に明るさを放ち、またたくまに空気がうねると、外との隔へだたりができたのを感じる。

　ハイヅカは床に落ちた鎌に近づくと、あろうことか少年のほうへと蹴けって滑らせた。途と端たんにシアーズが怒ど声せいを放つ。

「ちょっと!?　馬ば鹿かハイヅカ。遊んでるんじゃないのよ！　そいつに得物返すなんてなに考えて……あぁ、もうほんと……命令違い反はんの減げん俸ぽうよ」

　心底投げ出したいというような声を聞かせるシアーズに、アダムが同情のこもった視線を送る。どうやらこうしたことは初めてではないようだ。

　だがアイリも、先ほど聞いたばかりの少年の言葉は妙みように気になっていた。

　──なんだろう、あのヤギ頭の子……ひょっとして、ハイヅカさんのこと知ってるの？

「てめぇの相手は、そっちじゃないはずだ」

　低くひそめた声で、ハイヅカは少年を挑ちよう発はつするように聖戦器フアランクスを鳴らす。

「どうして俺に関かかわろうとする。お前は……何者だ？」

　じりじりと間合いを計ったハイヅカが、いぶかるように問いかけたが、少年はくすっと喉の奥で笑った。

「そうだねぇ、謎なぞかけもいいけど。一応その前に、私も一仕事片づけておくとしようか」

　少年はふたたび鎌をとると、ケープに片手をつっこみ懐ふところから古びた羊よう皮ひ紙しを取りだした。

　丸められた羊皮紙を紐ひも解とくと、ヤギの頭蓋の内側から呪じゆをこめた言葉が独特の声で流れだす。

「深き闇やみの高位眷属マーシヤルをこれへ　四よつ辻つじにあらわれひかえよ　軍団の蹄ひづめと剣けんを持ち　叫さけびを放ち　地へ散り　血に塵ちりちらし　奪うばい去り駆け抜けよ」

　少年が言葉を唱え終わると同時に、羊皮紙はその端はしから炎ほのおをあげて燃えはじめる。

　その黒こく煙えんは少年があらわれた十字の陣のうえにわだかまると、異様な密度でなにかが形づくられていくのがわかる。

　──この人、一体なにを呼びだそうとしてるの……？
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　それが形を成してしまえば、取り返しがつかなくなる。

　もはやそれは確信だった。息苦しさを感じさせる暗い影かげに、アイリが不安に押しつぶされそうになると、頭上でダリウスの叫ぶ声がする。

「アイリ、水すい晶しようはあるか！」

「え……そんな急に。あ、琥こ珀はくならあるけど……」

　慌てるアイリは制服のあちこちをさぐりながら、左手首にある数珠ロザリオの存在を思い出す。

「ある！　数珠なら持ってる」

　必死に叫び返すと、ダリウスがガタンとなにかを動かす音がした。なかなか降りてこないと思っていたが、どうやら上階でなにかいじっていたらしい。

「すぐにばらして、影に向かって投げろ！」

　なにをするつもりなのかもわからないまま、アイリは数珠をつなぐ糸を歯で嚙かみ切り、片手に握にぎると暗がりに向かって思い切り振りかぶった。

　同時に頭上で気配があり、ダリウスが透とう明めいな箱のようなものを投げ落とす。

　落下したそれは硝子ガラス細工だったらしく、床に叩きつけられると見事に砕くだけ散った。

　透すき通った破は片へんが、きらめきながら大きな光を放つと、その輝かがやきがひときわ明るくなる。

　やがて光がゆるむと、そこに白馬が引く箱馬車の幻げん影えいが生み出された。

　四頭立て馬車の御ぎよ者しや台だいでしかめ面つらの老人が鞭むちをふりあげると、アイリの投げた水晶が吸い寄せられて闇にのまれる。そのまま鞭は音を立て、馬の背を叩いた。

　いなないた馬は前まえ脚あしを高くふりあげ、輪りん郭かくを浮うかびあがらせつつある黒い軍団へと突っこんでいく。

　馬車が駆かけ抜ぬける車輪の音が遠ざかりその姿が消えると、踏みしだかれた黒いもやは急速にちぢみはじめた。

　それはすぐさま、羊皮紙が焼やけ焦こげて丸まった無残な形へと変へん貌ぼうする。

　仕し掛かけられた術が無効化されたその隙を、ハイヅカは逃のがさなかった。

　聖戦器フアランクスを鋭するどく突き出し、少年の喉もとを地面に縫ぬいとめようとする。

　しかし、紙かみ一ひと重えで少年は体をそらしハイヅカの槍斧ハルバートを避よけると、地面に身を転がした。

　目の前で呪じゆ術じゆつが回かい避ひされたのにアイリはほっと息をついたが、すぐに横たわるサルジュの異変に気づき、額に触ふれて顔色をかえる。

「サルジュさん……どうしよう、すごい熱。主任、これも呪じゆ詛そなんですか？　でも、私たちにはなにも……」

　ずっとサルジュの体を包んでいた青い炎のゆらめきが、濃こさを増し、さらに大きくなっていくのがわかる。だが、同じ防ぼう御ぎよ陣じんのなかにいるアイリたちにその影えい響きようは及およばないのだ。

　すぐにシアーズも、サルジュの体からだに触れて状態を調べはじめるが、深刻な表情で首をふる。

「詳くわしくはわからないけど、いい兆候とは思えないわ──ダリウス！　早くこっちへ戻もどってきなさい」

　わずかに焦あせりの感じられるシアーズの声に、アイリもあまり猶ゆう予よがないのだと気づいた。

　しかしサルジュを外へ連れて逃げたくとも、すでにこの資料館の内部に、『黒の七星旅団』の仕掛けた呪じゆの力が働いている。

　アイリたちからやや離はなれた位置にある、十字の陣がふたたび光を発すると、そこからまた新たに浮かびあがる影がみえた。

「ったく、まだ後発部隊がいたってわけ？」

　シアーズは顔をしかめると、銃じゆうの弾だん倉そうに弾たまをこめなおす。

　あらわれた影は、揃そろいの赤いローブをまとった人間のようだ。ぞろりと地表に這はい出してくるあいだも、異様な静けさを保つさまはなんとも薄うす気味が悪い。

　沈ちん黙もくを守ったままの人影たちは、フードを被かぶった顔に、そろって目もとを覆おおい隠かくす布を巻きつけ、中央に目らしき模様を描えがきいれている。

　徐じよ々じよに包囲をせばめてくる揃いの衣装の人ひと影かげは、一つ目の生き物がにじりよってくるようで、アイリは思わず身み震ぶるいした。

「主任。なんか……この人たちに囲まれるの、ものすごく嫌いやなんですけど」

「同感ね。まだこれが幻影だったほうがマシよ。アダム、防御陣の強化を！」

　シアーズの指示で、アダムがさらに防御陣の強化の聖せい句くを唱えはじめたが、ハイヅカが少年の執しつ拗ような攻こう撃げきを残さず受けとめながら叫ぶ。

「サイクス！　一いつ瞬しゆんだけ防御陣を解除できるか!?」

　ハイヅカの一声に、アダムは問い返すことなくうなずいた。

「一瞬だぞ！」

　答えたアダムが、手にした杖つえを足もとに突きたてると、解かい呪じゆの聖句を口にする。

『聖なるかな　七つ星の光満ちる腕うでに　ゆだねられしやすらぎの魂たましい　加護に輝く欠片かけらをちりばめ解き放て』

　言葉が終わると同時に、アイリたちの周囲をとりまいていた空気の厚みが、再びうずまいて変化した。

　それを背で感じとったように、ハイヅカが槍斧を頭上高く掲かかげる。するとその穂ほ先さきが鈍にぶく光を放ち、なにかに共鳴するように聖戦器フアランクスが澄すんだ音を立てた。

　するとその音に反応したのか、アイリが抱だきかかえていたサルジュにまといつく炎は、急速に薄れていく。

　顔をあげれば、ハイヅカが手にしている聖戦器に炎が燃え移ったかのように、槍斧全体が青くゆらめく炎をまとっている。

　荘そう厳ごんに見えるその大きな力に、アイリはただ見とれ言葉を失った。

　──もしあれが『ファティマの手』が持つ浄じよう化かの炎なら、ハイヅカさんはそれを聖戦器フアランクスに移動させたってこと？

　ハイヅカは、青い炎を宿した槍斧を振ふりあげると、地面に突つきたてた。そのまま柄えを軸じくにして、自らの体を高く跳とばすと、宙で体をひねり、少年めがけて踵かかと落としを叩きこむ。

　だが鋭い蹴りは、少年の交差させた両りよう腕うでに受け止められた。

　それでもさすがに重量で競せり負けたのか、少年が全身をたわめるようにして地面に膝ひざをつくと、まとったケープをハイヅカの長靴ブーツに踏まれ動うごきを封ふうじられた。

「捕つかまえた」

　そうつぶやいたハイヅカの銀の瞳ひとみは、凶きよう悪あくともいえる輝きを宿している。

　あきらかに殺意をこめた勢いで、手にした槍斧を振りあげた。

「駄だ目めよ！　貴重な捕ほ虜りよになるんだから、殺さないで！」

　アイリのすぐそばでシアーズの厳しい声が飛ぶ。

　振り下ろされた穂先の鋭い部分が、かぶせられたヤギの頭ず蓋がいを貫つらぬくように見え、アイリは思わず「だめ……」と小さくもらす。

　それは相手の少年を助けたいというよりも、ハイヅカがただ復ふく讐しゆうにやみくもになっていくのが恐こわかったからだ。

　しかしその穂先は少年の左手にそらされ、手のひらに深く沈しずむ。

　左手を貫いた穂先に、少年は声すらあげずそのまま鋭い刃やいばの部分を握りこんでしまった。

　ヤギの頭蓋が揺ゆれて、低く引きつる笑いが漏もれる。

「殺せないよ。お前は私を……」

　ひそめられた声が聞こえた気がして、アイリは耳を澄ましたが、最後のほうはくぐもって聞き取れない。

　そのとき、少年を貫いた槍斧がハイヅカの意思に反応したのか、激しく炎をゆらめかせ、相手の姿がずぶりと地面に沈んだ。

　少年の暗赤色のケープの周囲に広がった影かげは、いまや沼ぬまのように質感を変えていた。

「また、会おう。私たちはそう約束してるんだから」

　自由な右手を小さく振って、あらわれたときと同じく地面に消えていく少年に、階段をようやく駆け下りてきたダリウスが叫さけぶ。

「灰です！　奴の足もとの灰が媒ばい介かいの役割を果たして、逃にげ道みちを確保してる」

　ハイヅカも気づかぬうちに、少年は周しゆう到とうに地面にまいた灰で、逃とう走そう用の陣じんを描いていたらしい。発動した術は、いまやその周囲に複雑な記号を踊おどらせてみえる。

　ダリウスの指し摘てきに、ハイヅカがそれを崩くずそうとしたときには、すでに少年の左手も地面に沈もうとしていた。少年を繫つなぎ止められずに、自由になった槍斧が、激しく炎ほのおを吹ふきあげたかと思うと、うねり狂くるう蛇へびのようにのたうちはじめる。

「まずいですね……あれじゃじきに聖戦器フアランクスが制せい御ぎよ不能になる。ダリウス、すぐにこちらへ！」

　アダムが叫ぶと、まだ開かれたままの防御陣に向かって、ダリウスは階段から転げ落ちるようにして駆けこんだ。

　アイリがダリウスの手を引いた途と端たん、アダムがふたたび印を結ぶ。それと同時に、背後で目も眩くらむ光が爆ばく発はつした。

　防御陣のおかげで爆ばく風ふうは遮さえぎられていたが、あまりのまぶしさにアイリは一瞬顔をふせる。

　だが、すぐにハイヅカを探して凝こらした視線の先には、驚おどろくべき光景があった。

　青い光はもはや一本の大きな光の柱と化し、壊こわれた資料館の天てん井じようを完全に破は壊かいすると、上空高く突き抜ぬけてみえる。

　光のなか、ハイヅカの輪りん郭かくがかき消され、防御陣を飛び出しそうになったアイリは、シアーズとダリウスの両方から腕をつかまれた。

「だって、ハイヅカさんが……！　なにがおきてるんですか」

「あれに触れたら、消し飛びかねないわよ。見えないの？　さっきまで周囲をうろついてたあいつらが、残らず倒たおれてるでしょう」

　シアーズが指すとおり、赤いローブを着た者たちが折り重なるように倒れている。数人の意識のある人間が必死に防御陣を展開し、なんとか持ちこたえているようだ。

　吹きあげられる強大な光の柱は、竜たつ巻まきのように炎をひらめかせ空へと昇のぼっていく。

　それはまるで、空を焦がそうとするかのような勢いだ。

　アイリは自分が抱き寄せていたサルジュがみじろぐのに気づく。すると突とつ然ぜん、支えていたサルジュの体から青白い光が強きよう烈れつに放たれ、まぶしさに手をかざした。

　隣となりにいたダリウスが、顔をしかめて推測を口にする。

「この光をみると、サルジュ様本人に『浄化の炎』の力が関かかわってるのかもしれない。ハイヅカの聖戦器フアランクスから放出されてるあの光は、どうみても尋じん常じようじゃないからね」

「そうね。私も何度かハイヅカと現場にいたことがあるけど、ハイヅカが聖戦器を制御しきれなくなるなんて初めてのことだわ」

　シアーズも驚いたようすで光を見つめているが、ダリウスの推測はきっと正しいのだろう。

　ハイヅカがあれほど『不運体質』と名高いのに、七聖府ザインがなぜ彼を手放さないのかアイリにも理由がわかった気がした。

　だが、それほどの使い手にも『ファティマの手』にこめられた力は手に負えないのだ。だからこそ『黒の七星旅団』は七聖守護物ザインタリスマンを狙ねらうのだろう。

　目の前で繰くり広げられた異様な状じよう況きようは、サルジュを包む光が弱まるにつれて収束していくようだった。

　苦しげだったサルジュの表情が少しやわらいで見え、ほっとしたアイリは呼びかけようとしてとどまった。

「あの……この人サルジュさんでしたよね？」

　その質問に、後ろに立つダリウスが怪け訝げんそうな声をあげる。

「なに妙みようなこといってるんだ。まぁ、君はいつも混乱気味だけど──」

「違ちがうんです、ちょっと見てくださいよ。サルジュさんなんだけど……なんか、こう……ほら変です！」

　アイリが支えていたサルジュの体は、その感かん触しよくを変え、あきらかに違い和わ感かんがあった。

　サルジュの体を覆っていた衣装を、アイリはめくってみせる。

　そこには、しなやかながらも骨格のしっかりとした青年の姿があった。砂色の髪かみやその長さは同じものの、触ふれている肩かたから上じよう腕わんの感触が女性のものとはあきらかに違う。

　眉まゆや頰ほおの線もくっきりとし、起き伏ふくのなくなった胸や肩かた幅はばを見れば、とても女性とは思えない。

　アイリの隣からのぞきこんだシアーズが、息を吞のむのがわかる。

　もう防ぼう御ぎよ陣じんは必要ないと判断したらしいアダムが、杖つえを地面から離はなすとアイリの頭上で感心したようにこぼした。

「客人は女性だったと思っていましたが……独自の嗜し好こうをお持ちの方でしたか」

「いえ、女装が趣しゆ味みとかそういうんじゃなくて……あの、まってください、私も混乱してきましたけど、どうしてサルジュさんがこんな……これじゃもうなんていうか」

「どうみても男性ねぇ」

　シアーズの冷静な声に、アイリの脳のう裏りにはタロットカードの『吊つるされた男』に描えがかれていた絵がよみがえる。

「ひょっとして！　サルジュさんがジュマイエル様なんじゃ……って、なんかまた手て触ざわりがふにゃふにゃしてきました～」

　うろたえる間にも、サルジュの体はふたたびやわらかさを増し、見る間にその輪郭と雰ふん囲い気きを変えていく。もはやシアーズも、呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っていた。

「これは、原因究明が必要ね。あともちろん、サルジュ様の身元確かく認にんもね」

　男性と女性のどちらが本来の体なのかは不明ながら、アイリの言葉を肯こう定ていするかのようにダリウスが身を乗り出す。

「でも、さっきアイリがいったようにこれがジュマイエル様だとしたら、カードの意味とも符ふ合ごうしてるのかもしれない」

　その言葉にアイリは『吊るされた男』のカードが持つ意味を思い出していた。

　──カードの意味は、試練・不自由な状態・犠ぎ牲せい……それと逆転の発想。そっか……これだったんだ、カフェテリアでなんか気にかかったのって。

『似ているようで違う』その逆は、『違うように見えて同じ物』だ。

　果たしていまの想像が正解なのかどうかは、目を覚ました本人が語ってくれるだろう。

　背後でカツッと乾かわいた音がして、アイリはふり返る。

「ハイヅカさん!?」

　ハイヅカは槍斧ハルバートを地面につき、その柄えにすがるようにして膝ひざをついている。

　アイリが駆かけ寄ると、その足もとに血が滴したたり落ちていた。

「どこか怪我けがしたんじゃ……」

「いや、これはこないだの額の傷がひらいただけだ。別に俺はどこも痛めてな──」

　しかし立ちあがろうとすると膝に力が入らないのか、ハイヅカの少し青ざめた顔がいらだたしげにゆがめられる。

　それを見たシアーズが、踵かかとを鳴らしてふたりの側そばに近づいてきた。

　その場で資料館の天井を見上げてから、周囲を見回したあと、ハイヅカとアイリにむかって嬉うれしそうに笑う。

「うん。建物も崩れてこないし、二次災害もないみたいだから、あなたたちの相棒パートナーとしての相性もなかなか上出来なんじゃない？　しかも、ハイヅカを担たん架かに乗せなくて済むなんてすごいことよ」

「主任……いいたいことはそれだけですか？」

　急激に疲ひ労ろうに襲おそわれたようにハイヅカが肩を落とすと、シアーズはやや厳しい口調になる。

「そうね。だから相棒パートナーのお試ためしは続行するわよ。サルジュ様の話と状況がわかるまで、ハイヅカはおとなしくしときなさい。さすがに消しよう耗もうしきった顔してるわ、命令違い反はんについては後日追つい及きゆうにしといてあげる」

　建物の外がようやく騒さわがしくなる。

　資料館の警備にあたっていた保安部隊の兵士たちが、二重に張られた結界をようやく突とつ破ぱすることに成功したようだ。

　アイリたちは意識のないサルジュに付き添そい、そのまま救護用の飛空艇で七聖府に戻もどることになった。
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　暗がりから白い素す足あしがあらわれる。床ゆかをぺたぺたと歩いて、少年はかぶっているヤギの頭ず蓋がいの角をつかむ。

　ぐい、とそれを引けば、艶つややかな長い髪が背に流れた。

　広間の最さい奥おうにある大きな執しつ務む机に座る男は、少年を迎むかえつつそっと眉をひそめる。

「まったく、楽しむだけ楽しんでご帰き還かんとはね。私は、お前を遊びに出したわけじゃないんだが……」

「しょうがないじゃない。あの聖戦器フアランクスってのは思ったよりやっかいなんだよねぇ……せっかく古いのと新しいの、ふたつも玩具おもちやを見つけたってのに」

　少年の未練たっぷりの口調に、男が興味を示す。

「その新しい玩具というのは、例の少女のことかね？」

「そう、あの女。気になる匂においがするねぇ。私があれに施ほどこした術をだいなしにしてくれるような、妙な力があるようだし。ぜひひとついじくって、壊こわしてみなきゃ」

　そう話しながらも、少年は執務机からやや離れた位置に置かれた大きなソファへと、だらしなく体を横たえる。

「……久々に遊んだから、つかれた。寝ねる」

　瘦やせた体で転がった少年の手から、ヤギの頭蓋が落ちてごろりと床に転がった。

　机に座る男は、床の上で揺ゆれる頭蓋をみつめながら、きゅうっと唇くちびるをゆがめた。

　その卓たく上じようには、中央都市の新聞がいくつも並べられ、大小さまざまな大きさの記事に『七聖守護物ザインタリスマン対策室』の室長であるコーネルの写真が載のせられている。

「まったく……小こ賢ざかしい。昔から食えない奴やつだったが、しつこい男だ。それとも、駒こまが揃そろったとでも知らせてるつもりか？」

　男の机の端はしには、輝き石せきに六ろく芒ぼう星せいが刻み込まれた盤ばんがあり、複雑な形に削けずり出された水すい晶しようの駒が七つ並べられている。

　それに向ける男の視線は冷ややかかつ、侮ぶ蔑べつの入り混じったものだ。

「愚おろかしいウィッカの選せん択たくに、世界はゆがみきっている。私が描く星たちこそが完かん璧ぺきな世を仕立てるのだ。いずれあいつも思い知る……久々に楽しい遊戯ゲームをしようじゃないか」
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　七聖府ザインへ到とう着ちやくするなり、すぐさまサルジュは医い療りよう院へと運ばれていき、シアーズとダリウスがその場は付き添うことになった。

　なにしろ治ち療りよう中にまた性別がころころ変わってしまうような事態が起きれば、医療班でも混乱するうえ、後々問題になるはずだからだ。

　それを追いかける形で、アイリとハイヅカ、そしてアダムの三名も医療院に踏ふみ入れる。

　救急医療はもちろん、一いつ般ぱん外来や入院設備も完備されているそこは、制服をきた人間やその家族でいつも混こみあっている。

「ハイヅカさんも、それ治療してもらってください」

　アイリはまだ少し足もとがふらついているハイヅカの額を指差し、外げ科か外来においていこうとしたが、本人は頑がんとして聞き入れない。

「冗じよう談だんじゃない。任務が終わってここの世話にならないなんて奇き跡せきだぞ。俺は今後『医療院に無む縁えんの男』記録を打ち立てて、これまでの伝説を塗ぬり替かえないと──」

　アイリはしかめ面つらで、ハイヅカの腕うでをつかんで止める。

「無む駄だです。廊ろう下かではちあわせた人が逃にげ出すんですよ？　そんなささやかなことで、いまさらハイヅカさんの伝説が塗り替えられるとは思えません」

「お前……驚おどろきの速さで人の希望を打ち砕くだくなよ。とにかく、このぐらいの怪我はテープでも貼はっときゃくっつく」

「そんなこといって、さっき膝が立たなかったじゃないですか。このあと、なんかあったらどうするんです」

　しかし、アイリの言葉など蠅が止まるぐらいに思っているのだろう。ハイヅカはアイリを引きずる勢いで、医療院から遠ざかっていこうとする。

「あ、サイクスさん！　この人とめてくださいよ」

　すでにシアーズのところでようすを見てきたらしいアダムは、感情のわかりづらい薄うす青あおの瞳ひとみでちらとハイヅカを見る。

　そのまま自分の制服のポケットをごそごそかきまわすと、医療用テープを取りだした。

「とりあえず、これを貼っておくのはいかがでしょう？　そもそも、君をひきずるぐらい元気がありあまってるみたいですし」

　ずいっと突つき出されたテープをアイリは困こん惑わくしつつ受け取ると、つい気になっていた質問を口にする。

「あの、サイクスさんて一番先せん輩ぱいだって聞いたんですけど、どうして私にまで敬語を使ってくださるんですか？」

　思わぬ質問だったのだろう。アダムは記き憶おくの引き出しをいくつ開くつもりなのかというほど、遠い目をしたあと、あぁ、とようやくうなずいた。

「私は外部の都市を回ることや貴人の警護が多くて……なんというか、言葉を使い分けるのが面めん倒どうになりまして。敬語で話しかけられて怒おこる人はいませんからね」

　そんなおおざっぱな、とアイリは啞あ然ぜんとしたものの、アダムは一向に気にしたようすもなく「では、失礼」と断ると、すたすたと医療院から出ていってしまう。

　その背中を見送りつつも、アイリはやはり疑問が消えないまま首を傾かしげた。

「サイクスさんて……ほんと丁てい寧ねいでいい人だと思うんですけど。あんなふうだと、同どう僚りようとか後こう輩はいになめられたりしないですかね」

「あー、そういう心配なら無用だな。あいつは実力で黙だまらせるし、喧けん嘩かを売られたところで本人が気づくかどうかも怪あやしいしな」

「それに、シャツの襟えりがとび出しちゃってるのも、やっぱり本人は気づいてないんですね」

「まぁな。いっそ裸ら族ぞくの国で暮らせば完全無欠なんだろ」

　くだらない雑談を交かわしつつも、すでに足を出口へ向けているハイヅカに、とうとうアイリも治療を受けさせることを断念した。

　なんとか額の傷だけ洗わせてテープを貼ると、医療院から解放することにした。

　なんとなく気にかかるものがあったが、いまはサルジュの診しん断だん結果と状じよう況きようも知りたい。

　しばらく待合室で座っていると、ダリウスが戻もどってくるのに気づいて席を立つ。

「ダリウスさん、サルジュさん大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　戻ってきたダリウスは少し興奮したように、瞳がきらめいている。

「あぁ、サルジュ様自身は大丈夫だ。いまは女性の姿のままみたいだね。また詳くわしいことは研究室でも調べることになるけど、サルジュ様の変化には『浄じよう化かの炎ほのお』が関かかわっているはずだ」

「どういう作用であんなことになるんでしょう」

　性別が変化してしまうとは、アイリも想像もつかなかっただけに困惑する。

「これは推測だけどね、『浄化の炎』は『呪じゆ』を清める力、すなわち変化させる力を持つわけなんだ。そこに『黒の七星旅団』の呪じゆ詛そが加わって、その力がゆがめられたまま星鎮ちん守じゆであるサルジュ様の体に流れこんだ。そのせいで、本来とは違ちがう力の作用が起きて性別の変化があったとも考えられるな」

　そう口にするダリウスは、たまらなく興味をそそられているのか、普ふ段だんより少し早口だ。

「いいかい、これまで、七聖守護物ザインタリスマンが直接人体に影えい響きようを及およぼした例はないんだ。これは新しい見解がみつかるかもしれない。とても重大な出来事だよ。君もさっさといって主任から話を聞けばいい」

　どうやらすでに必要な物を手にいれたのだろう。ダリウスは手にしている密みつ封ぷう容器を大切そうに抱かかえて立ち去ろうとする。アイリは慌あわててその背に声をかけた。

「待ってください！　もうひとつ聞きたかったんですけど、あの資料館でダリウスさんが投げた箱ってなんだったんですか？　馬車みたいなのが見えて消えちゃいましたけど」

　アイリの問いに、ダリウスは「あぁ、あれか」とつぶやいた。

「あの資料館には、古くからある呪じゆ物ぶつや守護物タリスマンがあるっていったろう？　大たい抵ていは害のないものばかりだけど、なかにはちょっと稀き少しような物もまじってる。僕がちょっといじって投げたのは『鏡時計の箱馬車』だよ。知らないかな、以前古文書に記述が見つかって暗黒呪具リストでも五本の指に入る稀少品なんだけど、いかんせん現物の形が不明だったらしくてね。なかなか発見されなかった。ただ普ふ通つうに使うと、いろいろ不都合が多くてね……」

「えっと……つまりなんか、恐こわいものなんですね」

　どうやらアイリの理解が及んでいないと気づいたのか、ダリウスがあきらめの息をついて口をひらく。

「そのまま使えば、生きてる人間もつれてくって呪物だ。うーん、わかりやすくいうと、『魂たましいだけを狙ねらえる爆ばく弾だん』みたいなものかな。さっきは下に君たちもいたから、爆ばく破はに巻きこまれる可能性があった。で、君に投げてもらった水晶を魂に見立てて、代わりに連れていかせたってわけ」

　どうやらあの硝子ガラス時計は、死に神のような作用を持つものだったらしい。

　仲間を巻き添ぞえにしかねない危険を冒おかすダリウスの思い切りのよさに、アイリはじわりと警けい戒かいの笑えみを浮うかべる。

「もちろん。上に知られるとうるさいから、君もあれは見てないことにしておいてくれ」

「了りよう解かい……です」

「当然、報告書でもふせておくんだぞ。あの資料館には、通常お目にかかれないような物もいっぱいあったんだけどね。もし閉館なら残念だよ」

　すごみのある琥こ珀はくの瞳でアイリを睨にらんで念押しすると、ダリウスは足早に医療院を出て行く。

　きっとあの資料館に問題のある品がいくら陳ちん列れつされていても、ダリウスはそしらぬふりをつづけただろう。

　本人に言わせれば、『所蔵物の履り歴れきや背景を調べるのは、学者や学芸員の仕事だ』とでもいうことなのかもしれないが。

　ダリウスと呪物について、さまざまな噂うわさがあるのも致いたしかたないことなのかと、アイリはこのとき改めて実感した。




　アイリがダリウスに教えられた病室へ向かうと、サルジュはもう寝しん台だいに体を起こしていた。

「本当にすみませんでした。アイリさんにもご迷めい惑わくをおかけして」

　寝台の脇わきには腕を組んだシアーズが、いつもと変わらぬようすで立っている。

「いまから、詳しいお話をうかがうところよ」

　その言葉に神しん妙みような顔つきになったサルジュが、言いづらそうに口をひらく。

「すみません、騙だますつもりではなかったんですが……私が、ジュマイエル本人です」

　予測はしていたものの、そのことを黙っていられたアイリは複雑な気持ちで問い返す。

「どうして、身元を偽いつわってたんですか？　それに、いまだってその体は女装なんかじゃないですよね？」

　アイリはまだ信じがたい思いで、サルジュの細い首筋や華きや奢しやな手首を見た。

　少なくとも同じ部屋で間近に接していても、サルジュの外見はとても作り物だとは思えなかった。なにより、先ほどの資料館でもその体からだに触ふれていたアイリは、不思議な変化を自らの目と手ではっきりと感じ取ったのだ。

「たぶん、はじまりは『ファティマの手』に異常が起きたことです。その直後から私の体にこうした異常がおきました。つまり……性別が変化してしまったんです」

　サルジュが口ごもるのも無理はない。しかもそれが、星鎮守の嫡ちやく男なんであるジュマイエルの身に起きたことだけに、当人の混乱も相当なものだったろう。

　アイリとシアーズも複雑な表情を見合わせる。

「じつは、星鎮守であるアクラム家はいま微び妙みような状況なのです。これはまだはっきりとはいえませんが、今回の事件には、アクラム家縁えん戚せきの叔父おじが関わっていることは、間ま違ちがいないだろうと思われます」

　翳かげりをみせる表情に、シアーズが厳しい口調で尋たずねる。

「つまり、星鎮守としてのアクラム家内部でおきたお家いえ騒そう動どうってことですね」

　サルジュはうなずくと、星鎮守の跡あと取とりである自分は叔父からその失しつ脚きやくを望まれていたと口にした。当主だった父親を亡なくし、ジュマイエルが継けい承しようの儀ぎ式しきを控ひかえているのを好機とばかりに、叔父も動いたのだろう。

「『ファティマの手』が祀まつられている場所へは、基本的に当主である私の父しか立ち入りは許されませんでした。ですが、叔父は祭礼に関わる立場にもありましたし、何度か出入りしていたはずなんです」

「じゃあ、ひょっとして叔父様が……」

　そこから先を口にするのははばかられたが、サルジュは暗い表情でうなずくと、つらそうに言葉を繫つなぐ。

「本来なら、星鎮ちん守じゆ継承の儀式で、七聖守護物ザインタリスマンである『ファティマの手』へ感謝の祈いのりを捧ささげます。ですが今回『ファティマの手』が破は壊かいされたうえに、そのせいで私の体にも異変がおきて……どうしていいのかわからなくなってしまって」

　サルジュの話に、アイリもだんだんと状況がのみこめてきた。

　ジュマイエルの継承を阻そ止ししたい叔父は、『ファティマの手』を破壊することで、彼に星鎮守当主としての責任を問うつもりだったのだろう。

　それでも、ジュマイエル本人が女性になったことまでは予想の範はん疇ちゆう外だったらしい。

「ここで私の体の異常まで叔父に知られれば、事態はさらに悪化します。継承式はもちろん、その後の婚こん儀ぎを解消することもできませんし。表向きは病だと発表して、妹の名を借りて七聖府ザインへくるしかありませんでした……」

　サルジュが自分の行いを悔くやんでいるのは、掛かけ布を握にぎり締しめる手からもよくわかる。

　アイリはそっとその手に触ふれた。彼がどんな気持ちで故郷や一族を大切に思っているかは、ともに過ごした時間で十分にわかっている。

「私の勝手な都合で、皆みなさんに本当のことをお話しできず、このような事態を招いたことを心からお詫わびいたします」

　視線を落として、心から詫びるサルジュの声に、シアーズもため息をつく。

「気持ちはお察しいたします。もとより連合議会においても、星鎮守はもちろん、議員の皆みな様さまも権利だの立場だのを気にして、大人げない……もとい、それぞれのご意見がありますからね。七聖府ザインで今回の件が公おおやけになれば、なにかにつけ不利となる可能性は十分あるでしょう。……ですが、我々現場の職員のことを、もう少し信しん頼らいしていただくべきでした」

　もっともな言葉に、サルジュはますます肩かたを落とす。

　しかしその姿はどこからみても、どこか頼たよりなげな姫ひめ君ぎみの風ふ情ぜいで、アイリは「はぁぁぁ」と感かん嘆たんの息を吐はく。

「だいたいね、アイリ。彼女……いや、彼、ともかくサルジュ様と一いつ緒しよに過ごしていて、まったく気づかなかったってのは女としてどうなのかしら！」

「無む茶ちやいわないでくださいよ！　たしかに、ちょっと気になるときもあったんですけど、体は完全に女性だったんですから、ふつう疑いませんよ～」

　そこまで想像しろというのは無理があるとアイリが反論すると、シアーズもサルジュをちらりと見てうなずき返す。

「うーん……なるほど、そうかもねぇ。アイリと比べれば、よっぽどめりはり女性美も気品も備えていらっしゃるもの」

　遠えん慮りよのないもの言いのシアーズをアイリが睨みつけていると、サルジュが寝台の上に手をつき額を押し当てるほど身をかがめた。

「そのことについては、さらに深くお詫びいたします。いくら外見がこうだったとはいえ、未み婚こんの女性と同じ部屋で夜を明かすなど、不届きなふるまい申し訳ありませんでした」

「えっ。あ……そうか、未婚の女性って私？」

　いっそ新しん鮮せんにも思える言葉に、アイリは実感がなかったが、寝ね袋ぶくろで寝かされた扱あつかいのほうがよほどどうなのかと思ったりもする。

「いえ、もうそれは気に病やまないでください。部屋は違ちがえど、一つ屋根の下にはハイヅカさんですし、逆に私がサルジュさんの体にどぎまぎしてましたから。それに私のコレクションにひかなかったのも、サルジュさんぐらいですよ」

　ふたりのやりとりに、「ある意味ちぐはぐさがお似合いかも」と小声でつぶやいたシアーズが、少し声をひそめて告げる。

「現時点では研究室で解かい析せきを進めていますが、結果がそろえばサルジュ様のお体をもとに戻もどし『ファティマの手』の修復にも持ちこめるはずです。もちろん、それが七聖守護物ザインタリスマン対策室としての務めですからご安心を」

　その言葉には、サルジュの肉体を元通りにできるという自信はもちろん、七聖守護物も必ずフレイアパレスに返すという強い意志がこめられている。

　願いをこめるような瞳ひとみでサルジュはうなずくと、現地の言葉で小さく祈りの言葉をつぶやき、アイリとシアーズの前で頭こうべを垂れた。

　状じよう況きようを確かく認にん次し第だい、シアーズはコーネル室長にかけあい、極力サルジュに不利にならないよう七聖府ザインとしての協力を要よう請せいすると約束してくれた。

　そしてアイリがここにいてもできることはなくなったらしく、シアーズから帰宅の許可が出され、医い療りよう院を後にすることにした。

「あ、でもこの件が落ちついたら、アイリにはタロットについての報告書をまとめてもらうからそのつもりで。ちゃんとカードの勉強もしとくのよ！」

　背中に投げかけられた言葉に、宿題を言いつけられた学生のような気持ちになりつつ、アイリは七聖府の建物を出る。

　空を見上げればすでに日は暮れかけており、本来の終業時間とそう違いはないようだ。

「なのに、なんで……私こんな急いでるんだろ」

　自分でも不思議に思うものの、なぜだか妙みように気が急せいている。

　職しよく員いん寮りようへと向かう小道を足早に歩いて、ひと気のない離はなれにある建物を見たとき、アイリはなにが気がかりだったのか自覚した。

「やっぱり、なんか気にかかるんですよね」

　そうつぶやいて、階段を駆かけ上がるとハイヅカの部屋の前で足を止めた。

　少し迷ったが、前と同じように扉とびらをノックしてみる。

　だが以前と同じくシンとした室内からは、なんの気配も感じられない。

「ひょっとして、どこかに寄ってて帰ってないとか……」

　口にしてみたものの、自分のカンがたいしてアテにならないことは、アイリにも自覚がある。

　──きっと今日の現場で、ハイヅカさんの足もとが怪あやしくなるなんてらしくなかったから、気になってるだけかも。

　このまま扉の前にいて、また変態呼ばわりされる前に自分の部屋に戻ろうと、アイリは足を踏ふみ出した。

　そのとき、扉の上部にあるすり硝子ガラスの向こうが、一いつ瞬しゆんだけ異様な明るさを放ったのに気づく。

「なに、いまの」

　ものすごく気になるものの、アイリの背せ丈たけでは背せ伸のびしたところで、のぞけるわけもない。

　先ほどより強く扉をノックしてみたが、やはり返事はない。

　なかでは「ニアー」とコバンの鳴く声が聞こえる。それがいつになく心細そうな響ひびきに思えて、アイリは扉に向き合った。

「だめだ、やっぱすごく気になる」

　こんな状態で部屋に戻るのはよくない。自分のためにもここはひとつ、ハイヅカの顔を確認してすっきりせねばとアイリは覚かく悟ごを決めた。

「えーと、こんな感じかな。おりゃあっ！」

　アイリは生まれて初めて扉を蹴け破やぶるという暴挙に出た。現場に出ていたため、かなり頑がん丈じような長靴ブーツだったのが功を奏したのか、ドアノブ付近を全力で二度ほど蹴けりつけて、体をぶつけるとようやく扉がひらいた。

　勢いよくとびこんでみたものの、アイリは目の前の光景に思わず立ちつくす。

　先ほども現場で目にしたばかりの青い光が、幾いく重えにも広がるカーテンのように揺ゆれ、部屋のなかに満ちているのだ。

「ハイヅカさん!?」

　部屋の中央に倒たおれているハイヅカの姿を見つけて、アイリは慌あわてて駆け寄った。

　少し離れた位置にはコバンがいて、不安そうにせわしない鳴き声をあげている。

　アイリはすぐにハイヅカの頭を助け起こしたものの、意識がないのかそのまぶたは閉とざされ、額に苦しそうな汗あせが滲にじんでいる。

　──この青い光って、サルジュさんの体から出たのと同じものだ。ハイヅカさんが聖戦器フアランクスを使ったときにも同じ色の炎ほのおがみえたけど……どうしてまたこれが。

　アイリの手が額にふれると、腕うでのなかでハイヅカがみじろぎ、そのまぶたがひらかれる。

「……アイリ？」

　潤うるんだような銀の瞳は、淡あわくゆれて青みを帯びて見えた。

「はな、れろ。お前にも……え、きょうが──」

　苦しそうな息で伝えるハイヅカの言葉に、アイリは耳を寄せようとして気づく。

　──さっき、医療院でダリウスさんが『浄化の炎』について話してたけど、この炎もそれに関係してるのかも。もしハイヅカさんが聖戦器を通してその力に触れたせいで、こうなってるんだとしたら……

　すぐにダリウスを呼んでくるべきだろうかとアイリは迷ったが、見れば少しずつ青い光は薄うすれ出している。余波のような力が、ハイヅカの体に残っているのだろうか？

　ためしにさらに深くハイヅカの頭を抱かかえなおすと、光はゆっくりと弱まっていくようだ。

　アイリは言い聞かせるように、腕のなかのハイヅカに話しかける。
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「ハイヅカさんが落ち着くまで、ここにいます。いま私が触さわったら、光が弱まってきましたから。ひょっとしてこれも、主任がいってた相棒パートナー効果なのかもしれませ……」

　しかしアイリの言葉が終わらないうちに、ハイヅカの右手が持ち上げられたかと思うと、そのまま親指を立てて下に向け、否定が示される。

「ハイヅカさんたら……この野や郎ろう」

　口をひらかなくても十分可愛かわいげのないハイヅカに、アイリは口もとをひきつらせつつも、ここで引く気はなかった。

『黒の七星旅団』から最初に襲しゆう撃げきを受けたとき、ハイヅカは落ち着いているとアイリは思っていた。

　だがその後、ハイヅカが見せる表情や資料館での行動は、どこかアイリを不安にさせた。

　──なんだか恐こわくなる。投げやりっていうのとは違うけど、命まであっさり投げ出しそうで……

　迷いなく高みから飛び降りるその背中に、不安だけではないいらだちを覚えたのは確かだ。

　ハイヅカが口にする『復ふく讐しゆう』が、すべてをなげうってまで遂とげるつもりのものなら、自分はそのときどうするだろう？

　その心がわからないうちは、アイリも答えはだせないような気がした。

　そんな迷いを心の底に押しこめて、アイリは恩着せがましい口調でハイヅカに告げる。

「いいですか、今回ハイヅカさんが医療院のお世話にならなかったのは、私のおかげなんです。だって前回と違ちがって最後まで側そばにいましたから、それで大おお怪け我がを回かい避ひできたかもって思いません？」

「まだ、確率は半々だろ」

　こうして話しているあいだにも、やはり青い光は弱まっていく。心なしかハイヅカの声も、少しずつ調子が戻っているような気がした。

「いいえ。初めて会ったときのこと覚えてますか？　私を橋の下で助けてくれて、そのあと鉄てつ柵さくが降ってきましたよね。あれって、ハイヅカさんを狙ねらったみたいに不自然だった。でも、あのときも鉄柵で怪我けがはしませんでした」

　アイリが抱だき起こすようにしているハイヅカから、軽く舌打ちが聞こえて、どうやら当人もあのときのことは意識していたのだと確信する。

「お前がいうのは、こういうことか？」

　ハイヅカは自分の頭を抱きかかえるようにしているアイリの右手首を、左手でぎゅっとつかむとひっぱった。

　強い力にアイリは体勢を崩くずして、床ゆかに転がって頭をぶつける。

「ふぎゃっ！」

　いつの間に体勢を入れ替かえたのか、ハイヅカはアイリの両手首を拘こう束そくするように上から押さえつけると、余よ裕ゆうの笑えみで見下ろしてくる。

「いまのはこういいたいわけだ。俺がこれだけ回復したのも、全部お前が側にいて、その幸運体質とやらが働いてるおかげだって」

　ひっくり返されてしまった驚おどろきで、アイリは状じよう況きようがわからなかったが、あまりに近い位置にあるハイヅカの顔と、その意地の悪い笑みに徐じよ々じよに怒いかりがわいてきた。

「そうです。だからハイヅカさんは、私に感謝するべきです」

「へぇ、じゃあ礼をしなくちゃな」

　頭上で響くささやきと額に触ふれる吐と息いきに、アイリは思わずびくっと肩かたをすくめてしまい、そんな自分を[image: ]しつ咤たした。

　──絶対、からかってる。人のこと女扱あつかいなんてできないって鼻で笑ってたくせに！

　本音がわかっていても、手首に触れるハイヅカの手を妙に意識してしまい、熱くなる頰ほおにアイリは自分まで腹立たしくなった。

　思い切り膝ひざを曲げて相手を蹴りのけようとしたが、先回りしたようにハイヅカに体重をかけられ封ふうじられる。

「でもあれだ。お前が蹴りあけた扉は壊こわれたし、先にお仕置きが必要かもな？」

　笑みを含ふくんだ言葉が耳たぶをかすめ、アイリは今度こそ耐たえられなくなった。

　かたく目をつぶり首をぎゅっとすくめると、次の瞬しゆん間かん思いきり頭を上へ突つきだす。

　パカン！

「……っっだ!!」

　軽かろやかな音が部屋に響くと、途と端たんにハイヅカの重みがなくなりアイリは自由になった。

　自分の隣となりで体をまるめ、言葉もなく額を押さえて悶もん絶ぜつするハイヅカをみて、アイリは荒あらく息をつきながら「勝った」とつぶやく。

　これ以上反はん撃げきされる前にと、立ち上がって距きよ離りをとると、アイリは挑いどむような口調で言い放った。

「これも自じ業ごう自じ得とくですねぇ。あ、額の傷が開いたらテープ貼はっとくといいですよ。これ、サイクスさんから借りたの置いていきますから」

「卑ひ怯きよう者……頭ず突つきのコツを知ってんな」

「額と髪かみの生え際ぎわあたりで、相手の急所をバチコンといく。これが鉄則です」

　アイリは勝ち誇ほこった声でそういうと、少しだけ気が晴れた。

　これだけ無む駄だに元気になれば、コバンにご飯をあげることもできるだろうと、アイリは足取りも荒くハイヅカの部屋から出て行った。

　壊れた扉とびらをひらいて廊ろう下かに出ると、足早に自分の部屋へとたどりつく。

　部屋に入った途端、急速に足がぐらりとふらついて、手がふるえた。

　──うあぁぁ、びっくりした。びっくりした、びっくりしたー！

　そのまま閉めた扉にとりすがって、思わずしゃがみこむ。

　あまりにも近い距離にあった、銀灰の瞳ひとみや意地の悪い声に、動どう悸きが強くなりすぎて慌あわてたが、起死回生の一いち撃げきでなんとか逃にげ切ることができた。

　しだいに落ち着いていく胸の音を聞いて、深呼吸すると少し冷静になれる。

　──だいたい、ハイヅカさんは意地が悪いんだし、脅おどかされてのこんな音に意味なんてないんだから。ただ見た目だけは平均より綺き麗れいだから、ああいうことされると、心臓に悪いってことよね。だいたい、人が真ま面じ目めに心配していったのに、あんまりにも失礼な態度じゃない!?

　思えば以前も訪ねていったときに、憎にくまれ口ばかり叩たたかれたことを思い出す。

　どうしてあんなに素す直なおじゃないのだろうと思うが、生まれつきなのか特とく殊しゆな境きよう遇ぐうがそうさせているのかはわからない。

　アイリもこれまで『幸運体質』などといわれる、自分のうさんくさい噂うわさは疎うとんじてきたが、今回のことで少しだけ考えが変わった気もする。

　これまでにも、アイリの噂を聞きつけた人間が寄ってきたことはあった。だが、アイリの側にいるからといって、他ほかの人間に直接その効果が及およんだことはなかったのだ。

　だとすれば、通常より特別不運に見み舞まわれるハイヅカにだけ、相そう殺さいされるような根こん拠きよがあるというのだろうか？

「ハイヅカさんといたら、この体質になんの意味があるのか、確かめられるかもしれない」

　なにより、今日のように無む謀ぼうな戦い方をするハイヅカを見てしまっては、どうしても目を離はなせないような気がしてならなかった。
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　医い療りよう院を出たあと、研究室において元の体を取り戻もどしたというジュマイエルにアイリが会えたのは、資料館の襲しゆう撃げきから二日後のことだった。

　対策室にジュマイエルと職員の全員が揃そろうと、主任であるシアーズから今回の件について正式発表がされる。

「ほんと、まだ発ほつ足そくしたばかりの対策室で他部署との連れん携けいが難しい中、みんなよくやってくれたわ。ジュマイエル様の事情については室長に相談して、あちこち手を回してもらったの。なんとか公おおやけにはせずに済みそうだから、各自そのつもりでいてちょうだい」

　シアーズのその言葉に、アイリはかなりほっとした。

　ジュマイエルのとった行動も、すべてはフレイアパレスやアクラム家のことを考えた末のことだからだ。

「それともうひとつ、現地で捜そう査さに当たっていた駐ちゆう在ざい員からの報告でも、フレイアパレスの神しん殿でんにあった侵しん入にゆうの痕こん跡せきが、今回『黒の七星旅団』があらわれた資料館に残された痕跡と一いつ致ちしたわ」

　研究室からの報告に、ダリウスの声が硬かたくなる。

「それじゃあ、やっぱり『ファティマの手』を壊したのも彼らなんですね」

「そういうことになるわね。今回のことは公式記録には残らないけど、七聖府上層部は今後さらに対策室の働きに注目することになるでしょう。それとジュマイエル様の叔父おじについても、議員でありながら『黒の七星旅団』に加担した責任を厳しく追つい及きゆうするよう、連合議会では査問会が動いてくれることになったわ」

　連合議会が直接動くことになれば、フレイアパレスでの星鎮ちん守じゆに関かかわる騒そう動どうも沈ちん静せい化は早いだろうと思われた。

「今日はこのあと、表向きはサルジュ様という形で、ジュマイエル様がフレイアパレスに戻られるわ」

　そうシアーズが告げると、改めて全員の前に立つジュマイエルは、出会ったときと同じく、異国の布をまきつけた衣装を身につけている。

　体の線があいまいになる衣装だけに、気づかれることはないだろうが、その隙すき間まからのぞく顎あごの線や首筋は、以前にはなかった力強さとしなやかさがあった。

「本当に皆みな様さまには助けていただきました。ありがとうございます」

　感謝を伝える声もまるで別人のように、落ち着いた青年のものだ。

　それでも、丁てい寧ねいな物もの腰ごしや穏おだやかな話し方はサルジュのときと同じだった。不思議な違い和わ感かんのなか、アイリはじっとジュマイエルの言葉に耳を傾かたむける。

「フロストさんのご協力のおかげで、私に宿っていた『浄じよう化かの炎ほのお』を取り出して祓はらい清きよめていただいたんです。それで『浄化の炎』を『ファティマの手』に戻すこともできました。あとは修復していただいた『ファティマの手』をフレイアパレスに持ち帰れば、守護の力が正常に働いて火災や土の乾かわきも収まるそうです」

　深々と頭を下げたジュマイエルに、ダリウスは満足そうに琥こ珀はくの瞳をきらめかせる。

「いえ……こちらこそ。今回の件は、他都市の七聖守護物ザインタリスマンに触ふれる貴重な機会にもなりました。それに呪じゆ詛そによって七聖守護物から力を抜ぬきだされたことや、さらにそれが人体にも影えい響きようを与あたえる新事実までつかめましたし。こうした知識は、今後も七聖守護物を守るうえで大きく役立つはずです」

　ダリウスの言うとおり、七聖守護物はそれぞれの都市の護まもりであるだけに、うかつに動かしたり触れることはできない。

　それでも今回のような事件が起きたということは、今後も『黒の七星旅団』が動く可能性を十分に秘ひめているのだ。

　ジュマイエルの帰路については極力目立つことを避さけるため、覆ふく面めん車両でフレイアパレスとの都市境界まで送り届けられ、アクラム家までは現地駐在の職員が護衛につく形で戻ることになるらしい。

「無事ご帰き還かんされるよう、警護に備えた守護物タリスマンを研究室で大量にご用意しました」

　ダリウスの言葉にジュマイエルは小さく会え釈しやくして、情けなさそうに衣装をつまんだ。

「ありがとうございます。今日はこんな格好ですし、しばらくはサルジュとして振ふる舞まわねばなりません。しかも、このあとはしばらく話すこともできないんですよね……」

　女装をつづけることに居い心ごこ地ちが悪そうなジュマイエルは、低くなった声をごまかすため、資料館の襲撃で喉のどを痛めたという理由でだんまりを押し通すらしい。

　身長もあきらかに高くなったとわかるジュマイエルを前に、アイリは少し違和感を抱いだきつつも笑え顔がおでうなずく。

「でも、その布をまとっていれば、まず誰だれも気づきませんよ。サルジュさんのときも綺麗でしたけど、ジュマイエル様に戻ってもお美しいです」

　性別やまとう雰ふん囲い気きは違ちがっても、アイリが目にした物腰の美しさや品位ある立ち居振る舞いは、これまでの環かん境きようや本人の資質によるものなのだろう。

「この姿で褒ほめていただくのも、正直複雑ですね。フレイアパレスに戻れば、元通り馬にのって剣けんも振るえるんですけど」

　アイリの瞳を見下ろして、ジュマイエルは苦く笑しようしつつ表情をひきしめる。

「それと『ファティマの手』については、中央軍の小型飛空艇で夜間に届けてもらえることになりました。継けい承しよう式を執とり行えば私も正式にアクラム家当主として、星鎮守としての責任があります。今後は、一族の内側からつけいられる隙すきをみせないのはもちろんですが、『黒の七星旅団』のような輩やからを近づけるつもりもありません」

　厳しい口調と力が漲みなぎるような深い藍あいの瞳ひとみには、はっきりとした意志と決意がある。

「これまで、我々フレイアパレスの民たみは他都市との関わりに消極的でしたが、もっと守護物タリスマンや外部の脅きよう威いについても学ぶべきだと、今回のことでわかりました。過去に起きたことで、いまもまだ闘たたかっている人がいることも知りましたから……」

　そう口にして、アイリの手を取るジュマイエルの瞳には、案じるようなやさしさと、決意を分かち合おうとする熱がこめられている。

　言葉にはされないその約束を受けとるつもりで、アイリはしっかりとうなずいた。

　しかし、シアーズが時計を気にするのにジュマイエルは気づくと、寂さびしそうにほほ笑んだ。

「さぁ、ジュマイエル様とは、ここでお別れよ」

　そうシアーズが口にすると、ジュマイエルは握にぎっていたアイリの手を両手でつつむようにして額にあてた。

　それがフレイアパレスで、最も敬意をこめた謝意だと知るアイリは、思わず息をのむ。

「アイリさん、あなたには特別お世話になりました。今後、私は星鎮守の代表として、また七聖府ザインの議会にも参ります」

　ジュマイエルが星鎮守の後こう継けい者しやになるのと同時に、婚こん儀ぎも控ひかえていると聞いていたことを思い出したアイリは、告げておかねばと口をひらく。

「ジュマイエル様は、前に『危険な現場に女性が立ち入ることについては、正直あまり賛成はできない』っていっておられましたよね。でも、本当になにかを守りたいと思う気持ちには、男性も女性もありません。それを忘れないで、奥様を迎むかえてあげてください」

　藍あい色いろの瞳がやさしく細められると、ジュマイエルは少しだけ苦く笑う。

「そうですね。七聖府へきたおかげで、とても貴重な体験ができたと思う。あなたのような女性に出会えたおかげかもしれないな。どうか、アイリさんもこの仕事に自信を持ってください。君に助けられたことは忘れません」

　真っ直すぐな言葉を口にして、ジュマイエルは両手で触れていたアイリの手を、名残なごり惜おしそうに離はなすと笑った。

　そして身を寄せたかと思うと、こっそり耳打ちする。

「ひとつ屋根の下の相棒パートナーに困ったら、いつでもご相談にのりますよ」

　ちらりと視線が背後のハイヅカに向けられたのに、アイリは慌あわてて手を振った。

「は……めっそうもないです。ほんと、あの晩の泣き言は忘れてください！」

「なんだアイリ、俺の悪口か」

　ジュマイエルの視線で察するところがあったのか、ハイヅカの動物的カンにアイリは眉まゆをつりあげる。

「違います！　……微び妙みように違わないけど。だったら、悪口いわれないようにしてくださいよ」

　ぶつぶつもらしていると、ジュマイエルは「少し、あなた方が羨うらやましいですよ」と小さくささやいて、身をひるがえす。

　階段をあがっていくその後ろ姿を、アイリは寂しさと共にぼうっと見送っていると、シアーズの声が現実に引き戻もどしてくれた。

「さ、今日は今回の事件を書類にまとめてもらうから。特にアイリ、あなたにはタロットの件について、詳くわしく状じよう況きよう報告書を書いてもらう必要があるわ」

　その業務を前に全員がげんなりとした顔つきになったが、これも仕事である以上、逃のがれられる者などいない。

　アイリも初めての報告書作成に、苦労して項こう目もくを決めるとペンを走らせた。







　百七十期職員として七聖府に入省し、『七聖守護物ザインタリスマン対策室』へ配属。

　対策室において、ダリウス・フロストとの共同作業により、『空白の導しるべ札ふだ』をタロットと解明。







　さらにはそれがタロットだとわかった経けい緯いや、サルジュの依い頼らいについての占うらない結果などを、段階をわけて記していく。

　めずらしく静かな室内に、それぞれがペンを走らせる音だけが聞こえていたが、もとより新人のアイリ以外は手て馴なれているのか作業も速い。

「じゃあ、主任。これを提出しますので、今日はもう失礼します」

　一番はじめに書きあげたらしいアダムの手から、書類を受け取ったシアーズはさっと報告書に目を通すと、軽くうなずいてそれをファイルに綴とじる。

　アダムは手早く上着をはおると、「おつかれさまです」と口にして、杖つえを片手にさっさと部屋を出て行ってしまった。

　かと思えば、アイリの隣となりに座るダリウスは妙みように熱の入ったようすだったが、突とつ然ぜん小さく「そうじゃないんだよなぁ」とつぶやき立ちあがる。

「すみません、主任。まだ資料が他ほかにも入り用ですので、研究室から借りてきます！」

　そう告げて扉とびらの外へと飛び出していく。それを見送るシアーズは、ちょっとだけ憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

「熱心なのよねぇ、ほんと。分厚い報告書を読むほうの身にもなってほしいんだけど……どうして研究室出身者って、適度にまとめるってことができないのかしら」

　どうやら今回は七聖守護物ザインタリスマンがからみ、しかも新しい発見があるせいか、ダリウスはそうとう張り切っているようだ。

　シアーズはそのままちらりと時計をみると、急に爪つめを磨みがき出した。

　ということは、今日はこのあとまたパーティに出る予定があるのだろう。

　──今日の主任は、絶対に残業はしないってことよね。

　少し慌てたアイリが、ハイヅカはどうしているのかと隣をみれば、たった数行書いただけでもう飽あきたらしい。

　シアーズがみれば、適当にまとめすぎだといわれそうな簡潔な書類を一枚机に載のせて、ひとり納なつ得とくしたような顔をしている。

「じゃあ、俺もこれで──」

　そういって席を立とうとしたハイヅカの報告書を、思わずアイリは手で押さえた。

「私も、あとちょっとなんです」

　立ち上がったハイヅカの冷たい視線が落ちてくる。

　それを受けとめ見つめ返すと、ハイヅカはひらきかけた唇くちびるでため息をつき、さもめんどくさそうに椅い子すにどかっと腰こしを下ろした。

「あと、ほんの少しだぞ」

　まさか待っていてくれると思ってもみなかったアイリは、気を変えられる前にと素す早ばやく報告書に名前を書き込む。そして最後に、書きそびれていた事実を慌てて書き足した。

　書類を持っていくと、ハイヅカの報告書を目にしたシアーズの眉み間けんに、がっと怒いかりジワが刻まれる。シアーズは必死に指でシワを伸のばしつつ、つづいてアイリの報告書に目を落とした。

「うん、アイリのはなかなかよく書けてるわね。一度、室長に提出してみるわ。いずれ室長が時間を作るそうだから、直接話が聞きたいとのことよ」

　これでやっと事件も一段落だというように、シアーズが小さく息をつくのに、アイリは背筋を正して「おつかれさまでした」と敬礼する。

　新人のアイリにとっては、事件を改めて文字に記したことで、初めて自分が七聖府ザインで仕事をしたのだと実感できた。

　それがシアーズにも伝わったのか、彼女も立ち上がると艶つややかな笑えみを浮うかべて敬礼を返してくれる。

「はい、ごくろうさまでした」
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「どうも、ごくろうさまでした」

　七聖府の上階。七聖防衛省の職員に与あたえられる執しつ務む室の一室で、コーネルはシアーズから報告書を手て渡わたされた。

　もとより細い瞳は、満足のせいかいっそう糸目になって見える。

　しかし、彼が上官らしい表情を浮かべていたのもここまでだった。

「でもさぁ……」

　そう口にすると、きちんと整えた髪かみをかきみだし机に頰ほお杖づえをついてしまう。

「どーして僕だけこんなに会議に忙ぼう殺さつされまくりの、新聞各紙取材殺さつ到とうの、上層部から呼び出されたあげく、嫌いや味み投げつけられっぱなしの目にあわないといけないのかねぇ」

　さすがに連日のコーネルの多た忙ぼうぶりをわかっているだけに、憔しよう悴すいしたようすの上官を前にして、シアーズも笑みをひきつらせるしかない。

「なにをおっしゃいますか。偉い大だいな室長がいてくださるからこそ、私たちも今回の初任務をなんとかやり終えられた気がしてますのに」

　確かにフレイアパレスの件については、室長であるコーネルの力がなければ大ごとになっていただろう。あちこちに手回しや根回し、使える手て駒ごまを駆く使ししての、脅おどしたりすかしたりをしてくれたおかげで、サルジュの件も水面下に収められたのだ。

「いいんだよシアーズ君。部下だからって、社交辞令で労ねぎらってくれなくても」

「ま、そんな本音はいけませんわ。感謝してるのは本当なんですから。コーネル室長にはこれからも上層部対策をお願いすることになりそうですし、私だってまだこれからあの子たちの成長を見守る、重大任務があるんです」

　最後のほうに少しだけ恨うらみ節がまじるシアーズの声に、コーネルは苦く笑しようを浮かべる。

「どうだい。やっぱり大変かな、あの子たちは？」

「まとまりがないのは、予想の範はん疇ちゆうでしたけど。でも従順なだけの人材は必要ありませんから、少してこずってちょうどいいぐらいかもしれません」

　コーネルはやはり気になるようすで、アイリの提出した報告書に目を落とす。

「でも、イスフェルド君は本物だったねぇ。彼女がいなけりゃ、あの『空白の導札』の正体もはっきりしないままだった。なによりこれからは、七聖守護物ザインタリスマンに関する懸けん案あんにタロットカードを使える。それは七聖府ザインにとっても有効な手だ」

　その言葉に、シアーズも小さくうなずきつつ少しだけ眉まゆをひそめる。

「ですが、彼女にはまだまだカードの扱あつかいに熟練してもらう必要があります。せっかく貴重なウィッカの遺産も正しく利用できなくては」

「もちろん、イスフェルド君にタロットの解かい釈しやくを磨いてもらう必要はあるだろうね。七聖守護物に関する真実を、彼女なら導きだせるはずなんだ。……それが叶かなえば、我々はあいつらの先手を打てる」

　どこかひとりごとめいたコーネルのつぶやきに、シアーズは言葉をなくした。

　めずらしくのぞいたコーネルの深い青の瞳ひとみには、楽しげな期待に満ちた色がある。

　だがそれは、子供が遊びで虫を殺してしまうような無む邪じや気きさと、老ろう獪かいな軍人ならではの計算高い表情とが交じり合った、ひどく複雑なものに見えた。

　背筋に冷たいものを感じて、シアーズは咳せき払ばらいをすると口をひらく。

「今後も、彼女の教育についてはダリウスをはじめ、対策室でも協力していきますわ」

「もちろん、あなた方それぞれに大いに期待しています。それに、きっと彼女ならやり遂とげてくれますよ」

　確信したようにうなずくコーネルは、眠ねむたげな猫ねこにも似た表情でうっそりと笑ってみせた。
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　ジュマイエルが去ってしまったことを寂さびしく思いつつ、それでも報告書を仕上げたことで、アイリは少し心の整理がついたような気がしていた。

　七聖府ザインを出たあとも、めずらしく嫌味やふざけたことを言わないハイヅカの背を追って歩きながら、アイリは最後に書類に書きこんだ項こう目もくについて思い出す。

　自分がはじめに目にしたタロットカードは、七聖府の採用試験で見た『運命の輪』だった。

　その後ダリウスから借りた教本で、カードの意味には『偶ぐう然ぜんがもたらす幸運』『転機』『運命の出会い』があると知った。

　ひょっとすると、あのときから自分がここで過ごすことは決まっていたのかもしれない。

　それでも、アイリの気分は悪くなかった。

　視線の先に見える風変わりな建物も、いまでは帰るべき自分の部屋だと実感できる。

　──私が選んで決めた色んなことを、あのカードは先に知ってた……タロットが教えてくれるのって、そういうことなのかな。

　そんなことをぼんやり考えていたアイリは、歩ほ幅はばが違ちがうせいでずいぶん離はなれてしまったハイヅカの背に、大きな声で話しかける。

「ハイヅカさん、今晩はなに食べるんですか？　今日って感謝祭ですよね。パイとか作ったりしました？」

　長い影かげを引く足を止め、顔をしかめてふり返ったハイヅカが、不ふ機き嫌げんそうな声で「お前にやるもんはないぞ」と答えた。

「猫のコバンに『七面鳥が大きくて食べ切れないから、遊びに来て欲しい』って頼たのまれてるんですけどー」

「噓うそをつけ」

「でないと、今日はひとりで魔宴サバトをひらくことになっちゃうかなぁって……」

　その言葉に、ハイヅカは心底うんざりしたように額を押さえてうめいた。

「こんな野や獣じゆう腹の相棒パートナーを押しつけられたのも、俺の不運体質のなせる業わざかもな。くるなっていったところで、どうせお前は扉とびらを蹴け破やぶるし？」

　ハイヅカの低いぼやき声から、アイリの耳は『相棒パートナー』という言葉の響ひびきをしっかりと拾いあげる。途と端たんに、胸のなかを拳こぶしでとんと突つかれたように、鼓こ動どうがくっきりとはずんだ。

　やった！　と拳を握にぎり、心の浮きたつままに足は駆かけ出す。

　アイリは途と中ちゆうでハイヅカをふり返ると「今日は正式招待だから、お仕置きとかナシですよ！」といっておくことも、もちろん忘れなかった。







　あとがき




　はじめましての方も、またお会いできて光栄ですの方も、こんにちは月本ナシオです！

　今回は西洋ファンタジーっぽくはありますが、なんとなく舞ぶ台たいが限定しづらい、ちょっとアレンジをいれたお話となります。

　色んな文化圏けんのおなじみの占うらないやアイテムが登場いたしますが、基本的にモデルとして使用しているフィクションだと思ってくださいませ。

　思えば担当さんと「チームモノやりたいですねぇ」と言い出したのがきっかけだった気がします。そこからなにをするチームなのかというところへ転がって、気づけばやたらとお守りとか占いとか出てくる、特とく殊しゆお仕事モノみたいな味つけになりました。

「相棒」「バディ」「チーム」ものがお好きな人や、「占い」「オカルト」なんかがお好きな人には、楽しんでいただきたいです。




　今作は「幸運女子×不運男子」のバディものでもあります。

　チームとしては、呪じゆ物ぶつマニアっぽい少年や、婚こん活かつ女上司、いろいろゆるい警護のプロなど、わりとガタついたメンバーでお届けいたしております。

　こういう面子メンツのなかで、ふたりの吉きつ凶きよう混合コンビがどこまでやってくれるのか、作者としては見守るだけじゃなくつっこんでいかなくては！　なにしろ人数が多いので、ときどき見失いそうになって大変です。




　さてオカルトは大好きな作者ですが、占いやおまじないはどうかというと、実じつ践せんはあまりしませんがそういう文化は大好きです（子供のころはやった……いろいろと…遠い目）。

　いまも星占いなどは毎週チェックしたりはするのですが、自分でホロスコープまではみられないです。神社やお寺にもいきますし、お守りとかおみくじも手にします。

　パワースポットなんて響ひびきも好きですし、心しん霊れいスポットなんて言葉にもときめきます。

　なんでもアリのいたって一いつ般ぱん的な日本人だといえばそうかも。




　タロットについては主役のアイリと同じぐらいに知識がなかったので、なかなか苦労いたしました。カードから求めるものを読み解くっていうのは難しいですよね、とても自分でできる気がしない……。

「自分で占いをみるときって、まだ易とか四柱推命とかのほうが多いかも。確率だし」といったら「そんな、夢がないですよ！」と担当さんにもつっこまれた（自分でもそう思う）。

　不思議なことにスピリチュアルな文化は好きなのに、自分にそういう感性や適性がまるでないのはよくわかるのです。

　気づけば好きなものをドドンといれまくってしまい、「うさんくさいことになった……」と途と方ほうにくれかけたところへ、薄うす葉ばカゲロー先生に目の覚めるような素す晴ばらしいイラストをいただけました。

　なんだかもう天からの光かと思えたです。本当にありがとうございます！

　せっかくこんなにかっこよく描えがいていただけたハイヅカをへたれにしないように、常に己おのれに戒いましめたいところです。アイリについても美少女かつ素晴らしい制服を着せていただき、もうラフが届くたびにときめきっぱなしでした。

　なにより血迷いがちな作者に、たくさんのアドバイスや、的確な助言をくださる担当さん。本当に二に人にん三さん脚きやくで助けていただいたと実感しております。

　とても楽しく書かせていただいたお話ですが、執しつ筆ぴつ中には新型インフルにみまわれたりもして、まさに吉凶混合な進行具合でもありました。無事本にしていただけるのがとても嬉うれしい。

　ちょっと変わり種かもしれない物語ですが、これを世に送り出してくださる編集部や関係者の方々に感謝しつつ。




　あとは読者様に楽しんでいただけるかどうかが、なによりの願いであり、緊きん張ちようするところです。どうか本を開いていただいた時間が楽しいものでありますように。

　ご意見やご感想、もしくは面おも白しろいおまじないや占いなんかのお話など、どんなことでも感想をきかせていただけたら幸いです。

　いただくお手紙には本当に心が癒いやされます。お返事は時間がかかることもありますが、必ず手書きにて返信させていただいております！




　また作者のサイトでも、新シリーズ記念ということでなにか小話でも掲けい載さいできたらなと思っておりますので、お気軽に立ち寄ってくださいませ。
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